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「なあ、次いつ会える？」

「次なんかあるか、バカ」

　土曜の夜、俺は数時間前に脱ぬぎ捨てたジャケットを羽は織おりながら、まだベッドの上に裸で横たわっている男に素そっ気なく云いい返した。俺の言葉に、男は急に狼狽うろたえた様子を見せる。

「えっ、ちょっ、俺、下手へただった？」

「まあまあかな。悪くはなかったよ」

　不安そうな表情をするその男を笑い飛ばし、俺は素す直なおな感想を告げた。

　一ひと目め惚ぼれしたと云って口説いてきた彼の誘さそいに応じたのは、バーのカウンターに座っていたときの横顔が好きな人のそれに少しだけ似ていたから。

　顔なんて明かりを落としてしまえばどうでもよくなってしまうくせに、一晩きりの相手にもついあの人と重なる部分を探してしまう。我ながらいじましいというか、浅ましいというか。

「じゃあ、何でだよ。相性悪くなかっただろ」

「俺は誰とも真しん剣けんなつき合いはしないって決めてるんだよ。部屋代、割わり勘かんでいいよな。ここ置いとくから」

「そんなものいいから、連れん絡らく先くらい教えろよ」

「悪いけど、無む理り。それじゃあな」

「おい！　だったらせめて名前だけでも───」

　追い縋すがってくる言葉を無視して、部屋をあとにする。振ふり返ることもなくホテルを出たところで、マナーモードにしておいた携けい帯たい電でん話わがポケットの中で震ふるえた。

「誰だ？　こんな時間に……将まさ哉やさん」

　小さな画面に表示された高たか篠しの将哉という名前に、胸が甘く震える。彼は従兄弟いとこであり上司であり───俺の片かた想おもいの相手だ。

　思わず声が弾はずみそうになるのを抑おさえて、努つとめて冷静に電話に出る。

「はい、榛はる名なです。社長、どうかしたんですか？」

『翠みどり？　よかった、捕つかまって。悪いけど、明日六時に起こしてくれないか？　ちゃんと起きられる自信がないんだ』

「中谷社長とゴルフですよね？　やっぱり明日の朝、僕が迎むかえに行きましょうか？」

　将哉さんに対しては未いまだに猫ねこを被かぶっているため、一いち人にん称しようは『俺』ではなく『僕』と云い換えるようにしている。もちろん、将哉さんを好きだということも、その報むくわれない気持ちを紛まぎらわすために行きずりの相手と寝ねたりしていることも彼には秘密だ。

『いいよ、電話だけで。常に多た忙ぼうな秘書を休みの日までこき使うわけにはいかないだろう』

「だったら、早朝にモーニングコールをかけさせるのはどうなんですか？　変なところで気を遣つかわないでいいですよ。六時に伺うかがいますから、早くお休みになって下さいね」

　仕方ないという態度を装いながらも、口元は綻ほころんでしまう。休日の明日も会えるのだと思うと、嬉うれしくてたまらない。

『わかったよ。明日、よろしく頼たのむな』

「はい、お休みなさい」

『お休み、翠』

　ガチャリと受話器が置かれ、ツーツーという音が聞こえてくる。すでに通話の切れてしまったその携帯電話に、俺はもう一度囁ささやくように告げた。

「お休みなさい、将哉さん」

　俺はずっと、彼に片想いをしている。

　叶かなわぬ想いだとわかっている。諦あきらめるほかないと何度自分に云い聞かせても、この気持ちを消すことをできないでいた。
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　貸し切りにしたホテルの宴えん会かい場は人と食べ物と酒で溢あふれ返っていた。

　今夜の食事会は老舗しにせ玩がん具ぐメーカーＴＡＫＡＳＨＩＮＯを中心とした高篠グループの相談役であり、一族の長である祖父・高篠和かず義よしの誕生日会だ。

　内輪のパーティーのようなものなのだが、少しでもコネを強くしようというつもりなのか、毎年ここぞとばかりに遠とお縁えんの親族やどういう関係かわからない知人がたくさん集まる。賑にぎやかなことが好きな祖父はその全すべてを歓かん迎げいし、宴うたげを楽しんでいた。

　一ひと際きわ大きな輪になっている人ひと集だかりの中心には祖父がおり、その横には社長である将哉さんの姿があった。

　将哉さんは今年、社内のシステムを一新して効率を上げ、下がり気味だった収益を向上させたという功績を買われ、三十代という若さでＴＡＫＡＳＨＩＮＯの取とり締しまり役やくから社長に抜ばつ擢てきされたばかりだ。

　祖父の一番のお気に入りの孫として、高篠グループの御おん曹ぞう司しとして育ったけれど、気さくで驕おごったところがなくわけ隔へだてなく優やさしい人なため、いつでも人の中心にいる。

　頭や性格がいいだけでなく、容姿も完かん璧ぺきだ。目鼻立ちのはっきりした目元の涼すずしい整った顔立ちで、学生時代は勉強よりも部活動に専念していたせいか、体格もがっちりしている。

　腰こしの位置も高く肩かた幅はばもあるため、今日のセミフォーマルなスーツがよく似合っており、会場にいる女性の視線を独ひとり占じめしていた。

　そんな彼の唯ゆい一いつの弱点は、アルコールに弱いということだ。あまりにも弱いため、常つね日ひ頃ごろから酔よって粗そ相そうをするわけにはいかないと云って、乾かん杯ぱいのときくらいしか酒を口にしない。

「大だい丈じよう夫ぶかな、将哉さん」

　仕事での会食やパーティーのときのようにぴったり傍そばについているわけにもいかず、今日はこうして少し離はなれた位置で時折様子を窺うかがっているのだが、先程から次々に酌しやくをされ、彼にしてはハイペースで飲んでいるように見える。飲みすぎて具合が悪くならなければいいのだけれど……。

　そんなふうに将哉さんの心配ばかりしていたら、誰かにぽんと肩かたを叩たたかれた。

「しっかり食べてるかい、翠」

「あ、はい。いただいてます」

　にこにこと朗ほがらかに笑いながら声をかけてきたのは、祖父の一番下の弟である大おお叔父おじの昭あき夫おだった。

　彼は高篠グループの関係企き業ぎようには入らず法ほう曹そう界への道を進み、弁護士事務所を立ち上げた。現役時代は敏びん腕わん弁護士として名を馳はせ、いまは引退して余生を優ゆう雅がに送っている。

　一族の妬ねたみ嫉そねみとは関係ない立場にいるためか、俺が知っている親族の中で一番の人格者で、信しん頼らいに足る人物だ。

　俺を未だに子供扱あつかいしてくるのが難だが、母も幼い頃ころよく遊んでもらったと話していたから、俺のことは孫のような感覚で見ているのかもしれない。

「あの小さかった翠がこんなに大きくなるとはねえ」

「僕ももう二十五ですよ」

　そう受け答えしながら、苦く笑しようした。この受け答えは去年も一昨年もやった気がする。

　昔はこんな遣やり取りは煩わずらわしいだけだったけれど、成人してからは大人おとなの気持ちが少しずつわかるようになってきた。さっきだって、数年前に生まれたばかりの従姉妹いとこの子供に会い、その成長ぶりに驚おどろかされたばかりだ。つまりこの大叔父も、そんな気持ちで俺を見ているということだろう。

「そうだったな。そろそろ身を固めてもおかしくない年とし頃ごろだったな」

「何云いってるんですか、それはまだまだですよ」

　気の早い話を、俺は笑って受け流す。

　とは云え、この歳にもなると見合いの打だ診しんは多くなってきた。両親はとある一件のあと、『結けつ婚こん』という言葉を一いつ切さい口にしなくなったけれど、早く身を固めて欲しそうにはしている。

　できることなら、俺自身も早く両親を安心させてやりたい。だが、それだけは無む理りな話だ。そんな話を親族に振られるたびに、俺は心苦しい気持ちで受け流すほかなかった。

「そんなことないぞ。私が結婚したのは二十四のときだったからな」

「おじさんには美み津つ子こさんみたいに素す敵てきな人がいたからでしょう。僕はまだまだ仕事をこなすので精せい一いつ杯ぱいですよ」

「そういえば、いまは将哉の秘書をしてるんだったな。やっぱり、忙いそがしいのかい？」

「ええ、まあ。他社との業務提てい携けいが決まったばかりですし、いまが大事なときですから。将哉さんは有能なので、僕は足を引っ張らないようにするので精一杯です」

「そうかそうか。こういうとき、茜あかねがいて将哉を支えてくれてればなぁ……」

「…………」

　不意に出てきた姉の名前に、俺は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまり表情を強こわ張ばらせてしまった。すぐに取り繕つくろって笑えみを浮うかべ直したけれど、一歩遅おそかった。

「ああ、すまない。君や茜を責めているわけじゃないんだ。ただ、残念でならないと思ってね。あんなに仲のいい二人だったのになぁ」

「あのことは、僕も残念に思っています」

　本家の長男の一人息子むすこである将哉さんと姉の茜との間に婚こん約やくの話が出たのは、俺が大学生のときだった。元々幼い頃に親同士が口約束をしていたらしい。

　兄妹のように仲のよかった二人だったため、話はトントン拍びよう子しに進んでいった。全てが順調、誰もがそう思い疑いもしなかったというのに、それが壊こわれたのは結婚式当日。姉さんは置き手紙を残し、他ほかの男と駆かけ落ちしてしまったのだった。

　青せい天てんの霹へき靂れきとしか云いいようのない出来事に一族中大おお騒さわぎになり、監かん督とくが行き届いていなかったとして俺の両親と将哉さんは親族たちから口々に責め立てられた。それを祖父が諫いさめてくれなければ、いまでもぎくしゃくしたままでいたことだろう。

　そのとき将哉さんの傍にいながらも何もすることができなかった俺は、どんなに歯は痒がゆかったことか。だから大学卒業後、ＴＡＫＡＳＨＩＮＯに入社することになり、将哉さんの秘書に配属されたとき、いなくなった姉さんのぶんまで将哉さんを支えようと心に決めたのだ。

　それ以来、今日まで俺はこの人のそばにいるために陰かげながら努力を続けてきた。

　男である自分では姉のように子供を作り、家庭を作ることはできない。だからせめて、仕事上のフォローは完璧にできるようになりたかった。

「君のところには茜から連れん絡らくはないのかい？」

「ええ……」

「そうか……どうしているんだかな。元気にしておればいいんだが」

「そうですね……」

　上手うまく言葉を返せず、会話が途と切ぎれ途切れになってしまう。そんなときだった。

「昭夫叔父さん！　こんなところにいたんですか」

「おお、義よし昭あき。君も楽しんでるかね？」

　しんみりしてしまった空気を変えたのは、叔父の義昭の大きな声だった。彼は俺の母の兄に当たる人物で、ＴＡＫＡＳＨＩＮＯで専務取締役をしている人物だ。

「ええ、お陰かげ様さまで。叔父さん、あちらで美津子さんが捜さがしていましたよ。医者から禁酒を云い渡わたされているのに、つい目を離してしまったって心配しているようですよ」

「どうも信用がないようだな。今日はウーロン茶しか飲んどらんよ。どれ、弁明に行ってくるかね」

　大叔父はやれやれと云わんばかりに肩を竦すくめ、自分を捜しているという妻の許もとへと向かった。その場に取り残された俺は、どうやって叔父の許から去ろうかと算段する。近い親しん戚せきとは云え、虚きよ栄えい心と出世欲が強いタイプの彼は昔から苦手なのだ。

　わざと、手にしていたグラスを一息に飲み干して空にし、云い訳を作る。

「僕、飲み物を取ってきますね」

「そんなものは持って来させればいい。ワインでいいな？」

「あ、いえ、ソフトドリンクを……」

「若いもんが何云ってる。そこの君、赤ワインを二つ頼たのむ」

　叔父は通りかかったウェイターに横おう柄へいに命令する。

「あ……ありがとうございます……」

　人並みに飲むことはできるけれど、こういう場所で酔うのは好きではないためアルコール類を口にするのは控ひかえていたのだが、こうなってしまったら断るわけにもいかない。

　諦あきらめのため息をこっそりと吐つく。そのときふと、叔父の隣となりにいる女性に気がついた。もしかして、叔父の愛人だろうか？

　若い頃遊び回っていたという彼は二度の離り婚こんを経へて、いまは独り身だから愛人がいても問題はないが、いささか若すぎる気がする。それ以前にどこかで見たことがあるような……。

　そんな俺の視線に気づき、叔父は何故なぜか上じよう機き嫌げんに切り出してきた。

「そうそう、お前に紹しよう介かいしておこうと思ってたんだ。妻の妹の姪めいの麗れい香かだ」

「はじめまして、西にし野の麗香です」

「あ…榛名翠です」

　説明された関係性が微び妙みように遠くてすぐに理解できず、反応が遅おくれてしまう。叔父の許へ嫁とついだ叔母おばの姉妹の姪ということは従姉妹いとこよりも遠い親戚だ。つまり、血の繫つながりは一いつ切さいない。

　何にせよ叔父の性格を考えると、ただの親切心で親戚の女性を祖父の誕生日会に連れてくるとは思えない。思おも惑わくがあるのだとしたら、他ほかの親族同様、将哉さんに自分の意のままに動く女性を宛あてがい、こちら側に取り込みたいのだろう。

「私はちょっと親おや父じと話をしてくるから、二人で話していたまえ」

「榛名さんのお話は、小父様からよく聞かせていただいてます。榛名さんって、将哉さんの従弟いとこなんですってね。あんまり似てらっしゃらないし、姓せいも違ちがうから全然わかりませんでした」

「ああ、僕の母と高篠会長が兄妹なんですよ。母たちもあまり似てないから、そのせいでしょうね」

　体格はもちろん、顔のパーツもどれ一つ似たものはない。逞たくましく男性的な将哉さんと違ちがって俺は線が細く、色白で顔立ちもどちらかと云えば女性的だ。昔はよく白しら百合ゆりのような美人だった母に似ていると云われたものだ。

　長い睫まつ毛げで縁ふち取どられた目はアーモンド形で、顎あごのラインもシャープ。唯ゆい一いつ、将哉さんとそっくりなのは、硬こう質しつでまっすぐな黒くろ髪かみくらいだろうか。その髪も無造作に降ろし、黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけているから地味な印象を与あたえるのだろう。

「将哉さんの秘書もなさってるんですよね？　よろしかったら、お仕事のお話とか聞かせていただけませんか？」

　……嫌いやな感じがする。

　将哉さんのことばかりを引き合いに出すのは、きっと彼が狙ねらいだからだろう。叔父の命がなければ、俺なんかには声もかけたくないと思っているのが見え見えだ。

　それでも、俺よりも少し年上に見える彼女は上うわ目め遣づかいの媚こびた眼まな差ざしを俺に向けてくる。げんなりする気持ちを押し隠かくし、仕方なく微笑ほほえみ返した。

　だが、大きく開いた胸むな元もとを強調されても不快なだけだし、下心見え見えの笑顔も滑こつ稽けいなだけだ。どんなに美人でスタイルがよくても、俺がぐらつくことはない。

　何故なぜなら、俺はゲイだからだ。性的な興味を覚えるのは同性のみ。それに初はつ恋こいからずっと想おもい続けている人も…───そうだ、思い出した。

　どこかで見たと思ったら、去年のパーティーにも来ていた女性だ。去年は将哉さんにべったりだったくせに、全然相手にされなかったから今年は矛ほこ先さきを俺に変えてきたのか、それとも将哉さんに近づくためにそばにいる俺をまず攻こう略りやくしようと思ったのか……。

　本家の跡あと取とりである将哉さんは、数年前に姉さんとの縁えん談だんが壊れて以来、見合いを断り続けているだけでなく、決まった相手も作っていない。

　だから彼狙いの女性が、彼に近づくためにあの手この手と策を練ねっている噂うわさはよく聞く。もしかしたら、彼女もその一人なのかもしれない。

「お待たせしました。赤ワインをお持ちしました」

「もう、遅いじゃないっ」

　麗香はウェイターからワインのグラスを奪うばい取ると、早くいなくなれと云わんばかりに顎をしゃくった。そして、彼が背を向けたのを確かく認にんしてから、グラスを俺に差し出してきた。

「はい、どうぞ───きゃっ」

「うわっ」

　グラスを持っていた手がぐらりと揺ゆれたかと思うと、わざとらしい悲鳴と共にグラスの中身が全て俺のスーツにぶちまけられた。

　ジャケットからスラックスに赤い液体が伝い落ち、辺りにアルコールの臭においが立ち籠こめる。

「やだ、ごめんなさい！」

　何がごめんなさいだ、わざとぶちまけたくせに。心の中で悪態をつきながら、完かん璧ぺきな作り笑え顔がおを浮うかべる。

「いえ、あなたこそ大だい丈じよう夫ぶですか？　ドレスに跳はねていたら大変だ」

「私は榛名さんが庇かばって下さったから大丈夫です。でも、このままじゃ染みになっちゃう。拭ふきますから、こっちに来て下さい」

「えっ、ちょっ」

　麗香は俺の腕うでを摑つかむと、強ごう引いんに広間の端はしにある柱の陰へぐいぐいと引っ張っていく。そして、小さなカバンから取り出したハンカチでワインに濡ぬれたスーツを拭き始めた。わざと染みを作りたいのかと思えるほど強い力で生き地じをごしごしと擦こすってくる。

「どうしよう、落ちないみたい……。あっ、あの、私、ここに部屋を取っているんです。よかったらクリーニングしてる間、そこで休んでいて下さい」

　───狙いは俺か…。

　将哉さんを諦めて手近なところを狙うことにしたということだろう。気持ちはわかるが、興味のない俺にとっては面めん倒どうでしかない。

「ご迷めい惑わくになりますし、そろそろ帰ろうと思っていたんで気にしないで下さい」

　部屋なんかに連れ込まれてたまるか。何もなかったとしても既き成せい事じ実じつがあったと吹ふい聴ちようされかねない。俺は顔が引き攣つりそうになるのを堪こらえ、やんわりと彼女の手を押し返した。

「ええ～もう帰っちゃうんですかぁ？　まだ全然お話しできてないのに……。あっ、もしかして私、怒おこらせちゃいましたか？」

「そういうわけじゃなくて……」

「だから、上の部屋でゆっくり。ね？」

　体を擦り寄せられて鳥とり肌はだが立つ。どうにかして事を荒あら立だてないようかわさなくてはと思案していると、大おお叔父おじが困り果てた様子でやってきた。

「翠、取り込み中悪いんだがちょっといいか」

「どうしたんですか？」

　助かったとほっとしながら振ふり返る。

「それが将哉に酒を飲ませすぎたようで、潰つぶれてしまってな」

「えっ、いったいどれだけ飲ませたんですか!?」

　将哉さんはアルコールに弱く、ワイン一杯ぱいですぐに呂ろ律れつが怪あやしくなり、二杯以上飲もうものなら酔よい潰れてしまう。そうなると翌朝まで目が覚めることなく、大たい抵てい起きたときには酔っているときの記き憶おくをなくしてしまっている。

　何てことをしてくれたのかと声を荒あららげると、大叔父は気まずそうに頭を搔かいた。

「いやぁ、和義さんが悪のりしてな。悪いんだが、自宅まで送っていってくれないか？　他ほかに頼めるやつがおらんのだよ」

「ええ、かまいませんよ。ちょうど僕も早めにお暇いとましようと思っていたんです。明日も仕事ですし」

「そうか、助かったよ！　よろしく頼たのむ」

「それで、どこにいるんですか？」

「ああ、将哉はあっちだ。端の椅い子すに座らせてある」

　渡わたりに船だとありがたく思いながら横目でちらりと麗香のほうを見てみると、不満そうな顔をしていた。

「そういうわけなんで失礼します。慌あわただしくてすみません」

　麗香にそう断り、そそくさと将哉さんの許へと向かう。彼は壁かべ際ぎわに置かれた椅子に座らされ、ぐったりとしていた。だが、顔色は思っていたよりもいいようだ。具合が悪くなったというより、眠ねむ気けに勝てなくなったのだろう。

「おお、翠。すまないな、手間をかけて」

「お祖父じい様！　将哉さんがお酒に弱いことご存じでしょう？　どうしてこんなになるまで無茶させたんですか」

　厳しい顔で告げると、祖父はバツの悪い表情を浮かべた。

「いやぁ、平気な顔で飲んでるから、ついな」

「顔に出ないだけですよ。知ってるじゃないですか。……社長、大丈夫ですか？」

「ん……翠……？」

　どうやら、俺の声は認にん識しきできるようだ。まったく意識を失ってしまっているわけではないようだから、そこまで心配することはないだろう。

「立てますか？　ご自宅までお送りしますので、タクシーまでがんばって歩いて下さい」

　将哉さんの腕を肩かたに回し、どうにか立ち上がらせる。

「それじゃ、お先に失礼します。お祖父様、おめでたい席なのにすみません」

「いやいや、私が悪かった。気にするな。翠もすまないな。将哉が目を覚ましたら、詫わびていたと伝えてくれ」

「はい。また改めてご連れん絡らくします」

　俺は見送る親族にぺこりと頭を下げ、宴えん会かい場をあとにした。










「よっ、と……。着きましたよ、社長」

　腕を肩に担かつぐようにして運んできた将哉さんを玄げん関かんの上がり框がまちにどさりと下ろす。少々乱暴になってしまったけれど、酔っぱらっている将哉さんにはわからないだろう。

「あ…？」

「僕はもう帰りますけど、ちゃんとベッドで寝ねて下さいね」

　ぐらぐらと上半身が揺れる将哉さんの靴くつを脱ぬがしながら、まるで母親のように云いい聞かせる。だが、将哉さんは不満そうに返してきた。

「んー？　いいだろ、ベッドまで連れてってくれたって」

「誰と間ま違ちがえてるんですか。まったくもう、いい加減にして下さい」

　呆あきれた口調を装いつつも、突つき放はなせない。

　将哉さんは酔っているとき、よくこうして俺にベタベタしてくるのだが、翌日には綺き麗れいさっぱり忘れてしまっている。他の誰でもなく自分に甘えてくるのは、結けつ婚こん式当日に逃にげた姉の面おも影かげを俺に見ているせいだろう。

　似ているなら俺でもいいじゃないかと何度思って、何度打ち消したことか。

　俺は男だから将哉さんに想おもいを伝えることはできない。だからこそ、姉との婚こん約やくが正式に決まり、将哉が義兄になることを喜んでいたのだ。……なのに、姉は他の男と逃げ、将哉さんを捨てていった。

「一人じゃ歩けない」

「どうしてあなたは酒が入るとそうなんですか……。わかりました。ベッドまでお連れすればいいんですね」

　酔っぱらいの戯たわ言ごとだとわかっていても、甘えられると弱い。とくに普ふ段だんは毅き然ぜんとしている人なため、こういう姿を見せられると何でもしてあげたくなってしまう。

　これも惚ほれた弱みなのだろうと諦あきらめ、蹴けるようにして靴を脱ぐと、俺はよいしょと気合いを入れて将哉さんを肩に担ぎ直した。

　体格の違ちがう彼を支えて歩くことはかなりの労力を要するのだ。

「ほら、寝しん室しつにつきましたよ。いま、水を持ってきますから、ジャケットだけでも脱いでおいて下さいね。そのままだと皺しわになってしまいますよ」

　将哉さんをベッドに座らせ、キッチンへ行こうとしたら腕を摑んで引き止められた。

「翠が脱がせてくれないのか？」

「社長、何云ってるんですか。そのくらい、自分でやって下さい」

「二人きりのときは昔みたいに名前で呼ぶ約束だろう」

　社長に就任してからは、仕事とプライベートとのケジメをつけるために社長と呼ぶようにしたのだが、将哉さんにはそれが不満なようだ。

「……将哉さん。離はなしてもらえますか？」

「脱がしてくれるんなら離してやる」

「だから、自分でやって下さいって云ってるでしょう」

「じゃあ、このまま寝る」

　バタンとベッドにひっくり返り、寝てしまおうとする将哉さんにため息をつく。

「将哉さん！　ああ、もう……」

　将哉さんは梃て子こでも動かないと云わんばかりの態度だ。俺は仕方なく、将哉さんのネクタイを引き抜ぬき、ジャケットを脱がしにかかった。

　だが、酔っぱらいを思うように動かせるはずもなく、片かた腕うでを抜くだけでも一苦労だった。

「将哉さん、お願いですから体を起こして下さい。将哉さ───う、わっ」

　反対側の腕を抜き、ジャケットを取り去ろうと四苦八苦していたら、バランスを崩くずして将哉さんの上に倒たおれ込んでしまった。

「す、すみません！」

　慌てて起き上がろうとしたけれど、何故なぜか将哉さんに引き戻もどされてしまう。何が起こったのだろうかと面めん食くらっていると、将哉さんは呂律の怪しい口調で絡からんできた。

「なあ、翠。今日はずいぶんと楽しそうだったじゃないか。女と二人でいちゃいちゃしてただろう？　物もの陰かげに隠かくれて何してたんだ？」

「あっ、あれはワインが服に零こぼれたんで、拭ふいてもらってただけです」

　何でそんなところを見ているんだこの人は。酔っぱらっていたくせに。

「ふぅん？　俺の目を盗ぬすんで、いいことしに行きたかったんじゃないのか？」

「下らないこと云ってるなら、自分で着き替がえて下さい。スーツが皺になってもいいんですか？」

「質問に答えろよ。どこまでしたんだ？」

　将哉さんは何度諭さとしても絡んでくる。今日の酔よい方はかなり質たちが悪いようだ。ムキになって反論するとますます絡まれそうだと判断し、質問で返すことにする。

「どこまでとはどういう意味ですか？」

「わかってるくせに惚とぼけるなよ。こういう意味だ」

「え───」

　ぐるりと体勢を入れ替かえられたかと思うと、眼鏡めがねを奪うばわれ唇くちびるが何かに塞ふさがれてしまった。不意打ちの接せつ触しよくに、心臓が止まりそうになる。

　何で、将哉さんが俺にキスなんかしてるんだ？　わけがわからず、混乱する。

　こんなのはダメだ。とにかく拒こばまなければと思うのに、体が動かない。

「ン、ぅん」

　ずっと好きだった相手にキスされているのだ。相手が酔っぱらいだとしても平常心で乗り切るのは難しいし、アルコールの抜けきらない状態では理性が揺ゆらいでしまう。

「んん、んぅ、ふ……っ」

　唇を割られ、口の中に舌が忍しのび込んできた。口こう腔こうを探さぐられる感かん触しよくにぞくりと背筋がおののき、それと同時に焦しよう燥そう感かんを覚えた。

「や……っ」

　渾こん身しんの力で将哉さんを突き飛ばし、ベッドの上で後あと退じさる。まだ生々しく残る感触を手の甲こうで拭ぬぐいながら怒ど鳴なりつけた。

「何考えてるんですか…ッ!?」

「何だ、そんなに慌あわてて。もしかして初めてだったのか？」

「違ちがいますよ！」

　あんたが好きだからだと云ってやりたかったけれど、その言葉はどうにか飲み込み、代わりに恨うらめしげな目で睨ねめつける。

「本当か？　顔赤くなってるぞ」

「なっ……、こんなに暗いのにわかるわけないでしょう！」

　将哉さんを抱えていたせいで、寝室の照明をつけるところまでは手が回らなかった。室内を照らしているのは、ドアの隙すき間まから漏もれてきている廊ろう下かの明かりのみ。何とか相手の表情がわかる程度なのに、顔色の変化まで見えるはずがない。

「わかるよ。お前は昔から恥はずかしくなると怒おこってるふりするからな。悪かったな、ファーストキスを奪っちまって」

「……っ」

　───これだから酔っぱらいは嫌いやなんだ！

　ニヤニヤと笑う将哉さんに無性に腹が立った俺は、彼の頭をぐいと引き寄せ、自分からキスしてやった。初めてじゃないという証しよう拠こを見せてやる───そう思って。　>>>♥

「ん…んん……」

　案の定、将哉さんは驚おどろいた様子でさっきの俺と同様に固まっている。身動き一つしない。

　意い趣しゆ返がえしが成功したことに気をよくした俺は、そんな将哉さんの口腔に舌を捩ねじ込み、持てる限りの技ぎ巧こうを尽つくして蹂じゆう躙りんしてやった。

　キスの合間、いつもの癖くせでさりげなく足で将哉さんの股こ間かんに触ふれてみると、酔っているくせにしっかりと反応を示していた。

　俺は将哉さんが自分のキスで感じてくれてることに調子に乗り、さらに口づけを深くしていく。やがて、当初の目的も忘れてキスに夢中になっていった。

「ん……」

　名残なごり惜おしさはあったけれど、少し呼吸が苦しくなってきたため、軽く啄ついばみながら唇を離す。心ここ地ちいい余よ韻いんに浸ひたっていた俺は、酔いの抜けた声で呼びかけられ、はっと我に返った。

「翠、お前……？」

「あ……」

　しまった、調子に乗りすぎた。ただの仕返しのつもりだったのに、途と中ちゆうからすっかりそれを忘れてしまっていた。認識した現実に急激に血の気が引いていく。

　だが、ここで動どう揺ようして見せたら、自分の気持ちがバレてしまう。俺は咄とつ嗟さに秘書をしているときと同じポーカーフェイスを作り、露ろ悪あく的に云った。

「しかけてきたのは将哉さんのほうでしょう？　キス一つでもうこんなにして……ずいぶん溜たまってるみたいですね」

　そう云いって、俺は立てた膝ひざで将哉さんの股間を押し上げる。元々充じゆう分ぶんな体積を持つそこはすっかり張り詰つめており、熱を持って自己主張していた。

　酔っているせいとはいえ、自分なんかに反応してくれると思うと、胸の奥から何か暗くて熱いものが込み上げてくる。

「今日は酔い潰つぶれてしまって、一夜を共にする相手も捕つかまえられませんでしたもんね。僕でよければお相手しましょうか？」

「おい、本気なのか……？」

　啞あ然ぜんとしている将哉さんに、俺は努めて淡たん々たんと告げる。内心では否定してくれと切に願いながら。

「本気ですよ。僕なんか相手に反応するくらいの欲求不満な状態で、変な女に手を出されて悪い噂うわさが流れても困りますし。体調管理も秘書の仕事ですから」

　何でもないことのようにそう云うと、一いつ瞬しゆんの間のあと将哉さんは酷ひどく挑ちよう発はつ的に笑った。

「……体調管理、ね。まぁ、キスに慣れていることはわかったが、男相手にできるのか？　お前が」

　できやしないだろうと云わんばかりの口調で返されて、俺は自分の負けず嫌ぎらいな性格に火がついたのを感じた。

「さぁ？　それは試してみていただいたほうがいいのではないですか？」

「───…なら、やってもらおうか」

「わかりました」

　俺は自棄やけになって自分のスーツのジャケットを脱ぬぎ捨すててネクタイを乱暴に引き抜くと、将哉さんをベッドに押し倒した。次いで、将哉さんのウエストを緩ゆるめにかかる。

　ベルトを外してくつろげた部分の布地をかき分けていると、将哉さんはようやく慌て出した。

「おい、翠!?　お前…っ」

　上半身を起こして俺の行動を制止してきたけれど、ここまできて「冗じよう談だんです」ですむわけはない。どうせあとで気まずくなるくらいなら、いけるところまでいってしまったほうがいい。

　それに何をしてもどうせこの人は、酔った日のことなど、翌日になれば全すべて忘れてしまうのだ───。

「黙だまってて下さい。目を瞑つぶっていれば、すぐに終わります」

「翠、お前何考えてるんだ！」

「だから、ただの体調管理ですよ」

　俺は下着の中から取り出したものに唇を寄せ、芯しんを持ち始めていたそれに躊躇ためらいもなく舌を這はわせる。口こう淫いんなら男でも女でもやることに変わりはないし、暗いままならそこまで違い和わ感かんはないはずだ。

　普ふ段だんは進んでやる行こう為いではないのだが、相手が将哉さんだと思えば抵てい抗こう感は微み塵じんもない。

　まだ硬かたくなりきっていないそれを指で扱しごきながら、先せん端たんを口に含ふくむ。唾だ液えきを絡からめるように舐なめしゃぶると、将哉さんの息を吞のむ気配がした。

「……っ」

　どうやら将哉さんは感じてくれているようで、手の中のそれはどんどん硬く張り詰めていき、先端の窪くぼみには体液が浮うき始めている。

　小さく零こぼれる吐と息いきに、俺の体も熱くなっていった。だけど、いまは自分の欲望などどうでもいい。俺は体の奥に生まれた疼うずきに気づかぬふりをしながら、丹たん念ねんに舌を動かした。

「ん……んく……」

　溢あふれてきた唾液を塗ぬりつけるように舌を動かし、時折先端を強く吸う。ドクドクと脈打つ昂たかぶりを歯が当たらないよう窄すぼめた唇の裏で擦こすりながら、喉のどの奥ぎりぎりまで飲み込んでいった。

「翠……もう離はなせ……」

　何かを堪こらえているような声でそう云われた俺は、言葉に逆らうように愛あい撫ぶに熱を込める。離せと云っているということは限界が近いということだろう。

　どうせなら、自分の手でイカせたい。額を押され、力ずくで引き剝はがされそうになったけれど、渾こん身しんの力で抵抗した。弾はずみで根本を強く握にぎった瞬しゆん間かん、喉の奥に熱い粘ねばったものが叩たたきつけられた。

「ん、んんっ」

　咳せき込みそうになるのを我が慢まんし、口こう腔こうで受け止めたものを全て飲み下す。濡ぬれた唇くちびるを舌で舐め拭ってから顔を上げると、将哉さんは無言のまま俯うつむいていた。

　怒おこらせてしまっただろうかと後こう悔かいしかけたけれど、いまさら謝ってもさらに気まずくなるだけだ。俺は将哉さんの下衣を直しながら、わざとさばけた口調で告げた。

「ずいぶん、溜まってたみたいですね。禁欲生活は精神衛生上にもよくないですよ。たまには気分転てん換かんなさったらどうですか？」

　忘れられない人がいたとしても───その言葉だけは口には出さずに飲み込んだ。

　アルコールはまだ抜ぬけきっていないだろうし、やることもやったのだから、横にしてしまえば眠ねむってくれるだろう。そして、明日の朝には何もかも忘れているはずだ。

　そう思ってベッドから降りようとしたけれど、何故なぜか将哉さんは俺を引き止めてきた。

「どこへ行く？」

「え、どこってスーツをハンガーにかけないと……」

「そんなのあとでいい。相手、してくれるんだろう？　責任持って最後までつき合えよ」

「ま、将哉さん？」

　両りよう腕うでを摑つかまれ、至近距きよ離りで見つめられる。将哉さんの瞳ひとみは暗くら闇やみの中で獣けもののようにぎらぎらとしていた。

　その迫はく力りよくに吞まれているうちに再びベッドに組み敷しかれ、体重で下か肢しを押さえ込まれる。

「ちょっ、待っ、待って下さい！　本気なんですか!?」

「さっきそう云ったのはお前だろう」

「そう、ですけど───」

　将哉さんは自分のベストとシャツを脱ぎ去ると、続いて俺の着衣に手をかけてきた。その手つきは乱暴で、ボタンがいくつか弾はじけ飛んでいく。

「あの、将哉さん!?　ん……っ」

　悪わる酔よいしているのだろうか？　理性がある状態だとは、到とう底てい思えない。

　剝むき出しの首に嚙かみつかれ、ぞくりと背筋がおののいた。将哉さんは嚙みついた場所を唇で探り、大きな手の平で体を撫なで回してくる。

「や、ぁ、ウソ……っ」

「何が噓うそなんだ？」

「んんっ」

　信じられない気持ちでいると、首筋を舐め上げられ耳じ殻かくをなぞられた。耳に触れる温かな吐息と啄ついばんでくる小さな音が生々しく、動どう揺ようを隠かくせない。

　将哉さんは何を考えているんだろう？　むしろ、何も考えておらず、男の本能に突つき動かされているだけなのだろうか？

「待っ…将哉さん、あ、ん……っ」

「あんなに煽あおっておいて待ったはないだろう。お前だってかなり溜まってそうじゃないか」

「あ……ッ」

　ずきずきと疼いていた股こ間かんをぎゅっと摑まれ、背中が撓しなる。何度か揉もみしだかれただけで、あっという間に血液が集まり痛いほどに張り詰めた。

「ひぁ…っ、や、やだ、あ…っ」

　将哉さんは硬くなったそこばかりを刺し激げきしてくる。布地越ごしに撫でさすられ、否いや応おうなく感じてしまう。指の動きばかり意識しているうちに先端が潤うるみ、下着が濡れる嫌いやな感かん触しよくがする。

「すごいな。ちょっと弄いじっただけでガチガチじゃないか」

「……っ」

　触ふれられる前から欲情していた浅ましい自分を知られてしまったことに、胸が痛む。ごまかす術すべも見つからず、俺はいたたまれなさに唇を嚙みしめた。

「唇を嚙むな。お前の悪い癖くせだ」

　俺の両親は厳格で、感情を表に出すのははしたないことだと教えられて育ってきた。悲しみや怒いかり、悔くやしさを堪えるときはよく唇を嚙んで耐たえてきた。だが、将哉さんは俺に我慢しなくていいと云いってくれた。

　感情を律する方法は大人おとなになれば自おのずと身につくから、と。その癖はだんだんと治っていったけれど、無意識に出てしまうときがある。理性が飛びかけている状態では、とくにその傾けい向こうが強くなってしまうようだ。

「切れたらどうする」

「ん、ぁ…ん……」

　柔やわらかく口づけられ、歯を立てた場所をなぞられているうちに強こわ張ばりが解けていく。薄うすく開いた隙すき間まから舌を差し込まれ、やんわりと口腔を探られた。

　舌を搦からめ捕られ、四し肢しが甘く痺しびれる。吸い上げられているうちに舌はじんじんと痺れて感覚がなくなっていく。

　濃のう厚こうなキスをしている間も、将哉さんの手は俺の体をまさぐっていた。

「ん…んぅ、ふっ……」

　腰こしが細い自覚はある。だが、その部分の肉づきが悪いぶん、脇わき腹ばらや胸も柔らかさは少しもない。なのに、将哉さんは気に留とめる様子もなく執しつ拗ように撫で回してきた。

　違和感を覚えないのだろうかと危き惧ぐしたそのとき、敏びん感かんな胸の先を指先に捕らえられた。

「ン、んん、んっ」

　将哉さんはその小さな粒つぶを指の間で捏こね回し、刺激されて硬くなってくると今度は指の腹で押し潰つぶす。その繰くり返しで生まれる甘い痺れは体の奥に溜たまっていった。

　ちゅ、と濡れた音を立てて唇が離れていく。熱っぽい吐息を零すと、将哉さんは小さく笑って云った。

「もう観念したのか？」

「……ッ」

　いつの間にか動揺していたことも忘れてしまっていた。将哉さんは云い訳をしようとした俺の唇を軽く啄んだあと、気づかぬうちに緩ゆるめられていたウエストから手を差し込んでくる。

　そして、尻しりから腿ももにかけてのラインを撫でるようにして、下着を押し下げてきた。

「ま、将哉さん……！」

「何？」

「き…気持ち悪くないんですか？」

　反り返った自身を握り込まれ、思わずそんなふうに訊きいてしまった。同性の昂ぶった性器を触さわることに、何の抵抗もないなんて信じられない。

「おかしなことを訊くんだな。自分は俺のこれを舐めてたくせに」

「だってあれは……！」

　それなりに慣れていたからだということと、好きな人のものだったからだ。だが、そんなことを酔よっぱらいが相手だとしても云えるわけはない。

　声を詰つまらせていると、将哉さんは手にした俺の昂たかぶりを弄り始めた。

「さっきのお返しにイカせてやる。このままじゃ辛つらいだろう？」

「そんなこと───あ…っ、ぁ、あ……！」

　敏感な器官に絡からみついた指が上下する。将哉さんは先せん端たんから溢あふれ出てきた体液を指で掬すくい、全体に塗ぬりつけてきた。

　ぬるぬるとしたそれが潤じゆん滑かつ剤ざいの役目を果たし、指の動きを滑なめらかにする。やがて聞こえてきたくちゅくちゅという濡れた音に、羞しゆう恥ち心しんを煽り立てられた。

　だが、恥はずかしさよりも快感を追いたいという意識のほうが強く、将哉さんの手を外そうとしていた自分の手には少しも力が入らない。

「やめ…っあ、ん…っ、んん……っ」

　巧たくみに追い立てられ、あっという間に息が上がる。感じている顔を見られたくなくて将哉さんの肩かたに額を擦こすりつけるようにしたら、髪かみにキスを落とされた。そのくすぐったさにぎゅっと目を瞑つぶると、今度は目ま蓋ぶたに柔らかな感触がする。そして、また唇を奪うばわれた。

「ん、ぁ…ん、ふっ……」

　あまりの気持ちよさに、僅わずかに残っていた理性も消えかかる。

　俺はずっとこの人に抱だかれたいと思っていた。初めての相手は同じ年とし頃ごろの年上の男。抱かれている間中ずっと目を瞑り、心の中でその名を呼び続けていた。

　将哉さんはどうせ明日になれば全すべて忘れてしまうんだ。素す直なおに行こう為いを楽しんでしまっても問題ないじゃないか───そう、もう一人の自分が囁ささやいてくる。

　だけど、物事には限度ってものがあるだろう。忘れてしまうからといって、何をしてもいいというわけではないはずだ。将哉さんの欲望に火をつけてしまったのは俺だけど、このまま身を任せていて本当にいいんだろうか？

　頭の中で自問自答を繰り返していたら、ぐりっと先端の窪くぼみを指先で抉えぐられた。

「あっ、あ、あ、んー…っ」

　その瞬しゆん間かん、頭の中が真っ白になり、気がついたら欲望を爆はぜさせてしまっていた。将哉さんの手と腹部が俺の吐はき出したもので汚よごれている。

　将哉さんに謝って、すぐに白はく濁だくの散った部分を拭ふき清めなければと思うのに、絶頂の余よ韻いんで体が動かない。普ふ段だんは一度イカされたくらいでこんなに疲ひ弊へいすることはないのに、今日はどうしたんだろう。

　云うことを聞かない自分の体をもどかしく思いながらぐったりとしていると、体を裏返されて腰を引き上げられた。

「ん……？」

　頭も体もろくに動かず、されるがままになっていた俺は、あらぬ場所に触れた生暖かく濡ぬれた感触にぎょっとした。

「なっ、何して───や、あ、んんっ、んー…っ」

　すぐに言葉が紡つむげなくなり、せめて声が出ないよう柔らかな枕まくらに顔を埋うずめる。男同士の行為で使うその場所を直接舐なめられたことがないわけではない。だが、まさか将哉さんがそんなことをしてくるとは思わなかった。

「んぅ、ン、んん、ん」

　将哉さんは硬かたく閉とざしたそこを溶とかそうとするかのように、丹たん念ねんに舐めてくる。嫌けん悪お感はないのかと問いたかったけれど、いまは際きわどい感覚をやり過ごすだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「ぅ、ん……ンっ」

　ひくつき始めた窄つぼまりの中に、指先を埋め込まれる。浅い抜ぬき差しを繰り返すそれを無意識に締しめつけると、中で指をぐるりと円を描えがくように動かされた。

「ぁん、んん、んぅ……っ」

　将哉さんは指で押し開いたそこに舌を捩ねじ込み、中に唾だ液えきを送り込んでくる。舐めて潤うるおしたそこをさらに深く指で穿うがち、大だい胆たんに搔かき回してきた。

　枕の端はしを握にぎりしめていささか乱暴な指ゆび遣づかいに耐えていると、将哉さんの指がとくに感じやすい場所を刺激した。

「ひぁ…っ」

「ここか？」

　俺が大きく体を震ふるわせて反応したのを見てか、将哉さんは同じところばかりを責めてくる。

「そこや、あっ、や…ぁ、あ…っ」

「可愛かわいい声出して。そんなにいいのか？」

「あぅ、あっ、ダメ、ぁあっ」

　将哉さんはそこばかりをぐりぐりとしつこく弄いじってくる。俺は電流のように体の中心を駆かけ抜けていく快感に、声を堪こらえることも忘れてダメだと繰り返した。

　もう限界だと思ったそのとき、ずるりと指が引き抜かれた。急に放り出された状態に、内ない壁へきがいやらしくひくつく。喪そう失しつ感かんに戸と惑まどっていたら、すぐに熱くて硬いものが宛あてがわれた。

「……あ……」

　それが何なのかわからないほど初心うぶではないが、この期ごに及およんでもまだ信じられない。呆ぼう然ぜんとしていると、後ろからぐっと硬い切っ先が埋め込まれた。

「う…ん…んん……」

　口に頰ほお張ばるのも苦しかった大きさのものが、いま自分の中に入ろうとしてきているのだと思うと、それだけで体が一層熱くなっていく。

「さすがにキツいな」

「平気、です……。そのまま…入れて、下さい……」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「このままのが辛い……から、早く……っ」

　この状態で引き抜かれては、生殺しのようなものだ。そうなるくらいなら、痛みを伴ともなうとしてもいますぐに貫つらぬいて欲しい。

「わかった」

「ん、ん…う……」

　将哉さんは俺を気き遣づかってか、ゆっくりと腰こしを進めてくる。じりじりと内壁を拡げられていく圧あつ迫ぱく感かんはかなりのものだったけれど、耐たえきれないほどではない。むしろ、その労いたわりがもどかしかった。

「熱…い……」

「苦しくはないか？」

　俺は問いかけにかぶりを振ふり、か細い声でもう一度「早く」とねだった。

　時間をかけて入り込んできた昂ぶりは限界まで俺の中を押し開き、密着した部分からは激しい脈動が伝わってくる。俺はもう待ちきれず、自分から腰を動かした。

「あ、んっ、ん……っ」

「そんなにこれが欲しかったのか？」

「あぅ…っ、あっ…は、んん…っ」

　小さな笑い声と共にずん、と奥を突つき上げられて、背中が撓しなる。

　突き上げはやがて律動へと変わり、俺の中を荒あら々あらしく搔き回してきた。擦すれ合う粘ねん膜まくは摩ま擦さつでどんどん熱くなっていく。

「あ、あっ、それいい……っ、もっと…して……っ」

「気持ちいいのか？」

「いい…っ、すご…気持ちい……あ、んっ」

　将哉さんは俺がいいという場所ばかり突いてくれる。内壁を抉るような動きが気持ちよくてたまらない。荒々しい律動に合わせるかのように、一層高い声が零こぼれ落ちた。

「あっ、あ、ぁん…っ」

　繰くり返される抜き差しに全身が火ほ照てっていく。時折、角度を変えて穿たれると、喉のどから上がる嬌きよう声せいに甘さが増した。

　どっと噴ふき出してきた汗あせをシャツが吸い、湿しめった布地が肌はだに纏まとわりつく。そんなもどかしい感覚も、俺の神経を尖とがらせていった。

　強きよう烈れつな快感に攫さらわれてしまいそうな意識を留とどめておくため、枕の端を握る手にさらに力を込める。それでも、膨ふくれ上がった欲望は自分の手に負えないくらい大きくなっていた。

「も、いく、出ちゃ……っ」

「いくらでも出せよ。何度だってイカせてやる」

「ぁあっ、はっ…あ───」　>>>♥

　勢いよく深い場所を穿たれた瞬間、目の前がチカチカとハレーションを起こした。びくびくと下腹部が震え、ベッドカバーに白濁が飛び散る。

　射精感に甘く震える体を、将哉さんはさらに激しく責め立てる。激しい腰こし遣づかいのあと俺の中の怒ど張ちようが大きく脈打ったかと思うと、体の奥に熱いものが叩たたきつけられた。

「……っ」

　息を吞のむ気配がしたあと、将哉さんは強こわ張ばっていた体を弛し緩かんさせる。そして、ゆっくりとした動作で腰を離はなす。

「や、まだ抜かないで……っ」

「誰も終わりだなんて云いってないだろう？」

「ん……っ」

　散々に搔き回されて蕩とろけきった体内から屹きつ立りつをずるりと引き抜かれると、注ぎ込まれた白濁が中から零れて出てきてしまった。

　俺は内うち腿ももを生暖かい液体が伝う感かん触しよくにおののき、圧あつ倒とう的な存在感がなくなった喪失感に打ち震える。

「少し我が慢まんしてろ」

　将哉さんはそう云うと、俺の体を反転させて足に絡からみついていた下着やスラックスを忙せわしく取り去った。そして、何も覆おおうもののなくなった下か肢しを押し開き、再び深々と穿ってくる。

「あ…あぁ、あ……───んく、んんん」

　嚙かみつくように口づけられ、喘あえぐ唇くちびるを塞ふさがれた。舌を搦からめ捕とられながらガクガクと揺ゆさぶられているうちに、すぐに快感の波に溺おぼれていく。

「ンぅ、将哉さ……んんっ」

　俺は手を伸のばして、将哉さんの首にしがみつく。自分からもキスを求め、深みへとはまっていった。

　もう、後先なんて考えられない。

　いまはただ、将哉さんの体温だけを感じていたい───霞かすみかけた俺の頭の中にあるのはそれだけだった。










「……つっ……」

　寝ね返がえりを打った途と端たん、腰に鈍にぶい痛みを感じた。その途端、泥どろのような眠ねむりから覚かく醒せいする。全身を包む倦けん怠たい感に再度眠りにつこうとして、全すべてを思い出した。

　この部屋に来た経緯いきさつ、不意打ちの口づけ、そして、その口づけに理性が吹き飛んだ結果の行こう為い───。

「……どうしよう……」

　自分のしでかしたことに、血の気が引いていく。

　俺は何てことをしてしまったんだろう……。

　昨日はそれなりに冷静なつもりではいたけれど、実際はアルコールで思考回路が麻ま痺ひしていたに違ちがいない。

　だけど、いますぐ死んでしまいたいくらい後こう悔かいしているのに、将哉さんに抱だいてもらえたことを嬉うれしく思っているこの気持ちはごまかしようがなかった。

　そんな自分の罪深さにため息すら出てこない。

「……そうだ」

　こんなところで落ち込んでいる場合じゃない。

　どうせ将哉さんは酔よった日のことを翌日になれば、すっかり忘れてしまうのだ。俺に甘えてきたことも、服を脱ぬがせろとせがんだことも、全部翌日になれば忘れてしまっている。

　だからバレないように、いまのうちに全部片づけてしまおう。万が一にでも将哉さんが思い出してしまわないように、昨夜の痕こん跡せきは残らず消してしまえばいいのだ。

「よし……」

　意を決してベッドを降り、横に落ちていた服を身に着けようとしたけれど、ワイシャツは汗などの体液でぐしゃぐしゃになってしまっていた。

　仕方なく、俺は将哉さんのクローゼットからシャツを一枚借りる。今度来たときにこっそり返しておけばバレないだろう。

　着き替がえを終えてワイシャツと同じく見るも無む惨ざんな状態になったベッドカバーは同じ色のものと取り換かえ、将哉さんのスーツはクリーニングに出しておけばいい。

　気づかれて不ふ審しんがられたら、介かい抱ほうしているときに飲み物を零してしまったと云えばいい。普ふ段だんからよく裸はだかで寝ねているから、何も身に着けていなくても自分で脱いだと思うだろう。

　俺は自分にそう云い聞かせ、将哉さんを起こさないよう細心の注意を払はらいながら証しよう拠こ隠いん滅めつの作業を続けた。

「……ん……」

「……っ！」

　起こしてしまったかと動どう揺ようしたけれど、寝ね言ごとのようなものだったらしい。息を詰つめて様子を窺うかがうと、将哉さんは目覚める気配はなく規則正しい寝息を立てていた。

　寝ているときまで、人を動揺させないで欲しい。

　俺はほっと胸を撫なで下ろし、ベッドのサイドボードに置いてある眼鏡めがねを取り上げた。

　度が入っているわけではないけれど、これがあるだけで少し気持ちが落ち着く。秘書をしているときの冷静な自分を取り戻もどせるような気がするのだ。

　目覚めたときには全部忘れてくれていますように───心の底からそう祈いのりながら足音を立てないように寝しん室しつをあとにし、俺はそそくさと逃にげ帰った。







　　　　２




　一度自宅へ戻って身支度を整えてから、会社へと向かった。疲つかれと寝ね不ぶ足そくのせいで顔色はあまりよくないけれど、眼鏡をかけていればごまかせるだろう。

　役員室直行のエレベーターを降りて腕うで時ど計けいを確かく認にんしたら、普段よりも八分遅おそかった。始業時間まではまだまだあるが、多た忙ぼうな将哉さんについて出かけることも多いので、いつもは一時間は早く出社するようにしているのだ。

　週明けで仕事が溜たまっているのに失敗した。今日はゆっくりコーヒーを飲んでいる時間はなさそうだ。

　深呼吸を一つして表情を引き締しめてから秘書室に入ろうとすると、部屋の中から女子社員の話し声が聞こえてきた。

「ねえ、先せん輩ぱい聞きました？　社長、またお見合い断ったんですって」

「聞いたわよ。相談役がせっせと持ってくる縁えん談だん、片かたっ端ぱしから蹴けってるみたいね。もうそろそろ身を固めてもいいお歳だと思うんだけど」

　会話の内容に、ドアノブにかけようとしていた手を引っ込める。中にいるのは今年入社したばかりでまだ見習いの立場である上うえ村むらとベテランで彼女の教育係をしている沼ぬま田たのようだ。

　どうやら二人は、将哉さんの話をしているようだ。先日、祖父から持ちかけられた見合いを写真を見ることもなく断ったことがもう社内で噂うわさになっているらしい。

　どうして、女子社員は噂話が好きなのだろうか？

　とくにいま話しかけられたほうの沼田は、俺が入社するよりもずいぶん前から秘書をしているため、高篠グループの噂話に詳くわしかったりする。しかも、俺の教育係を務めてくれたのも彼女だ。願わくは、余計な情報を上村に吹ふき込まないでくれればいいのだが……。

「社長はどうして結けつ婚こんなさらないんですか？」

「あなたがウチに入る前に婚約してたんだけどね……。でも、花はな嫁よめが結婚式当日に逃げちゃったのよ」

「えええっ、何でですか!?　社長、あんなにカッコいいのに！　お金もあるのに！」

　女の子にとって、結婚相手には財力は必ひつ須すなのだろうか？　俺なら好きな人と結婚できるなら、それだけで充じゆう分ぶん幸せなのに。それとも、そう思うのは自分が好きな人と絶対に結婚できない立場にあるせいなのか。

「どうも、つき合ってる人がいたみたいなの。でも……あれ以来、社長の浮ういた噂一つ聞きかないわねぇ」

「そんなにその婚約者の方が忘れられないんですね……」

　何気ない上村の言葉が、ぐさりと胸に突つき刺ささる。

　無関係の人間から見ても、そう思えるようだ。弟として姉を想おもってくれていることは嬉しいけれど、一方的な想いを寄せている立場からすると複雑だ。

　振ふり向いて欲しいなんて思わない。だが、将哉さんが報むくわれることのない気持ちを抱き続けて胸を痛めているとしたら、切なすぎる。

「そうかもしれないわね。その婚約者って、榛名くんのお姉さんなのよ」

「それ本当ですか!?」

　上村の声は驚おどろきに裏返る。好こう奇き心しん剝むき出しの口調からすると、きっと身を乗り出して聞いているに違いない。

　将哉さんの結婚が破談になったことは古い社員なら誰でも知っていることだが、面おも白しろおかしく話されるのは不本意だ。このまま余計な話をされても困る。会話が途と切ぎれるタイミングを見計らって、姿を見せたほうが賢けん明めいだろう。

「そんな噓うそついてどうするのよ。だから、社長の前では結婚とかお見合いとか、そういう話は出さないようにしてね」

「気をつけます……。あ、でも、榛名さん、一見地味だけど意外と美形ですもんね。榛名さんのお姉さんなら、きっと綺き麗れいだったんでしょうね」

　余計なお世話だとツッコミを入れたくなったけれど、ぐっと我が慢まんした。それに、上村が云いうように、姉の茜は弟の俺が自じ慢まんしたくなるほどの美人で、とても優やさしい人で俺は大好きだった。

　そんな姉だからこそ、将哉さんとの婚約も素す直なおに喜ぶことができ、心から祝福することができたのだ。

　聡そう明めいだった姉のことだ、駆かけ落ちには何か深い理由があるのだろうが、その真相は俺にはいまでもわからない。

「そうね、いかにも大和やまと撫子なでしこって感じの清せい楚そな美人で、駆け落ちなんてしそうになかったわ」

「沼田さん、お会いになったことあるんですか？」

「ええ、会長がまだ社長だった頃ころに、ご一いつ緒しよにパーティーにいらしたりしてたから。その頃は榛名くんも似合わない眼鏡なんてかけてなくて、いかにも美少年って感じだったのよ」

「えー、見てみたかったなぁ！　榛名さん、何であんなダサい眼鏡かけてるんだろう、もったいない」

　それこそ、余計なお世話だ。この眼鏡も前まえ髪がみも、素顔を隠かくすためのものに決まってるだろう。

　姉ほどではないけれど、人並み以上に顔立ちが整っていることは自覚している。この顔を晒さらして歩いて無む駄だな注目を集めるのも鬱うつ陶とうしいし、年上の社員に優やさ男おとこ扱あつかいされるのも業腹だ。

　それに眼鏡のレンズを一枚隔へだてるだけで、気分的にポーカーフェイスを作りやすい。将哉さんの前で自分の気持ちがバレないようにするためのアイテムでもあるのだ。

「同期の子に榛名さんの話をしても、地味すぎてよく覚えてないって云うんですよ！」

「それはそうよ。あの社長の隣となりにいたら、誰だって目がいかないでしょ」

「たしかに……。でも、榛名さんも美形なのになぁ！」

　いい加減、俺の話から離はなれてもらいたい。しかし、いくら待っても話が終わる気配も見えないため、俺は中の二人に気配が伝わるよう、廊ろう下かを少し戻ってわざと物音を立てて歩いた。

　不自然にならない程度に軽く咳せき払ばらいをしてから秘書室のドアを開けると、二人はぴたりと口を噤つぐみ、いままで噂話をしていたとはおくびにも出さず微笑ほほえんだ。

「おはようございます」

　この変わり身の早さはさすがだ。見習うべき特とく殊しゆ技能だと思う。だが、腹の虫が治まりきらなかった俺は、余計な言葉をつけ足してしまう。

「おはようございます。上村さん、お茶のストックは補ほ充じゆうしてくれましたか？」

　先週、頼たのんでおいたことを確認する。金曜日の退社前に確認したときは空になりかけのままだったので、きっと忘れていることだろう。

　いつもならこんな些さ細さいなミスを見つけたら自分で処理してしまうのだが、今日はつい小こ舅じゆうとのように指し摘てきしてしまった。

「あっ、すみません！　いますぐ手配します！」

　上村は俺の言葉に、笑え顔がおを消した。どうも彼女は忘れっぽい性格らしく、雑務が疎おろそかになりがちだ。明るく裏表がないところは好ましいが、秘書に向いているかどうかはわからない。

「本日いらっしゃる森田様はコーヒーが苦手な方なので、できたら玉ぎよく露ろをお出しして欲しいんですが」

「森田様のお好きな銘めい柄がらなら、業者に頼むより買いに行ったほうが早いわ。日本茶の専門店が十時に開くから、お使いに行ってくれる？　電話を入れておけば少し早めに開けてくれるから。そうそう、一緒にお出しするお菓か子しも買ってきてね」

　俺の言葉を引き取って、沼田が細かな指示をしてくれる。

「はい！」

「これからはこういうことがないようにね」

「申し訳ありませんでした。以後気をつけますっ」

　上村は深々と頭を下げ、自分の席へと慌あわてて戻もどっていった。きっともう、俺の噂話をしていたことなんて、頭には残っていないだろう。

　少しだけ溜りゆう飲いんが下がった気持ちでいると、沼田が小声で話しかけてきた。

「珍めずらしいわね、榛名くんがああいうこと云うなんて。本当は今日のぶんくらいの茶葉は残ってるんでしょう？」

　思わせぶりな笑みを向けてくる沼田に、笑みで返す。多分、俺の耳にさっきの会話が聞こえていたことに気づいているのだろう。

「すみません、つい」

「こっちこそごめんなさいね、ちょっと口が滑すべりすぎたわ。でも、その眼鏡めがねが似合わないっていうのは本当よ？」

　悪びれた様子もなく云われ、思わず苦く笑しようが漏もれてしまう。口が滑ったとは云っても、さっきしていたような話は、重役づきの秘書になるのなら把は握あくしておいたほうがいい内容だ。何も知らずにいれば、重要な場面で失言することだってある。

　過去の俺の話は、本当に蛇だ足そくにしかなりえないけれど。

「ご忠告はありがたいですが、似合っていないのは承知してますから。それより、今日のスケジュールに変へん更こう点はありますか？」

「いまのところ、予定通りよ。予定外だったのは、榛名くんが出社する時間がいつもより遅おそかったことくらいかしら？　遅ち刻こくではないけれど、社長の出で迎むかえには遅おくれないようにね」

「承知してます」

　沼田たちが話していて秘書室に入れなかった時間もロスすることになったのだが、文句を云っても始まらない。

　俺は自分のデスクにつくとすぐにパソコンを立ち上げ、まずはメールのチェックにかかった。うんざりするほどのメールを仕分け、急を要するものから目を通していく。

　デスクに溜たまっていた書類を整理したり、一日のスケジュールの確認をしたりしているうちに将哉さんが出社する時間が来てしまった。

「……仕方ない」

　とりあえず作業を一いつ旦たん中断し、社長室を一通り確認してから、手帳を片手に将哉さんを出迎えに地下駐ちゆう車しや場じように降りていった。

　エレベーターの階数の数字が下がっていくに従って、徐じよ々じよに緊きん張ちようしてくる。仕事をしている間は頭から追いやることができたけれど、昨晩のことを思い返すといますぐにでも逃にげ出したい気持ちになった。

　忘れてくれていますように───何度も何度も胸の中でそう唱える。握にぎった手の平は緊張に汗あせばんでいた。

　必死に気持ちを落ち着けていると、入り口のほうからエンジン音が聞こえてきた。はっと顔を上げると、将哉さんの自家用車が滑り込んでくるところだった。

　いつもの場所に停車した車に早足で駆け寄り、涼すずしい顔で運転席側のドアを開ける。内心では緊張しきっていたけれど、何とか平静を装って将哉さんを出迎えることができた。

「おはようございます、社長」

　長い足を下ろし、車から出てきた将哉さんは普ふ段だん通り朗ほがらかに微笑みかけてくる。

「おはよう、翠。今日もいい天気だな」

「そうですね」

　あまりにいつも通りの反応に拍ひよう子し抜ぬけしつつ、俺が願っていた通り昨日のことは覚えていないのだろうとほっとする。

「本日の予定ですが、十時から会議がありますので、それまでに書類に目を通していただきます。十二時からＫ社の広田様と会食、十四時から───」

　社長室に向かいながら今日一日のスケジュールを確認していく。エレベーターに乗り込み、一通り夜までの予定を浚さらい終えたところで、将哉さんが問いかけてきた。

「夜は何の予定も入ってないよな？」

「え、ええ。二十時以降は何も入れていません」

　祖父の誕生日会の翌日で疲つかれているだろうからと、スケジュールに余よ裕ゆうを持たせておいたのだ。といっても定時に帰れるわけではないのだが、朝から晩までびっしり埋うまっているいつもの月曜日に比べたら楽だろう。

「できたら食事のセッティングを頼みたいんだがかまわないか？　プライベートなものなんだが、相手はとても大事な人なんだ」

「……かまいませんが」

　わざわざプライベートで大事な相手ということは、相手は妙みよう齢れいの女性だろうか？

　ツキン、と胸が痛んだけれど、そんな気持ちを押し隠かくしながら訊きき返す。

「どんな店がよろしいですか？　それとお相手は何人でしょうか？」

「お前に任せるから、好きなところを選んでくれ。人数は俺を含ふくめて二人だ」

「かしこまりました」

　俺は表情を変えることなく承しよう諾だくしたけれど、心の中では納なつ得とくしきれていなかった。プライベートで、しかも大事な相手だというのに俺に全すべてを任せて本当にいいんだろうか？

　覚えていないとはいえ、あんなことのあった翌日に他ほかの女との仲を取り持つことになるなんて……。もしかしたら、酔よった将哉さんにつけ込んだことへの代だい償しようなのかもしれない。

「昨日は悪かったな。翠が俺を家まで運んでくれたんだろう？　祖父じい様から携けい帯たいにメッセージが入ってたよ。お前にも謝っておいてくれってな」

「……いえ、別に大したことは」

　不意に昨日の話を出され、心臓が大きく跳はねる。動どう揺ようが顔に出ないよう努めながら、何とか言葉を返すことができた。

「スーツはクリーニングに出してくれたのか？」

「はい、いつもの業者に今朝預けてきました。後日、お届けに上がります」

「何から何まですまないな。翠がいてくれて助かるよ」

　ありがとうと微笑みかけられ、俺の心臓はばくばくと暴走する。感情が表に出ないよう自分に云いい聞かせながら口を開いたら、やけに素そっ気ない口調になってしまった。

「仕事ですから」

　これでは、むしろ失礼に当たる気がする。何かフォローを入れるべきかと悩なやんでいるうちに、エレベーターが役員フロアに着いてしまった。

　突つき当たりの社長室に向かって歩いていると、沼田が部屋の前で申し訳なさそうな顔をして待っていた。

「おはようございます、社長」

「おはよう。何かあったみたいだな」

「いま、専務が社長室でお待ちです。申し訳ありません、お止めしたんですが……」

　少し困った様子で告げてきた沼田に、将哉さんは優やさしく返す。

「かまわん、気にするな。話はすぐに終わるだろうから、十分後にコーヒーを持ってきてくれるか？」

「かしこまりました」

「すまないが、翠は俺と一いつ緒しよに来てくれ。問題はないと思うが、念のために頼たのむ」

「はい」

　とくに問題はないと思うが、俺としても何か裏で企たくらんでいる様子のある叔父おじを将哉さんと二人きりにはしたくない。

　重厚なドアを開けると、当たり前のような顔をして叔父が将哉さんの椅い子すに座っていた。あまりに堂々とした態度で、咎とがめることもできない。

「おはよう、将哉。今日は休みかと思っていたが、体は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　その言葉とはうらはらに、心配しているような云い方ではない。むしろ、来ないほうがよかったとでも云いたげだ。

「おはようございます、叔父さん。昨日はお恥はずかしいところをお見せして申し訳ありませんでした」

「あのくらいの酒で潰つぶれるなんて、みっともないぞ将哉。少し鍛きたえたらどうだ？　つき合いの席で飲めないなんて云ったら、失礼に当たるからな」

「承知してます。ですが、体質的なものですからなかなか思うようには」

「屁へ理り屈くつばかり達者になったな。年長者の意見は素直に受け取るものだろう？」

「申し訳ありません、不調法で」

　どっちが屁理屈を捏こねているのだと云ってやりたかったけれど、歯を食くい縛しばって我が慢まんする。

　自分があれこれ云われてもどうってことはないが、将哉さんのことを悪く云われるのは腹立たしい。だが、将哉さんは叔父の嫌いやみを気に留とめる様子もなく、かといって反論することもなく表情一つ変えずにやんわりと受け流すだけだ。

　叔父がこうやって将哉さんに敵意を剝むき出しにするのは、自分が社長になるものだと思っていたからだ。

　まだ若すぎる、経験が浅いとしつこく反対していたが、取とり締しまり役やく会では叔父を除く全員が将哉さんの社長就任に賛成したため、苦にが虫むしを嚙かみ潰したような顔で渋しぶ々しぶと承諾していた。

　だが、いまでも社長の椅子を狙ねらっていて、将哉さんを引き摺ずり下ろそうと画策しているようだ。

　彼に関しての問題は、それだけではない。どうやら、度たび々たび会社の金を横領しているようなのだが、本人はバレていないと思っているらしい。

　その件に関しては、将哉さんに命じられて俺が調査をしている。叔父の仕し業わざであることは間ま違ちがいないのだが、彼がやったという確固たる証しよう拠こはまだ摑つかめていないのが現状だ。仕事ではまともな業績を残せていないけれど、悪わる巧だくみのほうでは頭が回るようだ。

「親おや父じが持ってきている見合い話も、写真も見ずに断ってるそうだな。少しは親父の気持ちも考えてやったらどうだ。社長ともあろう立場で独身のままなんてみっともない」

「すみません、まだそういう気持ちになれないものですから」

「翠。だいたい、お前の姉があんなことをしなければ事は丸く収まってたというのに。どうしてちゃんと見張っておかなかったんだ？　誰があんな尻しり軽がるに育てたんだか。いい迷めい惑わくだよ、まったく」

　吐はき捨すてるように告げられた言葉に、不快感が込み上げてくる。姉の駆かけ落ちで大おお騒さわぎにはなったけれど、叔父に直接何かしらの迷惑がかかったわけではない。せいぜい、結けつ婚こん式当日の予定がフイになっただけだ。

　そこまで云われる筋合いはないと口を開きかけた俺を制したのは、将哉さんだった。すっと俺を庇かばうように斜ななめ前に一歩踏ふみ出し、それまでの柔やわらかな口調が噓うそのように厳しい声を出す。　>>>♥

「翠や茜のことを悪く云わないで下さい」

「ふ、ふん、よく自分を捨てた女のことを庇えるな。やっぱり、まだ未練があるのか？」

　態度を変えた将哉さんに、叔父は気け圧おされた様子で口元を引き攣つらせている。それでも悪態をつくのは、怯ひるんだと思われたくないからだろう。

「叔父さん、言葉を選んで発言して下さい。茜はあなたの姪めいなんですよ？」

「何だ？　この私に説教するつもりか!?」

　叔父はデスクを拳こぶしでドンと叩たたき、将哉さんを威い嚇かくしてくる。立場が悪くなると高圧的になるのは昔からで、過去には何人も理り不ふ尽じんな理由で社員が左さ遷せんされたと聞く。

　そういった悪習を将哉さんが次々に一新していったせいで、自分の好きなように振ふる舞まえなくなったことも恨うらみがましく思っているのだろう。

「社長になったからっていい気になっとるようだが───」

　叔父が唾つばを飛ばして声を荒あららげている途と中ちゆう、ドアを控ひかえめにノックする音が聞こえてきた。

　きっと、沼田が頼んでおいたコーヒーを持ってきてくれたのだろう。俺は叔父を一刻も早く退室させるべく、素す早ばやくドアを開いた。

「失礼します。社長、コーヒーをお持ちしました」

「ありがとう、デスクの上に置いてくれるか？」

　叔父の声は外まで聞こえていただろうに、沼田は涼すずしい顔のままコーヒーを将哉さんのデスク───つまり、叔父の前に運んでいく。

　沼田の登場に水を差された形の叔父は、苦虫を嚙み潰したような顔で将哉さんを睨にらみつけた。

「と、とにかく。好き勝手させるために社長にしてやったわけじゃないからな。あまり調子に乗るんじゃないぞ」

「もちろん、心得てます。常にお客様と社員のことを念頭に置いて、仕事をするようにしていますから。経験不足で不勉強な面もあるかと思いますが、今後ともご指導下さい」

　将哉さんの慇いん懃ぎんな口調に叔父は不満そうな表情を浮うかべながら、社長室を出ていった。ドアが乱暴に閉じられ、やっと室内に静けさが訪おとずれる。

　将哉さんは苦笑いを浮かべながら、ようやく空あいた自分の席へと腰こしを下ろした。

「あの人にも困ったものだ。そんなに社長になれなかったのが悔くやしいのかね。そこまで魅み力りよく的な椅子でもないと思うが」

　叔父のああいった行動は初めてのことではない。何かにつけ将哉さんにケチをつけ、その未熟さは自分がフォローしてやってるのだとアピールしてくる。

「昔からブランドものが好きな方でしたから、肩かた書がきもそういった対象なんでしょう」

「そういうもんか？　俺としてはこんな面めん倒どうな仕事、代わってもらえるものなら代わってもらいたいがな」

「社長!?　何をおっしゃってるんですか！」

　意味深な言葉に、つい狼狽うろたえて声を荒らげてしまった。俺が慌あわてていると、将哉さんは楽しげな笑い声を上げる。

「もちろん、その資質がある人間になら、な。申し訳ないが『あれ』じゃダメだ。俺は社員を路頭に迷わせるわけにはいかないからな」

「社長……」

　元々、将哉さんに出世欲はないのだ。一族の中で飛び抜ぬけて優ゆう秀しゆうなため、頭角を現したにすぎない。自分のため、会社のためではなく、社員や客のために働いているという姿勢も俺は好きだった。

「さて、仕事するか。ここにあるぶんは会議までに目を通しておかなくちゃならないんだろう？」

「はい、よろしくお願いします。僕は会議の時間まで隣となりにいますので、何かご用がありましたらお呼び下さい」

「わかった」

「失礼します」

　一礼し、社長室をあとにしようとしたそのとき、将哉さんの携けい帯たい電でん話わが鳴った。

「はい、高篠───どうしたんだ？　そっちから電話くれるなんて珍めずらしいじゃないか」

　さりげなく様子を窺うかがうと、将哉さんの顔が一いつ瞬しゆんにしてビジネス用のものからプライベートなものへと変化した。

「そうか、やっと帰ってこれるんだな。会えるのを楽しみにしてるよ」

　電話の相手と話す様子はやけに親しげで嬉うれしそうだ。

　もしかしたら、いまの電話の相手が今夜の約束の相手なのかもしれない。ため息が出そうになるのを堪こらえ、秘書の顔で社長室をあとにした。










「腹減った……」

　俺はいま秘書室に誰もいないのをいいことに、ぽつりと呟つぶやきを零こぼした。少し汚よごれた眼鏡めがねのレンズをハンカチで拭ふいたあと、疲つかれのたまった目の間を揉もみ解ほぐす。

　眼がん精せい疲ひ労ろうから来る凝こりを訴うつたえる肩かたを回し、ほとんど度の入っていない眼鏡をかけて秘書の顔を作り直した。

　今日一日のスケジュールはつつがなく終えることができた。残る仕事は、会議に出ている将哉さんが戻もどってきたら予約を入れたレストランへ送り届け、彼の車を自宅の駐車場へ戻しておくことだけだ。

　空腹を感じるのは、明日のための準備も終えて気が抜けてしまったからだろう。とりあえずいまは、煮に詰つまって香かおりの飛んだコーヒーで空腹感をごまかしておくしかない。

　コーヒーサーバーに残っていた最後の一杯ぱいに砂糖とミルクを多めに入れて搔かき回していると、ノックもなしに秘書室のドアが開いた。

　会議のサポートについていた沼田が戻ってきたのだろうかと思って振り返ると、そこには意外な人物がいた。

「翠、いまいいか？」

　気持ち悪いほどにこやかに話しかけてこられ、俺は一瞬目を瞠みはる。何か裏がありそうで訝いぶかしく思いはしたけれど、そんな気持ちを押し隠かくしにこやかに返事をした。

「義昭叔父おじさん、もう会議は終わったんですか？」

　どうせいつものように面倒だからとサボったに違ちがいないが、わざとらしく訊きいてみる。

「今日は都合がつかなくて会議には出なかったんだ」

「そうでしたか。それで僕に何かご用ですか？」

「ああ、その、今朝はすまなかったと思ってな。少し云いいすぎたよ」

「いえ、叔父さんも心配して下さってるってことはよくわかってますから」

　わざわざ謝りに来るなんて、いったいどういう風の吹ふき回しだろうか？

　普ふ段だんなら自分に非があることが明白な場面でも、謝罪の言葉など一いつ切さい口にしない人なのに。どう考えても怪あやしすぎる。

「そうか、翠なら私の気持ちをわかってくれると思ってたよ！　さすが、私が目をかけているだけのことはある！」

「ありがとうございます」

　いつ目をかけていたのかと心の中で突つっ込みながら、笑えみは絶たやさない。

　そんな俺の態度に安心したのか、話題はいつものように将哉さんの悪口になっていく。

「それにしても、将哉は相変わらずだな。あんなのの下で働くのは苦労も多いだろう？」

「まだまだ若じやく輩はい者ですから、毎日が勉強です。でも、こうして叔父さんも気にかけて下さるから心強いですよ」

　求められた同意はさらりと受け流し、叔父の思おも惑わくを探さぐるべくお世辞で持ち上げておく。

「お前には期待してるんだ。いつまでも秘書なんかさせておくのはもったいない。将哉には人を見る目というのが欠けておる。だいたい───」

　勢いづいた叔父の話を聞いているふりで右から左に流す。いままでは俺のことなんて将哉さんと一ひと纏まとめで毛け嫌ぎらいしていたくせに、いったい何があったのだろう？

　俺に何かしらの利用価値があると考えているのだろうが、何がきっかけだったのかまではわからない。

「そういえば、麗香がお前のことを気に入ったと云っておったぞ。今度、二人で食事にでも行ったらどうだ？」

　将哉さんへの愚ぐ痴ちだけで終わるかと思ったら、叔父は昨日のパーティーで引き合わせた女の話を振ふってきた。叔父は何とかして俺と彼女を深い仲にさせたいらしい。

「お気持ちは嬉しいですが、当面は仕事が忙いそがしいので……」

「仕事といっても将哉のお守もりばかりだろう？　一日くらいどうとでもなる」

「申し訳ありません、どんな仕事でも中ちゆう途と半はん端ぱに投げ出すわけにはいきませんから」

　あんな女と二人で食事なんて冗じよう談だんじゃない。そんな暇ひまがあるなら、行きずりの男と遊んでいたほうがよっぽどマシだ。

「お前は昔から生き真面目まじめだな。少しはゆとりというものも持ったほうがいい」

「すみません、心がけるようにします」

　俺が殊しゆ勝しような態度で謝ると、叔父はしばらく考える素そ振ぶりを見せたあと、思わせぶりに切り出してきた。

「実はな、お前に話しておきたいことがあるんだが……」

「話しておきたいこと？」

「いや、その話は今度にしよう。今度、一いつ緒しよに酒でも飲もう。たまには差しで飲むのもいいだろう」

「そうですね、機会があったら是ぜ非ひ」

　そんな機会を作るつもりはさらさらないけれど。

「それじゃあ、失礼するよ。仕事の邪じや魔まをして悪かったな」

　叔父はそう云って、秘書室を出ていった。肝かん心じんな部分をはぐらかしていったのは、俺に餌えさを撒まいたつもりなのだろう。

　上じよう機き嫌げんな様子からすると、彼にとって有利な情報でも手に入れたのかもしれない。それが何なのか、探る必要がありそうだ。将哉さんに実害が出る前に、先手を打っておきたい。

　何か思惑がなければ、あんな殊勝なことは云ってこないはずだ。考えごとをしながら、何気なく手にしていたコーヒーを啜すすると、それはすっかり冷めてしまっていた。

　苛いら立だちを覚えながらも、香りも熱も飛んでしまったコーヒーを一息に飲み干していると、秘書室のドアがガチャリと開けられた。

「翠、待たせたな」

「───社長。会議はいかがでしたか？」

「案件が多くて時間がかかったが、概おおむねスムーズに終わったよ」

「そうでしょうね」

　叔父が出ていなかったということは、理り不ふ尽じんな難なん癖くせをつけるものがいなかったということだ。役員として大事な会議をサボるのは褒ほめられた行こう為いではないけれど、彼がいないほうが仕事は速くすむ。

「もしかして、あの人ここに来たのか？」

「少し覗のぞいていきましたよ。やけに機き嫌げんがよかったのが気にかかりましたが……」

「機嫌がいいぶんにはいい。社員に当たられずにすむからな」

　そこまで役に立たないとわかっていても退職に追い込めないのは、やはりウチの会社が一族経営だからだろう。祖父はかなりの遣やり手だったけれど、仕事ばかりでかまえなかった後ろめたさがあるらしく子供には甘いのだ。

「さて、腹も減ったしそろそろ行くか」

「はい、すぐに仕度します」

「喫きつ煙えん室で待ってるから、仕度できたら呼びに来てくれ」

　俺が慌あわただしく退室の確認をしていると、将哉さんと入れ替かわりに沼田が帰ってきた。

「おかえりなさい」

「ただいま……って、社長は食事の予定があるんじゃなかった？　喫煙室に向かっていたみたいだけれど」

「はい、いまからお送りするところなんです」

「そのあと、直帰よね？　最後の確認は私がしておくから早く行きなさい」

「すみません、よろしくお願いします」

　沼田にあとを任せ、喫煙室にいる将哉さんを呼びに行く。ウチは子供向けの玩がん具ぐメーカーということもあって、かなり早い時期に社内は全面禁きん煙えんになった。

　その代わり、各フロアに小さな喫煙室が設置されている。煙草たばこが吸いたければ、どんな立場のものもそこへ行くしかない。

「社長、お待たせしました」

「もう出られるのか？　すまん、これ吸い終わるの待ってくれ」

　将哉さんの指に挟はさまれた煙草は、火をつけられたばかりのようだった。俺はガラス張りの喫煙室のドアを閉め、中で待機する。

「……社長が煙草吸うなんて珍めずらしいですね」

　プライベートで吸っているのは何度か見かけたけれど、会社では珍しい。どうしても吸いたくなるような事案でもあったのだろうか？

「そうだな。今日はいつもより頭使ったから疲つかれたよ」

「でも、会議は上手うまくいったんですよね？」

「まあ、別件が難問でな。いきなり予想外の行動に出てくるから、一から計画の練ねり直しだ」

「何の案件なんですか？」

　いま将哉さんがどんな件に関かかわっているかは、秘書として全て把は握あくしているつもりだ。だが、その中に彼が頭を抱かかえるようなものは一つもない。

「そのうち、お前にもわかるだろ。じゃあ、行くか」

「は、はい」

　将哉さんは俺の肩かたを抱だき、エレベーターホールへと強ごう引いんに進んでいく。

　……答えをはぐらかされてしまった。将哉さんは何か隠かくしている。もしかして、さっき叔父が云っていた『話』とはこのことだったのか？

　下に向かうエレベーターの中でぐるぐると思い悩なやんでいたら、将哉さんが俺の顔を覗き込んできた。

「翠。そういや、さっきは浮うかない顔をしていたようだが、何か悩みごとでもあるのか？」

「いえ、明日のスケジュールについて考えていただけですからご心配なく」

「そうか？　気になることがあったら、どんな些さ細さいなことでも俺に相談しろよ。お前は昔から一人で抱え込みすぎる」

「……はい、ありがとうございます」

　優やさしさが胸に滲しみる。分け隔へだてのない厚意だとわかっていても、気にかけてもらえることは嬉うれしかった。

「表で待っていて下さい。車を回してきますから」

「ああ、頼たのむ」

　一階で将哉さんを降ろし、自分は地下駐車場へと向かう。預かっているスペアキーをポケットから取り出そうとしたそのとき、携けい帯たい電でん話わの着信音が鳴なり響ひびいた。

　将哉さんが忘れ物でもしたのだろうかと思って画面を見てみると、見知らぬナンバーが表示されていた。

「誰からだ？」

　相手のわからない着信に出るのは気が進まなかったけれど、もし相手が仕事関係だったらと思うと無視できない。

　とりあえず、用心をして自分の名前は名乗らずに出てみることにした。

「はい、どちらさまですか？」

『俺のこと覚えてるか？』

「…………」

　誰の声だ？

　本気で思い出せなかったけれど、きっとこれまでに引っかけた男の誰かだろう。おそらくシャワーを浴びているときなどに、勝手に俺の携帯電話のナンバーを盗ぬすみ見たに違ちがいない。

『おい、聞こえて───』

　無言で電話を切って着信拒きよ否ひの設定をして念のため電源を落としてから、車の運転席に乗り込む。シートを自分の体に合わせてエンジンをかけ、ロビーで待っている将哉さんの許もとへと急いだ。

「あれ？　何でいないんだ？」

　車を駐車場から出し、ビルの入り口前につけても一向に将哉さんが現れない。表で待っていてくれと云いったはずなのに。

　心配になって車を降りて捜さがしに行くと、社員たちに捕つかまって足止めを食くらっていた。

　容姿も地位も申し分なく、性格も気さくなため、将哉さんは一いつ般ぱん社員に人気が高い。若い女性社員の間には隠れファンクラブのようなものがあるらしいし、男性社員からも尊敬の眼まな差ざしで見られている。初めは若造扱あつかいしていた古参の社員も、いまでは将哉さんの手しゆ腕わんを認めてくれているものが大半だ。

　ただ厄やつ介かいなのは一人で放っておくと、こうしてすぐに囲まれてしまうことだ。社員との交流を深めるのはいいことだが、時間は無む尽じん蔵ぞうにあるわけではない。仕事に関かかわる話をしているならともかく、世間話で貴重な時間を潰つぶさないでもらいたい。

　───というのは建前だ。本音を云えば、将哉さんに馴なれ馴れしく近づかないで欲しいだけなのかもしれない。

　頰ほおを赤らめて話しかけている女性社員に将哉さんが微笑ほほえみ返しているのを見ると、無性に苛いら立だってくる。仕事に私情を交まじえるのはよくないとわかっていても、胸に広がるざらついた感かん触しよくは消せなかった。

　俺は何て小さい人間だろう。自社の社員に慕したわれているのは喜ばしいことじゃないか。なのにつまらない嫉しつ妬と心を抱くなんて、浅ましいにもほどがある。

　何も余計なことは考えるな。俺は彼の秘書であって、それ以上でもそれ以下でもない。俺は深呼吸をして雑念を振ふり払はらい、大きな歩ほ幅はばで将哉さんに歩み寄る。

「社長、よろしいですか？　もうお時間です」

「わかった、待たせたな。ああ、君。さっきの企き画かくは面おも白しろいと思う。企画書があるなら、あとでメールしておいてくれ」

「ありがとうございます！　すぐ提出させていただきます！」

　将哉さんを取り巻いていた一人が感激したような声を上げ、深々と頭を下げた。そんな彼らを残し、停とめてある車へと向かう。

　早足で歩きながら、将哉さんに問いかけた。

「何の話をしていたんですか？」

「新しい企画を上司に突とつ拍ぴよう子しもないと却きやつ下かされたらしいんだが、諦あきらめきれないからと直じか談だん判ぱんしてきたんだ。悪くないアイデアだったから、詳くわしく見てみたいって云っておいた」

「そうだったんですか。その企画、僕も拝見してみたいです」

「ああ、俺のところに届いたらすぐ見せるよ。翠の意見も聞きたいしな」

　楽しそうに語る将哉さんを助手席に促うながし、俺は運転席へと座る。

「シートベルト締しめましたか？　それじゃあ、行きましょうか」

　慣れた手つきで車を発進させる。社用車に乗るときは後部座席に乗るくせに、俺が将哉さんの車を運転するときは絶対に助手席に座る。

　安全運転には自信があるけれど、万が一のときを考えたら後ろに乗っておいてもらいたいのだが、何か拘こだわりがあるらしい。

「すまないな、待たせてしまって。予約の時間に間に合いそうか？」

「ぎりぎりですけど大だい丈じよう夫ぶですよ。思ってたより道も混んでませんし、すぐ着きますから。それより、相手の方を待たせていなければいいんですが」

「そうだな、機き嫌げんを損そこねてなければいいが」

　将哉さんの含ふくみを持たせた云い方に、胸がちくりと痛む。そんな切なさを顔に出さないようにするので精せい一いつ杯ぱいで、車内は自おのずと静かになった。

　国道をしばらく走ったあと脇わき道みちへと曲がる。坂の多い細い道に入り、何度か曲がると目的地が見えてきた。

　今朝頼まれて予約をしておいたレストランは、閑かん静せいな住宅街の中にある一いつ軒けんだ。一日に数組しか予約を受けつけておらず、各界の著名人がよくお忍しのびで利用しているという知る人ぞ知るといった店で、料理の味はもちろんのこと、店自体の雰ふん囲い気きやスタッフの接客態度など、どれをとっても完かん璧ぺきだ。

　そんなレストランの予約が当日に取れたのは、そこのオーナーシェフと俺の父が旧知の仲だからだ。当然、予約はいっぱいだったけれど、テラス席でよければと都合してくれた。

　何故なぜこの店を予約したかというと、一いつ緒しよに食事をするのが将哉さんにとって大事な相手ならそれなりの店でなければと思ったためと、腹いせの面がある。

　昨夜のことをまったく覚えていないとはいえ、昨日の今日で他ほかの女と会うセッティングをさせる将哉さんに腹が立ち、食事の値段がかなりの額になることを承知でここを選んだのだ。

　どうせ今日は彼の自腹だ。どんなに高くても経理に文句を云われることはない。

　車を裏の駐車場に停め、外に出ると少し涼すずしくなった風が頰を撫なでていった。この夏は例年以上に暑く残暑が続いていたけれど、ようやく秋めいた気候になってきたようだ。

　どこからともなく、金きん木もく犀せいのいい香かおりがする。店の敷しき地ち内に植えてあるのかもしれない。

　外観を眺めながら正面の入り口に向かっていると、将哉さんは感心したように呟つぶやいた。

「へえ、いい店だな」

「気に入っていただけたようで僕も嬉しいです。ここのオーナーシェフは父の古い友人なんですよ。僕や姉が幼かった頃ころは、誕生日にケーキを作って持ってきてくれたり。味も保証します」

「それは楽しみだな」

「期待してて下さい。料理はお任せのコースだけなんですけど、苦手なものはありませんでしたよね？」

「ああ、とくにないから大丈夫だ」

「ところで、お相手の方はいつ頃お見えになる予定ですか？　場所と時間は伝えてあるんですよね？」

「もう来てるんじゃないか？」

「そうですか。僕はオーナーシェフに挨あい拶さつをしたら失礼しますね。社長のお車はご自宅の駐車場に停めておきますので」

　話をしながら店の目の前まで来ると、おもむろに扉とびらが中から開かれた。

「いらっしゃいませ。高篠様ですね、お待ちしておりました」

「今日は無理を云って申し訳ありませんでした。桂かつら木ぎさんに一言お礼を申し上げたいのですが、いまはお忙いそがしいでしょうか？」

「桂木はのちほどお席にご挨拶に行くと申しておりました。まずはお席にご案内させていただきます」

「あ、いえ、僕はこれで失礼させていただきます。待ち合わせしている方が先に来ているはずなのですが……」

「お待ち合わせですか？　そのような方はいらしてませんが」

「え？　そんなはずは───」

　将哉さんの口ぶりでは相手が先に来ているはずだったが、まだ来ていないようだ。不可解に思い、後ろにいる将哉さんに確認をしようとしたらさらに不可解なことを云ってきた。

「すまない、彼は少し誤解をしているようだ。今日の予約は私と榛名の二人だけで間ま違ちがいはない。席に案内してもらえるか？」

「かしこまりました。こちらへどうぞ」

「しゃ、社長！　今日は大事なお相手との食事じゃなかったんですか!?」

　話が違うと先を歩く将哉さんに小声で抗こう議ぎすると、楽しげな声が返ってきた。

「大事な相手だよ。世界一ね」

「なっ……」

　将哉さんの冗じよう談だん交じりの言葉に絶句しているうちに、用意されていたテーブルへ案内されてしまった。

　普ふ段だんはランチにしか使わないテラス席は、柔やわらかな明かりでライトアップされ、テーブルの上には可愛かわいらしいキャンドルが飾かざられている。

　ムードはたっぷりだが、その場所に座るには俺は場違いすぎる。だが、ウェイターに椅い子すを引かれては、立ったままでいるわけにはいかない。

　俺は居い心ごこ地ちの悪さを感じながら、渋しぶ々しぶ腰こしを下ろした。

　いったい、将哉さんは何を考えてるんだ。もしかして相手にキャンセルされてしまい、俺はその身代わりとしてつき合わされているのだろうか？

「お飲み物はいかがなさいますか？」

「そうだな、そちらに任せるよ。料理に合うものを持ってきてくれ」

「かしこまりました。ただいま、ご用意いたします」

　ウェイターが静かに去り、二人になったところでもう一度抗議する。

「社長！　どういうつもりなんですか!?　お相手の方にキャンセルされたなら、早めに云いって下さらないと困ります！」

「別にキャンセルされたわけじゃない。初めから翠と食事に来るつもりだった」

「じゃあ何でそう云ってくれなかったんですか!?」　>>>♥

　それならもっと手て頃ごろな店を選んだし、あんなにもやもやした気持ちを抱いだかずにすんだのに。

「何でって───昨日あんなに情熱的だったのに今朝はすいぶんと素そっ気なくしてくるから、その意い趣しゆ返がえしだよ」

　思わせぶりに云われた言葉に一いつ瞬しゆんにして血の気が引いていき、頭の中が真っ白になる。

「き、昨日って……」

　ちょっと待ってくれ。昨日って、情熱的って何の話をしているんだ。

　表情を取り繕つくろうことも忘れて呆ぼう然ぜんとなっていると、将哉さんは小さく笑った。

「全部忘れていると思ってたか？　生あい憎にくと全部覚えているよ。朝、必死に後始末をしてたことも知ってる。声をかけようと思ったけど、起きて欲しくなさそうだったから寝ねたふりをしてたんだ。かまをかけてみても涼しい顔を崩くずさないから、俺のほうが夢を見てたのかと思ったよ」

「…………」

　どうやら将哉さんは昨夜のことを覚えていて、素知らぬふりをする俺を試ためしていたようだ。世間話をしているかのような気安さで告げられ、もう何と返していいのかすらわからない。

　ライトアップされたイングリッシュガーデンは素す晴ばらしくムードもあったけれど、この状じよう況きようじゃ気まずいばかりだ。

「一応、ヒントは出しておいたんだがな。お前の好きな店にしろと云っただろう？」

「それだけじゃわかりませんよ！」

　泣きそうになりながら云い返す。逆ギレもいいところだったが、八つ当たりでもしなければやってられない気分だった。

　そもそも、将哉さんは昨日のことをどう思ってるんだろう？

　いつもと同じような顔をしているけれど、酔よって正常な判断ができない状態の将哉さんに迫せまるなんて卑ひ怯きような真似まねをした俺を軽けい蔑べつしていてもおかしくはない。

　俺はこれからどうなるんだ？

　普ふ通つうに考えたら、あんなことをしかけてきた秘書を傍そばに置き続けたくはない。クビにするのが妥だ当とうだろう。

　だが、職を失うことは怖こわくはない。何より辛つらいのは、将哉さんに会えなくなることだ。

　ほんの出来心で、これまで大切に守ってきたささやかな幸せを自分で壊こわしてしまうとは、俺は何てバカなんだろう。

　将哉さんはこれから俺に最さい後ご通つう牒ちようを突つきつけるつもりなのかもしれない。その前に食事に連れてきてくれたのは、彼なりの優やさしさなのだろう。

　不安と後こう悔かいに顔を上げられずにいると、食前酒が運ばれてきた。

「とりあえず飲もう。車は代行業者に運ばせてもいいし、明日取りにくるでもいいし」

「あの、飲んで大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「ん？　ああ、一杯ぱいくらいなら問題ないだろ。ほら、グラス持って」

　乾かん杯ぱい、とグラスを掲かかげられ、俺もおずおずと手を伸のばす。

　失敗したばかりのアルコールを飲むことに躊躇ためらいを覚えないわけではなかったけれど、いまの重苦しい気持ちが少しでも解消されるならと冷えたグラスに口をつけた。










　将哉さんは自分ではほとんど飲まないくせに上じよう機き嫌げんで高いシャンパンを開けさせ、俺にどんどん勧すすめてきた。開いてしまったボトルがもったいなくて、ついつい飲み進んでしまう。

　だけど、昨日よりもたくさん飲んでいるのに、少しも酔えない。それどころか、美味おいしいはずの料理さえ味わって食べる余よ裕ゆうもなかった。

　途と中ちゆうで姿を見せたオーナーシェフの桂木さんへは、何とか笑え顔がおを浮うかべて料理の感想や訊たずねられた家族の近きん況きようなどを告げることができたけれど、本心は早く食事を終えて帰りたかった。

「コーヒーでございます」

「ありがとう」

　やっと食後のコーヒーが来てほっとした。これでようやく帰ることができる。

　途と切ぎれたままの会話をごまかすため、カップに砂糖を入れたあと不自然なほどに何度も搔かき混ぜていた手は、将哉さんの何気ない問いかけに止まってしまった。

「このあとはどうする？」

「……はい？」

　このあとってどういうことだ？　食事して終わりじゃないのか？

　どういう意図があるのかわからずに目を瞬しばたたいていると、重ねて問われる。

「ウチに来るか？　それともホテルがいいか？」

「な、何云って……」

　将哉さんの言葉に心臓が大きく跳はねる。自宅かホテル、ということはまさか───。

「体調管理も秘書の仕事のうちなんだろう？」

「……っ」

　その『まさか』だったようだ。たしかに昨日、そう嘯うそぶいて迫ったけれど、そんなことまで覚えていたとは思いもしなかった。

　とりあえずは、俺をクビにするつもりはないようだ。

　だとしても、どうして？　俺は手軽な相手として認にん識しきされたのだろうか？

　しかし、将哉さんがその気になれば、男でも女でも遊ぶ相手には困らないはずだ。俺でなければならない理由は何もない。

　むしろ、からかわれていると考えたほうが納なつ得とくがいく。食事に連れてきたのも、俺が狼狽うろたえる様を見たかったから……？

　───でも、将哉さんがそんな性格の悪い真似まねをするとは思えない。昨日のことを怒おこっているのだとしたら、はっきりそう云ってくるはずだ。

　考えれば考えるほど、頭が混乱してくる。

「このところそういった欲求は縁えん遠どおかったんだが、無性に人ひと肌はだが恋こいしくなってきてね」

「……今夜、セックスしたいってことですか？」

　いまさら恥はずかしがっても仕方ない。俺は半ば自棄やけになって、問い返した。

「端たん的てきに云うとそうなるな」

　将哉さんは俺の臆おく面めんもない云い方に苦く笑しようしている。

「あの、僕が男だってことはわかってますよね…？　気持ち悪くないんですか？」

「何をいまさら。抱いた相手の性別を間ま違ちがえるほど、耄もう碌ろくはしてないよ」

　誘さそいをかけてくるところを見ると、昨夜のことは不快には思っていないようだ。やはり、手頃な相手として認識されたのかもしれない。

　体調管理をすると云って迫ったのは、俺のほうだ。いまさら、あれは咄とつ嗟さの出任せだったと云える状況ではない。

　───俺はどうしたらいいんだろう？

　ピンチなのか、それともチャンスだと思うべきなのか判断がつかなかった。だが、いまの自分に選せん択たく権はない。

　誘いを断れば、こうして顔を合わせることすらかなわなくなるかもしれないと思うとノーとは云えなかった。

「他ほかに質問は？」

「じゃあ、もう一つだけ……。本当に僕でいいんですか？」

「俺の秘書はお前だけだ」

　飽あくまで仕事だと云いたいのだろうか？

　迷いの見えない将哉さんの態度に、俺も覚かく悟ごを決めた。

「わかりました、僕でよろしければおつき合いします」

　心の中の動どう揺ようを押し隠かくし、きっぱりとした口調で告げる。ポーカーフェイスを保っていたけれど、実際は壊れてしまいそうなほど心臓が不規則に早はや鐘がねを打っていた。

　そんな俺とは対照的に、将哉さんは楽しげに提案してくる。

「せっかくだからホテルにしようか。そのほうがあとで煩わずらわしくないだろう？　一度泊とまってみたいって云いってたところがあったよな。あそこでどうだ？」

「そんなこと云いましたっけ？……あっ、もしかしてあのホテルですか!?　あれは見てみたいって云っただけで泊まりたいわけでは───」

　しばらく首を傾かしげていた俺は、ふと心当たりに思い至った。

　以前、たまたまテレビで新しくオープンする外資チェーンのホテルの特集をやっていたときに、内装のあまりの豪ごう華かさに「一度見てみたい」と呟つぶやいたことがあるのだが、将哉さんはそれを覚えていたらしい。

　スイートルームが高いのはもちろんだが、普通の部屋でもかなりの値段だ。

　将哉さんの懐ふところ具ぐ合あいを考えたら大した額ではないのかもしれないが、ただ泊まるだけの部屋に金をかけるなんて有意義だとは思えない。

「たまにはいいだろ？　俺も行ってみたかったしな」

　将哉さんはやや強ごう引いんに決めてしまうと、さっさとチェックをすませてタクシーを呼ぶ。その行動の早さに、俺はただ呆ぼう然ぜんとしながらつき従うことしかできなかった。

「あの…社長の車はどうするんですか…？」

「明日取りに来ればいいだろう。ほら、早く乗れ」

「はあ……」

　タクシーに乗るように促うながされ、連れていかれたのは件くだんのホテルだった。

　本気だったのかと啞あ然ぜんとしながらホテルのロビーを見み渡わたしていると、将哉さんにぽんと肩かたを叩たたかれた。

「すぐ戻もどってくるから、そこで待ってろよ」

「は、はい」

　間の抜ぬけた返事をしながら、フロントに向かう将哉さんの背中を見送る。

　そういえば、このホテルはその段だん違ちがいの宿しゆく泊はく代に拘かかわらず常に予約がいっぱいだというが、当日に訪おとずれて部屋が空あいているものだろうか？

　空いていなければそれでいい。残念でしたねと云って、帰ればいいのだから。だが、物事はそう上手うまくはいかず、戻ってきた将哉さんの手にはカードキーがあった。

「待たせたな。行こう」

「え、部屋取れたんですか？」

　どうせ空き部屋はないだろうと高を括くくって気を抜いていたこともあって、つい本音が漏もれてしまった。

「取れて欲しくなかったような口ぶりだな」

「い、いえ、そういうわけでは」

「ほら、行くぞ」

「わっ、あのっ、一人で歩けます…っ」

　腰こしに手を添そえられ、まるで女性のようにエスコートされて動揺する。慌あわてて離はなれようとしたけれど、強引な将哉さんの腕うでからは逃のがれられず、その状態でエレベーターに乗せられた。

　あちこちに掲かかげられた案内を見ながら辿たどり着いた部屋は、予想以上に広く豪華だった。

「社長……この部屋、普ふ通つうの部屋じゃないですよね……？」

「二人きりのときは名前で呼べと云ってあるだろう」

「そんなことよりこの部屋は何なんですか!?」

「エグゼクティブスイートだったかな。すまんな。生あい憎にく、一番景け色しきのいい部屋は埋うまってたんだ」

「そういうことを訊きいてるんじゃ……っていうか、この部屋だって充じゆう分ぶんすごい景色ですよ！」

　嵌はめ殺しの窓から見下ろす夜景だって、まるで宝石箱をひっくり返したかのように美しい。

　このエグゼクティブスイートだって、おいそれと簡単に取れるはずはない。もしかしたら、食事に行く前から予約してあったのか……？

　いや、まさかそんな───。

　ただ性的欲求を満たすために、こんな部屋を用意しておく必要はない。将哉さんは本当に何を考えているんだ。これではまるで『恋こい人びとごっこ』を楽しんでいるかのようだ。

　……もしかしたら、将哉さんは俺を姉の代わりにしているのかもしれない。

　眼鏡めがねを外した目元や口元は昔から、そっくりだと云われてきた。性別こそ違ちがうけれど、昨夜一線を越こえたことで拘こだわる必要を感じなくなったのだろう。そう考えれば納得できる。

　つき合いの浅い女性に気を遣つかうよりも、俺を相手にしたほうが色々と面めん倒どうがないと判断したに違いない。

　そんなふうに心の中で自問自答を繰くり返していたせいで、将哉さんの近づく気配に気づけなかった。窓に映る人ひと影かげにはっとして振ふり向いた瞬しゆん間かん、俺は顎あごを取られ、唇くちびるを奪うばわれた。

「ンっ!?」

　心の準備をしていなかったため、何の反応もできずに固まってしまう。そうこうしているうちに歯列をこじ開けられ、口こう腔こうに舌が忍しのび込んできた。

　せめて、心の準備くらいさせて欲しい。酔よいのせいで勢いがあった昨夜とは違い、理性の残っている状じよう況きようでは戸と惑まどうしかなかった。

「ん、んんっ……っは、あ……」

「眼鏡が邪じや魔まだな。大して視力も悪くないくせに、何でこんなダサい眼鏡をかけてるんだ？」

　唇が離れたかと思ったら、無造作に眼鏡を外され、スーツのポケットに突つっ込まれた。

「それは……」

「素す顔がおのほうが可愛かわいいのに」

「……っ、何を云ってるんですか……」

　不意打ちの甘い言葉に頰ほおが熱くなる。将哉さんは軽口のつもりでも、俺の心臓には大ダメージだ。

　雰ふん囲い気き作りの口先だけの言葉だとわかっていても、胸が騒さわぐのは抑おさえきれない。普ふ段だんは可愛いなんて云われたって嬉うれしくも何ともないのに、この人に云われると否いや応おうなく胸が高鳴ってしまう。

「本当のことを云っただけだ」

　将哉さんはしれっと云ったあと、再び口づけてきた。

「んむ、ン、んんん」

　唇を啄ついばまれ、喘あえいだ隙すきに舌を差し込まれる。

　拒こばもうとしたけれど、窓に押しつけられて口づけをさらに深くされた。捩ねじ込まれた舌で強引に口腔を犯おかされ、体から力が抜けていく。

「はっ……あ、社長、待っ…下さい……」

「名前」

　唇を合わせる角度を変えられる瞬間、将哉さんの体を押し返して待ったをかけると、短く注意が入った。咄とつ嗟さに云い直そうとしたけれど、すぐにまた口を塞ふさがれてしまう。

「将哉さ───ぁん、んん…っ」

　舌を搦からめ捕とられ、強く吸い上げられると頭の芯しんが甘く痺しびれてくる。呼吸が覚おぼ束つかなくなっても尚なお、将哉さんは執しつ拗ように俺の唇を貪むさぼった。

「ん……ん、ん……っ」

　いままで、キスなんて所しよ詮せん儀ぎ礼れい的なものでしかないと思ってた。あまり気持ちいいとは思えなかったため、積極的に触ふれ合わせることもなかった。

　だけど、将哉さんの口づけにそんなイメージは消え去った。唇が触れ合うだけでぞくぞくと背筋が震ふるえるし、口腔を探さぐられれば体が熱くなっていく。

　自分の知っていた快感は偽にせ物ものだったのだと思えるくらい、彼に与あたえられるそれはまったく違ちがうものだった。

「はっ……あ……」

　息苦しさに頭の中が霞かすんでいく。意識が遠とお退のきそうになってようやく、唇が解かれた。

　唇が離れていった瞬間、かくんと膝ひざが抜けそうになったけれど、窓に寄りかかって何とかその場に踏ふん張ばった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫、です」

　強がりを云いいながら、濡ぬれた唇を手の甲こうで拭ぬぐう。キス一つで腰が抜けそうになっただなんて知られたくはない。

　必死に呼吸を落ち着けていた俺は、将哉さんから投げかけられたストレートな問いかけにぎくりと表情を強こわ張ばらせる。

「なあ、翠。昨日、何であんなことしてきたんだ？」

「何でって……先にキスしてきたのは、そっちでしょう……？」

　責任転てん嫁かしてはぐらかす。いまの俺には、そうやって体面を保つことで精せい一いつ杯ぱいだった。

「それだけが理由で、あんなサービスしてくれたのか？」

「そうですよ。あなたが欲求不満に見えたから、配はい慮りよしたまでです」

「ふぅん？　じゃあ、今日も期待していいんだな？」

「……！」

　腰を抱だき寄よせられ、あらぬものが押し当てられる。将哉さんのそれはすでに熱を持ち始め、しっかりと自己主張していた。

　覚かく悟ごを決めたつもりでいたけれど、リアルな感覚に尻しり込ごみしてしまう。

「あ、あの……本気、なんですか…？」

「昨日はあんなに大だい胆たんだったくせに、いまさら緊きん張ちようしてるのか？　お前だって、そのつもりでここまで来たんだろう？」

　将哉さんは挑ちよう発はつするような口調で迫せまってくる。俺は反論の言葉も思い浮うかばず、ぐっと押し黙だまった。

　どう答えれば、一番差し支つかえがないだろう？

　いまさら、好きだったからアルコールで理性の箍たがが外れたなどと云えるわけがないし、そんなことがバレたら引かれるだろう。そもそも、好きな相手が酔っぱらっているところにつけ込むなんて最低だ。

　どうやら、将哉さんは俺が秘書として気を利きかせたという云い訳を信じているらしい。

「……とりあえず、シャワー浴びてきます」

　少しだけでもいいから一人になって、頭の中を整理したい。そそくさとバスルームに逃にげ込もうとしたら、将哉さんが追いかけてきた。

「ま、将哉さん!?」

「時間がもったいない。せっかく広いんだ、一いつ緒しよに入っても問題ないだろう？」

　バスルームで捕つかまり、大きな鏡の前で背後から抱きしめられる。将哉さんは俺の首筋にキスを落としながら、そう囁ささやいてきた。

「一緒にって、そんなの嫌いやですよ！　ちょっ、何してるんですか!?」

「脱ぬがせてる。風呂ふろに入るんだろ？」

　ネクタイを引き抜ぬかれる衣きぬ擦ずれの音が、やけに大きく聞こえる。項うなじや首筋にキスされながらジャケットを落とされ、否応なく緊きん張ちよう感かんが増していく。

「自分でできますから……っ」

「いいから」

「全然よくな───んっ」

　ワイシャツの上から体を撫なで回され、すでに尖とがっていた乳ち首くびを布地ごと抓つままれる。痛みと快感が綯ない交まぜになった感覚に、思わず息を吞のんだ。

　鏡の前で抱き竦すくめられているせいで、動どう揺ようしている自分の顔も隠かくしようがない。潤うるんだ瞳ひとみは不安そうに揺ゆらいでいた。

「ま、待って下さい、こんな場所じゃ……」

「逃げるなよ、翠」

「……っ！」

　耳元で低く囁かれ、びくりとなる。耳の後ろに唇を押し当てられると、その部分が火傷やけどをしたみたいに熱くなる。

　体を強張らせたままでいると、将哉さんはスラックスの上から俺の中心をまさぐってきた。

「お前だってもうこんなじゃないか」

「それは……っ、あ…っ」

　あんなキスをされたせいだと云いたかったけれど、いまさらどんな云い訳をしたって状じよう況きようが変わるわけじゃない。

　抱かれるためにホテルに連れてこられ、期待に体を熱くしているのは紛まぎれもない真実だ。少し強く擦こすられただけで、すぐに存在感を増した。

「や、待っ……んんっ」

「苦しい？　先に一度イカせてやるから自分で脱いで」

「なっ…そんなこと……」

　まさか、将哉さんにそんなことを云われるとは思わなかった。からかっているのだろうかと悩なやんでいると、真面目まじめな顔で急せかされる。

「ほら、早く」

「……はい」

　俺は死んでしまいたいほどの羞しゆう恥ちを堪こらえて、頷うなずいた。

　将哉さんの命令は、俺にとって絶対だ。逃げるなと云われれば身動きが取れなくなるし、自分で脱いでみろと云われたらそうする。死ぬほど恥はずかしくても従うしかない。

　俺はおずおずとワイシャツのボタンに手をかけた。鏡越ごしの将哉さんの視線が絡からみついてくるようで、緊張に指が震える。

　ボタンを全すべて外し終えたあと、こくりと喉のどを鳴らしてベルトを緩ゆるめにかかったが、思うように指が動いてくれない。それでも将哉さんは黙って俺の手元を見つめていた。

　歯を食い縛しばって羞恥に耐たえていると、視線だけでなく指まで体に絡んでくる。

「や……まだ、触さわらな……っ」

「もう待ってられない」

　シャツの下に潜もぐり込んできた手が脇わき腹ばらを撫で上げてきた。くすぐったさに似たぞくぞくとした感覚が込み上げてきて、かじかんでいるときのように指先に力が入らなくなっていく。

「ん、ぁ…ん、将哉さ……っ」

「ほら、早く」

「わ……かって、ます……！」

　早くと云いながら、将哉さんはまさぐる手を止めようとはしてくれなかった。項に触れる温かな吐と息いきすら気になってしまって集中できない。

　だが、そうやって四苦八苦しているうちに、何とかベルトの留め金を外すことができた。やっと目的が果たせたことにほっと一息ついていると、将哉さんはすぐにその先を促うながしてくる。

「何休んでるんだ、まだ仕事が残ってるだろ？」

「す、すみません」

　慌あわてて指を動かそうとしたけれど小さなつまみを上手うまく捕らえることができない。自分ではそれなりに遊んできたつもりだし、こういったことは慣れていたつもりなのに、将哉さんの前ではこれまでの経験は何の役にも立たなかった。

　ただ服を脱ぐだけのことなのに、心臓はばくばくとうるさくなり響ひびき、背中にはじっとりと嫌な汗あせが浮いてくる。そうこうしているうちに、将哉さんの手が重ねられた。

「もういい。あとは俺がやる」

「あ…っ」

　待ちきれなくなった将哉さんにいとも簡単にスラックスの前を開かれ、下着を押し下げられる。剝むき出しにされた自身はごまかしようのないくらい昂たかぶっていた。

　将哉さんは躊躇ためらいもなく絡めたその指で、昂ぶりを弄もてあそぶ。半はん勃だち状態の性器は将哉さんの手の中で弄ばれているうちに、どんどん張り詰つめていった。

「ぅ、ん……っ、あ…っ」

「いい反応だな。ここももうぬるぬるだ」

　親指の腹で撫でられた先せん端たんからは体液が溢あふれてきていた。そんな自分の浅ましい反応を見ていられなくて目を逸そらすと、顎あごを摑つかまれ鏡のほうを向かされる。

「……ッ」

「目を逸らすな。自分が誰に抱かれてるのか、ちゃんと見てろ」

　目の前の大きな鏡は、何もかもを映し出す。将哉さんに何をされているのか、自分がいまどんな顔をしているのか、嫌でも自分の目に入ってくる。

　はあはあと荒あらい呼吸を繰くり返す自分の顔は紅潮し、瞳は欲情の色をたたえていた。　>>>♥

「ん…っ、ぁ、あ…っ」

　ぬめりをまとった指は一層大胆に動く。上下に大きく擦られ、必死に堪えていた声が零こぼれてしまった。

　将哉さんはそんな俺を煽あおるように、耳みみ朶たぶを舐なめてくる。不意打ちの濡ぬれた感かん触しよくに、大きく体が震ふるえた。

「我が慢まんするな。まだ夜は長いんだ」

「やだ、や、ぁ、あ───」

　囁きと共にくっと先端を爪つめで抉えぐるように刺し激げきされた瞬しゆん間かん、限界まで膨ふくれ上がった欲望が弾はじけた。飛び散った白はく濁だくが洗面台の大理石を汚よごす。

　カクリと膝ひざが折れ、その場にくずおれそうになったけれど、すんでのところで将哉さんに抱だき止められる。

　たったこれだけのことで腰こしが抜けるなんて。信じられないくらい初心うぶな反応が恥ずかしくて、かぁっと顔が熱くなる。

「もう腰が立たないのか？」

「すみま…せん……」

　洗面台に摑まって何とか自力で立とうとしていると、将哉さんは体を屈かがめて耳元で低く囁ささやいてきた。

「謝るなよ。お前をそうしたのは、俺だろう？」

「……っ、これで終わりなわけじゃないんですよね……？」

　できることなら、もうやめにしたい。『体調管理』というのは自分が口にした云いい訳だったけれど、性欲処理のためだけに将哉さんに抱かれるのは、肉体的にも精神的にも辛つらかった。

「もちろん、俺はまだ何もしてもらってないからな。もうやめたいか？」

「いえ……大だい丈じよう夫ぶ、です」

　気持ちとはうらはらの言葉が口をついて出てしまう。こういうとき、意地を張って素す直なおになれない自分が恨うらめしい。

「本当にお前は……あとで嫌いやだって云っても聞かないぞ」

「わかってます」

「どうする？　先に風呂に入るか？　それとも、ベッドに行く？」

「……どちらでも」

　もうそんな選せん択たく肢しなど、どうでもよかった。一秒でも早く全てが終わって欲しい、俺の願いはそれだけだ。

　投げやりな答えを云い終わる前に俺は、軽々と抱き上げられていた。










「う、ん……」

　俺は足を大きく開かされた状態で、体内を指で探さぐられる違い和わ感かんに眉まゆ根ねを寄せた。

　潤じゆん滑かつ剤ざいとして使われているのは、バスルームのアメニティとして置かれていた女性客用のボディクリームだ。

　冷たさに身が竦すくんだのは塗ぬりつけられたときの一いつ瞬しゆんだけで、とろりとしたクリームはすぐにお互たがいの体温で温まって蕩とろけていった。

「んん、んぅ…う……っ」

「痛かったら云えよ」

「だい、じょうぶ…です……っ」

　強がりを云っているわけではなく、本当に痛みはなかった。逆に過か剰じようなほどの慎しん重ちようさがもどかしいくらいだ。

　甘い香かおりのするクリームをまとった指は無ぶ遠えん慮りよに俺の中で蠢うごめいている。同時に反り返った自身にもクリームを塗りたくられて弄り回されたせいで清めたばかりの体には汗が浮うき、すでに息も絶たえ絶だえになっていた。

「んっ、う…ぅんっ、んー…っ」

　結局、ベッドへと連れてこられたのは、バスルームで逆上のぼせそうになるほど時間をかけて隅すみ々ずみまで体を洗われたあとだった。

　まるで恋こい人びとにするように───というよりは、子供の頃ころに戻もどったみたいだった。

　たっぷりとお湯が張られた湯船に沈しずめられ、百数えるまで出てくるなと厳命され、ムキになって数えてみせた。終始そんな調子でムードの欠片かけらもなかったのに、やることはやるらしい。

「はっ……将哉さ……っ、電気、消して……っ」

　枕まくら元もとだけでなく部屋中の明かりが煌こう々こうとついている。さっきはバスルームだったから諦あきらめもついていたけれど、わざわざ寝しん室しつを明るいままにしておかなくてもいいだろう。

　さっき、唇くちびるを嚙かんで声を堪こらえていたら、やめろと云われてしまった。上うわ擦ずる声を抑おさえることができないなら、せめて我を忘れて乱れる姿を将哉さんには見られたくない。

「ダメだ。消したら顔が見えなくなる」

「ン、あっ……僕なんか見たって、楽しくも何ともないでしょう……？」

　抱くのに支障がなくても、男が喘あえいでいるところなんて見たら萎なえてしまわないだろうか？

　服を着ている状態ならまだごまかしもきくが、いまは何も隠かくすものがない。

　普ふ段だんからそれなりに気を遣つかってはいるから見苦しい体ではないと自負してはいるけれど、ストレートの同性の目にどう映るだろうかと考えると不安になる。

　だが、将哉さんは俺の問いかけを一笑にふした。

「楽しいよ、お前の体はやけに敏びん感かんだからな。思った以上に反応してくれると、腕うでが鳴る」

「……っ、何、云って……っん、あ……っ」

　中を搔かき回す指を増やされ、高い声が上がる。ますます淫みだらに動く指に、言葉もろくに紡つむげなくなった。

　欲情し、紅潮した顔を両りよう腕うでで隠す。将哉さんがどんな顔で俺を責め立てているのか気になったけれど、腕の隙すき間まから覗のぞき見る勇気はなかった。

　将哉さんはゲイではないはずだ。中学生のときに初めてできた彼女も紹しよう介かいしてもらったし、その後つき合っていた相手も女性しかいなかった。

　なのに、どうしてこんなに手慣れているんだろう？　昨日だって、酔よっていた割にはスムーズに行こう為いに及およんでいた気がする。

　まさか、俺みたいに隠れて男と──!?

　いや、でもそんなことをしていたら、いくら何でも気づくはずだ。隠していても同類の匂においは何となくわかる。将哉さんにその手の空気は一いつ切さい感じたことはない。

　ふと脳のう裏りを過よぎった疑問に気を取られていたら、不意に自身を強く握にぎり込まれた。

「ぅあ…っ！　い、あ、あ…っ」

「考えごとをしてるなんて余よ裕ゆうだな」

「あっ、ン、そういう…わけじゃ……っ」

　意識が散さん漫まんになっているのを咎とがめられながら、昂ぶりをキツく扱しごかれる。痛覚すれすれの快感に、急激に意識が引き戻される。

「何か気になることでもあるのか？」

「はっ、あ、あの……男は初めて、なんですよね…？」

　てきとうにごまかしてしまおうかとも思ったが、敢あえて隠すほどのことでもない。俺はそう判断し、思いきって訊きいてみた。

「俺か？　ああ、それが？　経験の浅い男が相手じゃ不安か？」

「いえ、その、ずいぶんと慣れてる気がして……」

　理由を告げると、将哉さんは小さく笑った。

「知識はあったし、あとは想像力だろ。お前以外の男を抱きたいとは思わない」

「……っ」

　そういう、誤解してしまいそうなことを云わないで欲しい。期待するつもりはなくても、否いや応おうなく胸が高鳴ってしまう。

「質問はもういいか？　俺といるときくらいは余計なこと考えるな」

「え？　ひぁ…っ」

　ぐりっと内ない壁へきを抉るように強く押され、反射的に声が上がる。感じやすいその場所を刺激されるたびに腰が跳はね、自身の先せん端たんから溢あふれ出した雫しずくが伝い落ちていった。

　緩ゆるやかだった愛あい撫ぶがいきなり濃のう厚こうになり、一瞬にして思考が奪うばい去られる。

「あっ、ぁ、や……っあ！」

　内部を押し広げようとしていた指の動きが、気づけば抜ぬき差しに変わっていた。クリームと体液でどろどろになった屹きつ立りつを扱かれながら指を突つき入れられ、俺は急激に増した快感に甘ったるい声を上げた。

「ぁん…っ、あっ、あ、あ」

　指が出ていこうとするたびに内壁がねっとりと絡からみつく。それはいまも小刻みに痙けい攣れんしており、身を焦こがすような快感を待ち望んでいた。

　体の中を擦られるのは気持ちいい。だけど、熱に浮かされたこの体が欲ほつしているのは、もっと違ちがうものだった。

「あぅ…っ、んんっ、まさ…やさ……っ」

「ん？　どうした？」

「指じゃ、やだ……っあ、ぁ、あ…っ」

「じゃあ、何がいい？　ちゃんと云えたら、お前の好きにしてやるよ」

「将哉さんの……欲し……はっ、あ……」

「了りよう解かい」

　俺を執しつ拗ように追い上げていた指があっさりと抜け出ていく。

「あ……」

　将哉さんは俺の腰こしの下に枕まくらを入れて位置を高くしてから、膝ひざの裏に手をかけて足を深く折り曲げてきた。息を吞のみ、目を瞑つぶると柔やわらかく解ほぐされた場所に熱いものが押し当てられる。

「力、抜ぬいとけよ」

「───…ッ!!」

　昨日はゆっくりと押し入ってきたそれは、一息に俺を穿うがってきた。

　痛みはなかったけれど、内壁を勢いよく擦られる強きよう烈れつな快感に声にならない悲鳴が上がり、小さく熱が弾はじけてしまう。

　押し出されるようにして溢れ出た白はく濁だくが飛び散り、腹部に生暖かい濡ぬれた感かん触しよくがした。

　しつこいくらいに解された窄つぼまりは、異物を柔らかく受け入れ、絡みつくように締しめつける。痛みは微み塵じんもなく、ただ火傷やけどしてしまいそうに熱い。

「う……く………」

「やっぱり、お前の中は気持ちいいな」

　一気に奥まで入り込んできたそれは、挿そう入にゆうの衝しよう撃げきにわなないている俺の中でドクドクと激しく脈打っている。それがただの生理現象だとしても、自分の体に興奮し、欲情してくれているという事実が嬉うれしかった。

　だが、すぐに意地の悪い問いかけをされ、薄うすれかけていた理性が戻ってくる。

「次は？　入れただけで満足したわけじゃないだろう？」

「！」

　将哉さんは俺を仮かり初そめの恋人として扱あつかっているわけじゃない。いまの俺は性欲処理の人形だ。違ちがいがあるとしたら、喋しやべるか喋らないか、その程度だろう。

「……動いて、下さい……」

　満足してもらえるよう、思いついた卑ひ猥わいな言葉を口にする。理性がある以上、恥はずかしくないわけではなかったけれど、言葉一つで喜んでもらえるなら安いものだ。

　真っ赤になって告げた俺に対し、将哉さんは尚なおも要求した。

「それだけ？　昨日みたいにねだってみろよ。どうして欲しい？」

「……っ、奥を突いて……擦って……欲しい、です……」

　羞しゆう恥ちだけで死んでしまいそうだ。蚊かの鳴くような声で何とか口にすると、将哉さんはやっと許してくれた。

「よくできました」

「ぁあ…っ、や、急に…っン、んー…っ」

　幼い頃、家庭教師をしてもらっているときによく云いわれた懐なつかしい褒ほめ言葉をもらうと同時に、繫つながり合った体を揺ゆすられる。

　深く穿たれたままのゆっくりとした律動にも、焦じらされた体は過か敏びんに反応した。

「は、ぁ…っ、ああっ、あ……ッ」

　硬かたい切っ先が内壁を擦り上げていけば喉のどの奥から甘ったるい声が零こぼれてしまうし、抜け出ていこうとするとそれをキツく締めつける。

　時折、自身の先が引き締まった腹部で擦すれるのが気持ちいい。快感を貪むさぼろうとしてか、体が勝手に動いてしまい、自みずからも腰を擦りつけるような動きをしてしまう。

「んんっ……あ、ん、あぁ……！」

「自分でわかるか？　中が動いてるの」

「……っ、云わな…で……っあ、や……っ」

　わざわざそんなことを云われないでもわかってる。快感に溺おぼれ、欲望のままに突き動かされている自分を冷静に観察されているようで恥ずかしい。

　頭の中が煮にえるような羞恥に、じわりと目め尻じりが潤うるんでしまう。

「なあ、お前のほうこそ俺が初めてじゃないんだろう？　こんなやらしい体に誰がしたんだ？」

「それ…は……っ」

　一番訊かれたくなかった質問に、血の気が引く。自分から男の性器を咥くわえるような真似まねをして、初めてだったなどと出任せを云えるはずもない。

　けれど、こんなにもみっともなく乱れてしまうのは、将哉さんのせいだ。他ほかの男に抱だかれたって、啜すすり泣なくほど感じたことはこれまでに一度だってないのだから。

　答えあぐねていると、一方的に思考を打ち切られる。将哉さんの口元に浮うかべられた笑えみは、どこか昏くらいものが混じっている気がした。

「別に答えたくないならかまわない。他の男のことは忘れさせてやるだけだ」

「将哉さん…？　あっ…！　あ、あ……ぁあ……っ」

　前置きもなく、最さい奥おうを強く突き上げられた。そのまま乱暴に揺さぶられ、悲鳴じみた声が上がる。その荒あら々あらしい動きに合わせて、たっぷり塗ぬり込まれたクリームがぐちゅぐちゅと生々しい音を立て、吐と息いきと共に零れる声も艶つやを増していった。

「んぁ…っ、あ、んー…っ」

　滑なめらかな抽ちゆう挿そうが生むのは、逆上のぼせてしまいそうな快感だけだ。

　足をさらに深く折り曲げられて、穿たれた場所を搔かき混ぜるように腰を遣つかわれると、頭の中までぐちゃぐちゃになる。送り込まれる律動はどんどん激しさを増していった。

「ひ、あ…っ、あぁ、も、だめ……っ」

「わかってる、少し我が慢まんして。どうせなら一いつ緒しよがいいだろ？」

　そう囁ささやかれながらも、容よう赦しやなく追い上げられ、熱は否応なく高まっていく。俺はすでに限界まで上のぼり詰つめた欲望が弾けてしまいそうになるのを、必死に意志の力で押し止とどめた。

「あ、ん、んん、将哉さん、もう出る、いかせて……っ」

「いいよ、俺もそろそろ限界だ」

「やぁっ、あ、あ、んー…っ」

　一ひと際きわ大きく腰を遣われたその直後、体の奥に熱いものを感じ、頭の中が真っ白になったかと思うと自分も絶頂を迎むかえていた。

　欲望が一度大きく爆はぜたあと、下腹部が小刻みに痙攣する。

　絶頂の余よ韻いんが去るのを待ってから視線を巡めぐらせると、押し出されるようにして吐はき出された体液が胸の辺りにまで散っていた。

　腹部もどろどろだし、全身汗あせみずくになっている。早くシャワーを浴びなければと思うけれど、心ここ地ちよい疲ひ労ろうと快感の余韻からはなかなか抜け出せそうにない。

　半ば意識を飛ばした状態で呼吸を整えていると、将哉さんはおもむろに腹部の体液を指で掬すくい、それを舌で舐なめ取った。

「さすがにもう薄いか。まあ、昨日も散々したからな」

「なっ…ちょっ！　そんなの舐めないで下さい…！」

「自分は人のを飲んだくせに」

「……ッ、あれは……」

　どうせ覚えていないだろうと思っていたから、最初で最後だと思っていたからあんなふうに大だい胆たんになれただけだ。

　将哉さんの記き憶おくが鮮せん明めいに残るとわかっていたら、あんな真似はしなかった。とはいえ、いまさらそんなことを云っても遅おそすぎるけれど。

「まだ元気みたいだから、もうちょっとつき合ってもらおうか？」

「え…？　う、わ…っ、ンッ！」

　云い訳の言葉も見つからず口くち籠ごもっていると、力任せに抱き起おこされ、膝ひざの上に跨またがるような体勢にさせられた。

　自分の重みで咥えたままだった昂たかぶりをもっと深いところまで飲み込んでしまい、全身に甘い痺しびれが走り抜ぬける。

「これなら自分で動けるだろう？」

「もう、無む理りです……っ」

　見下ろしながら反論すると、まだ芯しんを残していた自身をやんわりと握にぎり込まれる。

「こっちは物足りないみたいだけど？」　>>>♥

「や…っ、触さわったら……んんっ」

　巧たくみな指ゆび遣づかいに、落ち着きかけていた息が上がってしまう。文句を云おうとした口もキスで塞ふさがれ、結局は強ごう引いんに再戦へと持ち込まれてしまった。










　疲ひ弊へいし、いつもより重く感じる体を引き摺ずり、一人でシャワーブースにきた俺は熱めのお湯を頭から浴びながらため息をついた。

　……何であの人はあんなにタフなんだ……。

　神経を使う仕事をハードスケジュールでこなした上、週に三度はスポーツジムで汗を流し、睡すい眠みん時間もそう多くはない。

　なのに、激しい行こう為いを終えたあとの顔には、疲つかれた様子は一いつ切さい見受けられなかった。

　俺のほうはと云うと、二日続けての行為に体がついていかず、何度も意識が遠とお退のきそうになった。このまま眠ねむってしまいたいと何度思ったことか。

　だが、そのたび将哉さんに自身をキツく握り込まれ、欲望を塞き止められる苦しさに身み悶もだえさせられた。

　それでも、抱かれている間は何も考えずにいられた。ただ、快感だけを追っているだけでよかったから。熱が冷め、理性が戻もどったいま感じているのは気まずさばかりだ。

「……早く帰ろう」

　未練がましく傍そばにいたいと思うから、切なさが増すのだ。将哉さんとの関係は、仕事を介かいしたものであり、一切の情を挟はさむべきではない。

　俺はシャワーを止めて浴室をあとにすると、てきぱきと帰り仕じ度たくを始めた。手早く髪かみを乾かわかし、バスローブを羽は織おって寝しん室しつに戻る。

　さっき将哉さんが拾い集めておいてくれた服はすっかり皺しわになっていたけれど、帰るだけなら支障はない。たしか、眼鏡めがねはスーツのポケットに入れられてあるはずだ。

　サイドボードに置いてあったネクタイに手を伸のばしたら、手首を摑つかまれ問いかけられた。

「……何をしてるんだ？」

「帰る仕度をしてるんです。見ればわかるでしょう？」

「どうして。わざわざ帰らなくても、ここに泊とまっていけばいいじゃないか」

「明日も仕事ですから、家に帰ります」

　後ろ髪がみを引かれていることを悟さとられないよう、できるだけ素そっ気なく告げる。

「ここから会社に行けばいい。たまには一いつ緒しよに出社するのもいいだろう」

「一緒にって、小学生みたいなこと云いわないで下さい。それに、同じスーツを着ていくわけにはいきませんから一度家に戻らないと」

　ネクタイも取り換かえねばならないし、皺だらけになってしまったワイシャツだって取り換えなければならない。

　そう云って帰ろうとしたら、将哉さんは「何だそんなことか」と云って、寝室に作りつけられているクローゼットを指さした。

「着き替がえなら一式そこのクローゼットに用意してある。サイズは問題ないはずだ」

「は？」

「だから、朝までここにいろ」

「うわっ、ちょ、将哉さん!?」

　腕うでを引かれ、ベッドの中に引き摺り込まれる。抱だき枕まくらのように抱き寄よせられると、シャワーを浴びたあとのボディソープの香かおりが鼻び孔こうを掠かすめた。

「セックスだけして別れるなんて、情じよう緒ちよがないだろう？」

「…………」

　情緒なんて、この関係に必要ないはずなのに。

　そうは思ったけれど、抱きしめてくる腕の温ぬくもりは心地よくて、俺にはどうしても突つき放はなすことなどできなかった。

「明かり消すぞ」

　将哉さんは　ランプ以外の明かりを全すべて落としてしまう。

「消すなら、もっと早く消して下さいよ」

「何だ、さっき明かりを消さなかったことをまだ拗すねてるのか？　悪かったって。文句なら明日聞いてやるから、早く寝ねろ。お休み、翠」

　上がけを肩かたまで引き上げられ、背中をぽんぽんと叩たたかれる。子供のときのように扱あつかわれることに複雑な思いはあったけれど、いまは大人おとなしく甘かん受じゆすることにした。

「……お休みなさい」

　消え入りそうな声でぼそりと返すと、薄うす闇やみの中、将哉さんが小さく微笑ほほえんだような気がした。







　　　　３




「おはよう」

　目を開けた途と端たん飛び込んできた爽さわやかな笑え顔がおは、朝日よりも眩まぶしかった。

　俺はすぐに状じよう況きようを把は握あくすることができず、その完かん璧ぺきな笑みを凝ぎよう視ししてしまう。何度かゆっくりと目を瞬しばたたかせたあと、何とか返事を口にすることができた。

「……おはようございます」

　───そうだ……昨日は将哉さんに引き止められて、ホテルに泊まったんだった。

　ずれた反応をした俺に、将哉さんはくすりと小さな笑い声を零こぼし、髪を梳すくように頭を撫なでてくる。まるで恋こい人びとに対するような仕草と優やさしい眼まな差ざし。

　何度も夢に見たようなシチュエーションについドギマギしてしまう。将哉さんにも見み蕩とれていた俺は、あやすように云われた言葉に我に返った。

「まだ眠いんだろう？　もう一ひと眠ねむりしろ。時間になったら起こしてやるから」

「あの、いま何時ですか？」

「もう少しで七時だな」

「七時!?　すみません、僕はお先に失礼させていただきます…っ」

　予想していたよりも遅おそい時刻を告げられ、俺は慌あわてて飛び起きる。休日ではないのだから悠ゆう長ちように寝ている場合ではない。俺にはやらなければならないことがたくさんあるのだ。

　そそくさとベッドを抜け出そうとした俺に、将哉さんは不満そうな顔をする。

「何か急ぎの仕事でもあるのか？」

「僕は昨日置いてきた車を取りに行ってきますから、社長はあとからハイヤーで会社にいらして下さい」

「そんなのいつだっていいだろう。時間が空あいたら自分で取りに行ってくるさ。翠もたまにはゆっくりしたらどうだ」

「あなたにそんな暇ひまありません。車は会社の駐ちゆう車しや場じように入れておきますからね」

　どうにかして引き止めようとしてくる将哉さんにぴしりと返す。はっきりとした態度を取っておかないと、自分のほうが流されてしまいそうだから。

「つれないな。寝顔はあんなに可愛かわいかったのに」

「可愛くなくて結構です。下にハイヤーを呼んでおきますか？」

「いいよ、電車で行くから。無む駄だな経費はかけてられないしな」

　拗ねた口調が返ってきた。いまは機き嫌げんを取っている暇はないので、さらりと聞き流す。

「それは助かります。念のため、ホテルを出るときにご連れん絡らくいただけますか？」

「……ほんと、そういうとこ冷たいよな」

　将哉さんは顔だけこちらに向け、恨うらめしげな眼差しで見つめてきた。

「何云ってるんですか。そうやってふざけてる暇があるなら、少しでも長く休んでいて下さい」

「ふざけてるわけじゃないんだが……」

　ぼやく将哉さんを無視しながら、クローゼットを開ける。

「スーツはお借りしていきます。あとでクリーニングしてお返ししますので」

　昨日云っていた通り、中には上質のスーツが二つ吊つるされていた。少し小さめなほうが、俺に用意されたものだろう。

　スーツだけでなくワイシャツにネクタイ、下着に靴くつ下したと一式揃そろえられている。

「返さなくていい。それはお前に買ったものだ」

「そんな、理由もないのにいただけません」

　値段を聞かなくても、このスーツが高価なものだということくらいわかる。俺がこのレベルのものを身に着けるのは、せいぜい祝いごとの席くらいだ。

「返してもらっても俺にはサイズが合わないしな。理由が欲しいっていうなら、誕生日プレゼントってことにしておいてくれ」

「誕生日はとっくに過ぎました。それに今年はもうプレゼントもいただきましたし……」

　将哉さんは毎年毎年、俺にプレゼントを用意してくれる。今年は国産ブランドの高級時計を贈おくってくれた。一いつ介かいの秘書としては身に余る厚意だが、「従弟いとこにプレゼントを渡わたしてるだけだ。何が悪い？」と云われれば、反論のしようがない。

「じゃあ、来年のってことにしとくか。クリスマスプレゼントでもいいぞ」

「……わかりました。ありがたくいただきます」

　こうと決めたら梃て子こでも動かない人だ。今回は引き下がるしかないだろう。押し問答をしていたら、どんどん時間がなくなっていく。

「早く着てみろよ」

　そうやって急せかしてくるけれど、将哉さんは視線を逸そらそうとはしなかった。着替えを見られるくらいどうってことはないが、あんまり凝視されているのもいい気分ではない。

「……あの……」

「ん？」

「あっち向いててくれませんか…？」

「ああ、はいはい」

　いつもの調子で照れるほどのことでもないだろうと云われるかと思ったけれど、意外にもあっさりと了りよう承しようされて拍ひよう子し抜ぬけした。

　将哉さんが寝返りを打って背中を向けたことを確かく認にんしてから、バスローブを脱ぬぐ。下着を身に着け、ワイシャツに袖そでを通していると、へえと感心したような声が聞こえてきた。

「耳の後ろにほくろがあるんだな。気づかなかった」

「……ッ!?　何見てるんですか…っ」

「誘ゆう惑わくに負けて、つい」

「あなたは寝てて下さい！」

「うわッ」

　俺は脱いだバスローブを将哉さんの顔に投げつける。自社の社長にすることではないけれど、からかいモードの彼にははっきりした態度を取らないとキリがない。将哉さんのほうも俺の行動に怒おこるどころか、楽しそうに笑っている。

　俺は手早く着替えをすませてから、投げつけたバスローブを秘書の顔で拾い上げた。

「それでは、社長。お先に失礼します。遅ち刻こくなさらないようにして下さいね」










「はー……」

　俺は人事部がある四階に着いたエレベーターから降りながら、静かにため息をついた。

　気を抜ぬくと、つい将哉さんとの茶番じみた恋人ごっこを思い出してしまう。

　やっぱり俺は、姉の身代わりなのだろう。

　ただ体だけが必要なら、明かりをつけておくことに固こ執しつしなかったはずだ。

　わざわざ「消したら顔が見えなくなる」と云いっていたということは、姉に似たこの顔が必要だったに違ちがいない。

　レストランやホテルのセッティングは、そのおまけのようなものなのだろう。

　これからどうしたらいいんだろう……。

　このまま、あんな関係を続けていくわけにはいかない。だけど、どうやって終わりを切り出したらいいかわからなかった。

　キリキリと痛む胃を押さえながら、人事部を覗のぞき込んだ。パーティションに仕切られたフロアには、まだ誰もいないようだった。

「さすがにまだ誰も来てないよな」

　部長のデスクに書類だけを残して去ろうとしたところ、廊ろう下かの奥から誰かを呼び止めるような声が聞こえてきた。

「ちょっと！」

　この社内に社長秘書である俺に、そんなふうに声をかけてくる社員がいるとも思えない。自分には関係ないだろうと判断し、そのまま歩き続けた。

　だが、慌てたような声と共に小走りな足音が近づいてくる。

「なあ、待てって」

「!?」

　エレベーターホールに向かっていたら、いきなり背後から肩かたを摑つかまれた。驚おどろいて声も出せずにいると、眼鏡めがねを取られ、前まえ髪がみをかき上げられる。

「やっぱり！」

「何なんだ、いきな───」

　嬉うれしそうにしている男の顔を見て、俺は絶句した。

　人の顔を覚えることに関しては自信がある。彼は先週、バーで引っかけた一夜限りの相手だった。たしか、名前は『タダシ』。歳は俺より二つほど上だったはず。敢あえて訊きく気もなかったから、知っているデータはそのくらいだ。

　それより問題は、どうしてこいつがウチの会社のロビーなんかにいるかということだ。　>>>♥

「奇き遇ぐうだな、同じ会社だったなんて。こうして会えるなんて、やっぱり運命だよな」

　ウチの会社の社員!?　こんな男、本社にいたか……？

　いくら社の人数が多いとは云え、こういう失敗をしないように本社の社員の顔は全員頭に入れていたはずなのに、どんなに考えても思い当たらない。

　もしかして、見落としがあったのだろうか？　いや、定期的に確かく認にんするようにしているから、そんなはずは……。

　いや、いまはそんなことどうでもいい。この場を切り抜けることが重要だ。俺は眼鏡を奪うばい返し、髪を整えながら切り返した。

「すみませんが、どちらさまでしょう？」

「何惚とぼけてるんだよ。この間バーで会っただろ」

「失礼ですが、どなたかとお間ま違ちがえじゃないですか？」

「間違えてなんかない。耳の後ろにほくろがあるなんて特とく徴ちよう的だからな」

「……っ」

　反射的に耳の後ろに手をやってしまい、すぐにしまったと思った。せっかく惚けていたのに、こんな態度を取ったら彼の云うことを認めているようなものではないか。

　自分の失態を悔くやんでいると、エレベーターのドアが開いた気配がした。人事部の社員が出社してきたのかもしれない。

　このまま男と立ち話をしているところを見られたら怪あやしまれてしまいかねない。もう知らぬ存ぜぬで通すのは無む理りだろう。

「ちょっとこっちに来い！」

　俺は仕方なく男の手を摑み、慌あわてて近くのトイレに連れ込んだ。

「会社ではやめてくれ。そのくらいのこと、お前だってわかってるだろう」

「だから、こんな変装してるのか？　部署はどこだよ？　今度こそ本名教えろって」

　声を潜ひそめて文句を云う俺に、男は矢や継つぎ早に質問を投げかけてくる。

「人に訊く前に自分から話すのがマナーだろ」

「そりゃそうだな。俺は小お田だ桐ぎり唯ただ史し、今日から本社の営業一課の所属になる」

「営業って……大おお阪さかから来たやつか!?」

　差し出された名めい刺しを受け取り、やっとこいつの正体がわかった。データは頭に入れていたけれど、顔写真までは確認していなかったことを悔やむ。

「何だ、俺のこと知ってるんだ。今度はそっちの番だな」

　いま隠かくして訊き回られるわけにはいかないと思い、渋しぶ々しぶ白状する。

「榛名翠だ」

「えっ、榛名ってあの社長秘書の!?　へえ、あんたがそうだったのか」

　小田桐のほうも俺のことを知っているようだった。だけど、それは不思議ではない。女子社員には人気がなくても、若手の中では仕事ができる部類として評価されていると自負している。

「とにかく、もう俺に声をかけるな。お互たがいのためにもそのほうがいい」

　俺は小田桐に乱された髪を直しながら、冷静に諭さとす。関係したことがバレたら社会的に不利だということはお互いさまだ。

「俺は別にバレてもかまわないけど？」

「は？」

「性せい癖へきで差別されるような会社なら、こっちからお断りだし」

「なっ……」

　自分の性癖に対して後ろめたさは少しも感じていないようだった。そう思えることは個人的に羨うらやましいけれど、俺としては何があってもバレるわけにはいかない。

　社長つきの秘書ということもあるし、経営者一族の一員としても配はい慮りよした行動を取らねばならないのだ。そのために自社の社員とは関係しないよう気をつけていたのに、こんなことになるなんて。しでかしてしまった失態に青くなっていると、軽口で茶化される。

「そういう顔をされるとつけ込みたくなるな」

「ふざけるな！」

「ふざけてるわけじゃない。せっかくだから、利用しようかと思ってるだけだ」

「何云って……」

「俺と寝ねたことを誰にもバラされたくなかったら、今夜食事につき合って。あと、このへん詳くわしくないから案内してもらいたいんだけど」

　悪びれもせずに要求する小田桐に毒気を抜かれてしまう。

「心配しなくてもホテルに連れ込んだりしないって。そりゃ抱だきたくないわけじゃないけど、俺の気持ちが本気だってわかってもらいたいから、許してもらえるまで指一本触ふれるつもりはないし」

「そう云われても……」

　口調は軽かったけれど、小田桐の表情は真しん剣けんだった。だが、その真剣さが俺を困らせる。

　あの夜、小田桐にほいほいついていったのは、横顔がほんの少し将哉さんに似ていると思ったからだ。彼に対して気持ちを動かされたわけじゃない。

　体の相性も悪くなかったけれど、でも、それだけだ。今後、彼に対して好意を抱くことも、もう一度夜を共にしたいと思うこともないだろう。

「今夜は予定入ってるとか？」

「いや…」

　口くち籠ごもりながら、今日の将哉さんのスケジュールを思い出す。今夜は何の予定も入っていない。

「だったら、いいだろ？　メシくらい」

「…わかった。食事だけだからな」

　やむなく小田桐の誘さそいに乗ることにした。嫌いやなことは早めにすませてしまったほうがいい。

「じゃあ、あそこのコーヒーショップに七時な。遅おくれそうになったら、名刺の携けい帯たい番号にかけて」

　小田桐はそう云って、先にトイレを出ていった。一人取り残された俺は額を手で押さえながら、ぐったりと壁かべに寄りかかる。

　また面めん倒どうなことになってしまった……。

　仕事や親しん戚せきづき合いだけでも気苦労が絶たえないというのに、どうして次から次に問題が出てくるんだ。

「日ひ頃ごろの行いが悪いせいか……？」

　自問するようにぼやいてはみたけれど、その答えは出てこなかった。










　俺は急ぎの仕事を片づけたあと、コーヒーで一息入れているふりをしながら、パソコンで小田桐のデータを呼び出してみた。

「ふぅん、かなり優ゆう秀しゆうなんだな……」

　大阪支社ではトップクラスの成績で、本社の梃て子こ入れに異動させた社員だ。一応、人事部が軽い素行調査のようなものはしているけれど、とくに問題点は記き載さいされていない。

「つーか、この顔写真は詐さ欺ぎだろ」

　人のことは云いえないけれど、プライベートのときと印象が違ちがいすぎる。写真を見る限り、生き真面目まじめな体育会系の営業マンにしか見えない。

　それでも、写真を前もって見ておけば、バーで引っかかることもなかったかもしれないと思うと、悔やまれて仕方ない。

「おはよう、翠」

「しゃ、社長！」

　いきなり将哉さんに声をかけられ、驚おどろきに飛び上がりそうになった。いま、小さく舌打ちしていたのを見られていないだろうか。

　秘書室にいる他ほかの面々はこちらには注意を払はらっていないふりをしながらも、口元が笑っている。将哉さんが入ってきたのなら、誰か声をかけてくれてもいいものを！

　取り乱してしまったことを空から咳せきでごまかし、努めて冷静な声を作る。

「連れん絡らくいただければお迎むかえに上がりましたのに」

「小学生じゃないんだから、毎日出で迎むかえられなくても大だい丈じよう夫ぶだ」

「……そうですよね」

　どうやら昨日云ったことを根に持っているようだ。

　さりげなくマウスに手を伸のばして開いていたウィンドウを閉じようとしたけれど、その行動を訝いぶかしく思ったのか、将哉さんは素す早ばやくモニターを覗のぞき込んでくる。

　動どう揺ようのせいかマウス操作が思うようにいかず、小田桐のデータを見られてしまった。

「どうしたんだ？　社員のデータなんか見て。気になるやつでもいたか？」

「い、いえ、新しい人が大阪支社から来たのを思い出して、チェックを入れていただけです」

　慌あわててごまかそうとして、余計なことまで云ってしまう。

「そういえば、彼は今日からだったな」

「え、ええ。大阪ではかなり優秀だったとか」

　緊きん張ちようしながら将哉さんの顔色を窺うかがうが、どこもおかしいところはなくいつもと同じ表情をしている。怪あやしまれてはいないのだろうかとドキドキしていたけれど、将哉さんはそれ以上追つい及きゆうしてこなかった。

「あとでコーヒーもらえるかな」

「……っ」

　俺の肩かたをぽんと叩たたき、秘書室を出ていった。

　いったい、何をしに来たんだ……。

　将哉さんの態度は変わっていないはずなのに、前以上に接せつ触しよくが気になってしまう。そんな自分に歯は嚙がみしていると、困った様子で上村が傍そばにやってきた。

「あの、榛名さん、ちょっといいですか？」

「はい、どうかしましたか？」

「受付から連絡があったんですが、西田製作所の西田様がいらしていて、アポは取られていないようですが社長に話があるそうで……」

「ああ、西田さんですか。あの人も懲こりないな」

「総務が応対しようとしたようなんですが、社長が来なければその場から動かないと云っているようです。あまり刺し激げきするのもよくないだろうとのことで……」

「西田さんは頑がん固こな人だしなぁ」

　西田製作所はしばらく前に契けい約やくを打ち切った個人経営の工場だ。

　長いこと製品の生産を発注していた中規模の工場なのだが、経営者が息子むすこの代になってから製品に不具合が多く見られるようになってしまった。

　何度云っても改善されない上、見つからなければいいだろうと思ってやっている節があったため、やむなく契約を打ち切ることにしたのだ。

　元々、悪い評判が立ち始めてはいたけれど、ＴＡＫＡＳＨＩＮＯに切られたことがきっかけで業績はさらに悪化し、経営不ふ振しんに陥おちいってしまったらしい。

　ギャンブルに多額の金を注つぎ込んだ結果、借金に借金を重ねるようになり、闇やみ金きん融ゆうにも手を出してしまったという噂うわさもあった。もしかしたら製品の質を落として浮ういた経費を、それらの返済に充あてていたのかもしれない。

　当時、話し合いが揉もめたので取とり締しまり役やくだった将哉さんが交こう渉しように当たり、彼が多た忙ぼうなときは俺が窓口になっていた。多分、それが俺たちを逆さか恨うらみするようになった理由だろう。

　とくに歳の若い俺なら云いくるめられると踏ふんでいたのか、思い通りに動かないことに不満を覚えていたらしい。

　以前から度たび々たび、文句の電話がかかってきていたけれど、自分の主張が通らないことに我が慢まんができなくなったのか、とうとう会社まで押しかけてきたというわけだ。

「どうしましょうか…？」

「僕が行きます。ああ、そうだ。社長には云わなくていいから。僕の所在を訊きかれたら、すぐに戻もどると伝えておいて下さい」

「わかりました。あ、あの、気をつけて」

「ありがとう、ちょっと行ってきます」

　将哉さんを煩わずらわせるほどのことでもないと判断し、俺は一人で一階のロビーに出向いた。受付で訊くまでもなく、西田の所在はすぐにわかった。

　彼は来客用のソファに腰こしを下ろしながらも、きょろきょろと視線を忙せわしなく彷徨さまよわせ、貧びん乏ぼう揺ゆすりを繰くり返していた。目も虚うつろだし、顔色もいいとは云えない。

　無視して戻ってしまいたかったけれど、放置しておけば社長室まで怒ど鳴なり込んでいきそうだ。俺は腹を括くくり、西田に声をかけた。

「お待たせしました、西田さん」

「遅おせぇよ！　おい、何であんただけなんだ。社長はどうしたんだよ、社長は！」

「生あい憎にく、高篠はただいま手が離はなせません。お話なら、私が伺うかがいます」

「貴様みたいな若造に何がわかる!?　どうせ俺には時間ならたっぷりあるんだ。手が空あくまで待ってやろうじゃないか」

「ですから、予あらかじめアポイントメントを取っていただきませんと」

「それでお忙いそがしい社長さんの代わりにあんたを寄よ越こしてきたってわけか。俺を舐なめるのもいい加減にしろよ！　秘書ごときじゃ話にならねぇっつってんだよ!!」

　西田は話し合いをしているときから、よく俺のことを軽かろんじるような発言をしていた。自分よりも年若いことと男らしくない外見が気に食わないらしい。

　年下に指図されたくないという気持ちは、どうしたって消すことはできないかもしれないし、俺も信しん頼らいするには足りない外見をしているかもしれない。

　だけど、取り引きをしている会社の代表として話をしに行っている相手に、その感情を剝むき出しにして悪態をつくのは大人おとなの取るべき態度ではないと思う。俺たちがやっていることはビジネスなのだ。仕事に対して、もっと真しん摯しに向き合って欲しかった。

「いいか？　あんたたちが契約を切ってくれたせいでウチの工場は差さし押さえられたんだ！　どう責任を取ってくれるんだ!?　ええ!?」

　これはもう、苦情というよりも難なん癖くせだ。

　わざわざウチの会社を訪ねてくるのは誰かに鬱うつ憤ぷんを吐はき出したいだけなのだろうと思っていたけれど、いまの彼はすでにまともに話が通じるような状態ではないようだ。

「いますぐ社長にいま云ったことを伝えてこい！　いますぐにだ!!」

「契約を解除した理由は当時きちんとお伝えしましたよね？　その前に、何度も製品の改善をお願いしたはずですが」

　いまさら理り詰づめで説せつ得とくしても意味はないかもしれない。それでも俺は、努めて冷静に問い返す。

「そんなの知るか！　賠ばい償しよう金……そうだ、賠償金払はらえよ!!　お前らんとこには金余ってンだろ!?」

「そう云いわれましても───」

「ああくそ！　やっぱりお前じゃ話にならねぇ！　社長連れてこい社長！」

「！」

　噓うそだろ……？

　俺は西田が持っていたセカンドバッグから取り出したものに、目を瞠みはった。震ふるえる手に握にぎられた包丁を向けられ、ひやりと背筋が寒くなる。

「に、西田さん、落ち着いて下さい。そんなものを出しても、事態は何も変わりませんよ」

　とにかく西田を落ち着かせようとゆっくりと言葉をかけるけれど、彼はどんどん激げつ昂こうしていってしまう。

　どうしよう、こういう場合はどうすればいいんだ？

　幼い頃ころから誘ゆう拐かい対策としてそれなりの護身術は習わされてきたけれど、正常な思考を失った人間が振ふり回す刃は物ものはどういう動きをするかわからない。

「とにかく刃物をしまって下さい。まずはゆっくり話をしましょう」

　他ほかの社員に見み咎とがめられて騒さわぎにでもなったら、西田を刺激しかねない。どうにかして、穏おん便びんに対処したいのだが───。

「うるさい…っ、うるさいうるさいうるさい!!　俺に指図するな…っ」

　興奮に顔を紅潮させた西田は喚わめきながら腰を浮かせ、俺の顔に鈍にぶく光る刃先を突つきつけてくる。その直後、キャーという女子社員の悲鳴と共に、ロビーはパニックに陥った。

　懸け念ねんしていた通りの状じよう況きようになってしまい、俺は自分の無力さに歯嚙みする。

「みんな危ないから下がって！」

　俺はその場にいた社員たちに逃にげるように云い、警備員にはその避ひ難なんを手伝うように頼たのむ。まずは自分のことよりも、社員の安全が第一だ。

「高そうなスーツ着て、俺らみたいなのを陰かげで笑ってんだろう!?」

「……っ」

　ぶんぶんと振り回されている刃物の切っ先が掠かすめ、スーツの一部がぱっくりと裂けた。背中に冷や汗あせが伝うのを感じる。もう少し近い位置にいたら、皮ひ膚ふも切れていただろう。

「西田さん、自分が何をしているのかわかってるんですか？　後あと戻もどりできなくなってしまいますよ！」

「当たり前だろ!?　もう俺は死ぬしかないんだよ！　けど、俺だけ死ぬなんて不公平だろ？　だから、あんたも高篠も道連れにしてやろうと思ってなぁ！」

「────」

　どんな言葉も、彼の耳にはもう何も届かないようだった。

　もう、西田は普ふ通つうの状態じゃなくなっているのだろう。だらしなく薄うす笑わらいを浮かべる表情に鳥とり肌はだが立つ。うろうろと視線が彷徨さまよう目は、焦しよう点てんが合っていないようだった。

　こうなったら逃げるしかない───そう判断してソファから後ろへ転げるようにして離れたけれど、西田はソファを土足で乗り越こえ、俺に迫せまってくる。

「は、榛名さん！」

　社員の安全確保を終えて戻ってきた顔見知りの警備員が、俺の姿を見て悲鳴じみた声を上げた。愛あい想そうがよく親切な人物だけど、警備員としてはまだ経験が浅い。

　多分、暴漢一人ならどうにでも処置できるのだろうが、刃物の先に俺がいるせいで対処方法が見つからないのだろう。こんなとき、警察ＯＢである彼の上司がいてくれればよかったのだが、今日は残念ながら勤務の日ではないようだ。

　やっぱり、自分で何とかするしかない。

　一か八かで懐ふところに飛び込んで、西田を押さえ込めば軽傷ですむだろうか。このまま追い詰つめられていたら、そのうち逃げ場を失い、どうすることもできなくなってしまう。

「榛名さん、いま警察を呼びました！　応おう援えんもすぐ来ますから…っ」

「余計なことすんじゃねぇよ！　こいつがどうなってもいいのか!?」

「ひっ」

　鬼き気き迫せまった表情で恫どう喝かつする西田に、若い警備員は短い悲鳴を上げた。

　その瞬しゆん間かん、俺は警備員のほうを向いた西田に飛びかかり、包丁を握った手を摑つかむ。刃物さえ奪うばってしまえば、あとは何とかなるだずだ。

「お前……っ、くそ、離せ、離せよ……ッ！」

　何も持っていなければ投げ飛ばすこともできたけれど、刃を向けられた状態ではなかなタイミングが摑めない。常じよう軌きを逸いつした状態の西田の力は信じられないほど強かった。

「離せっつってンだろ！」

「く…っ」

　しばらく揉もみ合っていたけれど、腹部に蹴けりを入れられ、床ゆかに跳はね飛ばされてしまった。一いつ瞬しゆんにして形勢が逆転し、背中を冷や汗が伝う。

　せっかくのチャンスを逃のがしてしまったことに歯は嚙がみする。

「ふざけた真似まねしやがって……どうやら早く死にたいみたいだなぁ……？」

　尻しり餅もちをついた状態でじりじりと窓まど際ぎわに追い詰められ、振り上げられた刃物が頭上で光る。

「……ッ」

　もうダメだ───。

「翠！」

「ぐぁ…っ」

「え……？」

　何故なぜ、将哉さんの声が聞こえてきたのだろうと不思議に思ったその瞬間、西田の体が横に吹ふっ飛んだ。

　え……何でここに……？

　視線を上げた先には、高く足を上げた状態の将哉さんの姿があった。どうやら、回し蹴りが西田の胴どうに入ったようだ。俺と警備員ばかりを意識していた西田には、将哉さんの気配は感じ取れなかったのだろう。

　将哉さんも俺と同じように昔から護身術を習っており、学生の間は合気道と空手の道場に通っていた。最近は稽けい古こをつけていないようだったが、技の切れは落ちていないらしい。

「うわああああっ、全部お前らが悪いんだぁッ!!」

　床に倒たおれ込んだ男は最後の足あ搔がきで刃物を大きく振り回す。その刃先は、将哉さんの手の甲こうを一文字に切り裂さいた。

「将哉さん!?」

　滴したたり落ちる真っ赤な血の色に、背筋が寒くなる。

「まったく……いい加減にしろ！」

「いッ……てええぇええ！」

　将哉さんはすぐに西田の手首を蹴って刃物を遠くに飛ばすと、その手を床に踏ふみつけた。勝敗がついたところでやっと及および腰ごしになっていた警備員が男を取り押さえ、事態は収拾した。

「血…血が……止血しないと！」

　俺はしばらく呆ぼう然ぜんとしていたけれど、将哉さんの手から滴り落ちる血液に我に返り、慌あわてて駆かけ寄った。

　そして、ハンカチを取り出し、止血のために将哉さんの手にキツめに巻きつける。だけど、水色のハンカチはみるみるうちに赤く染まっていった。

「どうしよう、止まらない……あ、あのっ、血液型一いつ緒しよでしたよね？　輸血するなら俺の血を…！」

「大だい丈じよう夫ぶだ、落ち着け。俺は平気だ、この血もすぐに止まる」

「将哉さん……」

　悪びれない笑え顔がおに、力が抜ぬける。将哉さんは無事だったほうの手で、俺の頭を撫なでてくれた。その優やさしい感かん触しよくにほっとしかけたけれど、現状を思い返して将哉さんを怒ど鳴なりつける。

「あなたはこの会社の社長なんですよ！　何で降りてくるんですか！」

「翠が大変だって云われたら、駆けつけるに決まってるだろ」

「バカ云いわないで下さい！　本当に何を考えてるんですか!?　あなたに何かあったら俺はどうしたら……っ」

「こんなの掠り傷だよ。そんなことより、翠が無事でよかった。もう大丈夫だから、泣くな」

「え…？」

　目元を指で拭ぬぐわれ、自分が泣いていたことに初めて気がついた。ぐしゃぐしゃと頭を撫でられると、堪こらえようとした涙なみだがさらに溢あふれ出てきてしまう。　>>>♥

　せめてしゃくり上げないようにと唇くちびるを嚙かみしめていると、やがてパトカーと救急車のサイレンの音が聞こえてきた。










「本当に申し訳ありませんでした…っ」

「もういいって。お前は何も悪くないだろう」

　俺は何度目かわからない謝罪の言葉を繰くり返した。

　将哉さんの怪け我がは幸い軽傷ですんだ。だが、利きき手である右手を怪我してしまったため、しばらくは日常生活にも支障が出そうだ。

　手当てをし、簡単に警察に調書を取られたあと、昼近くになってようやく社長室に戻もどってこられた。警察に取り押さえられた西田は、往生際悪く暴れ続け、俺や将哉さんに対して恨うらみ言を繰り返していた。

　工場を継ついだばかりのときは熱意に溢れ、使命感に燃えていたと聞く。どうしてあんなふうになってしまったのだろうか。どうして最後までがんばろうとしなかったんだろう。

　とにかく、騒そう動どうのお陰かげで今日のスケジュールは台なしだ。将哉さんの怪我も含ふくめて、早いところ調整をしなければ。

　自分がもっと上手うまく対処できていれば、将哉さんに怪我をさせることもこんな大おお騒さわぎになることもなかったのにと思うと、情けなくてたまらない。

　しつこいようだけれど、何度謝っても足りない気がする。

「日常生活で困ることもあるでしょうから、僕にできることがあったら何でも云って下さい」

「本当に何でも？」

　俺の申し出をしつこく念を押してくる。怪我をさせられて不便になったにもかかわらず、将哉さんは何故なぜだかやけに上じよう機き嫌げんだ。

「え、ええ……」

「そういえば、腹減ったな。今日の昼はどうなってたんだっけ？」

「昼はＭ社の川村様とお食事の予定があったんですが、本日はキャンセルさせていただきました。怪我が治るまで利き手が不自由でしょうし、会食は控ひかえていただいてよろしいですか？」

「つまり、決まってないってことだな。よし！　じゃあ、これから社食に行こう」

「は？　社食ですか!?」

　将哉さんは昼の会食の予定のない日は、できるだけ社員食堂で食べるようにしている。ウチの会社の食堂の食事が美味おいしいからという理由もあるようだが、そのほうが社員との距きよ離りがなくなり、気軽に意見を云いやすいだろうとの配はい慮りよもあるようだ。

　だが、よりによって手に怪我をしているときに行くことはないだろう。

「今日は控えたほうがいいのでは……。食べたいメニューがあるようでしたら運んできますし」

「今朝の騒さわぎが社内で噂うわさになってるだろうからな。口で説明するより、無事な姿を見せといたほうが社員も安心するだろ。噂に変な尾お鰭ひれがついても困るしな」

「はぁ」

「それに異動してきた社員の顔も確かく認にんしておきたいんだ。初日くらい、社食で食べてるだろう」

　もっともらしい理由を告げられ、反論できない。将哉さんは取とり締しまり役やくだった頃ころまでは派は遣けんも含めた社員の全員を把は握あくしていた。

　社長になったいまではなかなかそこまで手が回っていないのだが、気にかかってはいるのだろう。しかし、俺にとって気がかりなのは怪我した手だ。

「今日の定食は何だ？」

「たしか、ハンバーグと牡蠣かきフライだったかと……って、社長、本気で社食に行くつもりなんですか？」

　将哉さんの云っていることは理解できるけれど、今日くらいは自重して欲しい。

　この人は仕事に関しては敏びん腕わんで頭が切れすぎるくらいなのだが、それ以外では時折わけのわからないわがままを口にする。

「もちろん。さすがに腹が減ったしな」

「だいたい、その手でどうやって食べるつもりなんですか。無理して使ったら、傷が開いちゃいますよ！」

「だから、お前も一緒に行くんだよ」

　将哉さんはそう云って、思わせぶりにニヤリと笑った。

「は？」

「怪我が治るまで、何でもしてくれるんだろう？」

「えっ、もしかして僕が食べさせるんですか!?」

　しかも、それを人前でやらなければいけないのかと思うと、そう簡単には承しよう諾だくできない。何とかして考え直してもらえるよう説せつ得とくしたいのだが、すぐには上手い言葉が出てこなかった。

「他に方法があるか？」

「左手で食べる…とか……」

　様子を窺うかがいながら告げると、将哉さんは左手で頰ほお杖づえをついてわざとらしく不ふ機き嫌げんな表情を浮うかべる。

「冷たいんだな、翠は。俺が社員の前でみっともなく零こぼすところを見られてもいいわけだ。さっきは涙まで零して俺の心配をしてたのに」

「～～～っ、わかりました！　わかりましたよ！」

　だったら社員食堂になど行かなければいいだろうと返しても、堂どう々どう巡めぐりをするだけだ。俺は半ば自棄やけになって将哉さんの要望を受け入れた。

「よし、じゃあ混む前に行くか。早く行かないと定食が売り切れるしな」

「……かしこまりました……」

　浮かれた様子で席を立ち、さっさと歩いていってしまう。

　軽い足取りの将哉さんを追いかける形で連れ立って行った社員食堂は、暴漢に襲おそわれたという社長が元気な姿で現れたということで、予想通り騒そう然ぜんとなった。

「社長！　お怪我は大丈夫なんですか？」

「ああ、掠かすり傷程度だよ。心配させてすまなかったな」

「お大事になさって下さいね」

「ありがとう」

　カウンターまでの短い距離の中、そんな遣やり取りが幾いく度どとなく繰り返される。食堂の料理人にまで噂が巡っているようで、早く怪我が治るようにと大盛りのご飯を出してきた。

　気を利きかせた社員たちによって窓まど際ぎわの特等席が用意され、見せ物さながらに席に着く。

「翠、お前のぶんはいいのか？」

「あとでいただきます。だから、さっさと食べて下さいね」

「善処しよう」

「……何から食べるんですか」

「うーん、そうだなー」

　腹を括くくって、将哉さんに親鳥さながら食事を食べさせる。一いつ瞬しゆん静かになった食堂内は誰かが噴ふき出したのにつられるようにして、抑おさえた笑い声が広がっていった。

　やっぱり、笑うよな……。

　注目を浴びて恥はずかしくてたまらない俺とは対照的に、将哉さんは心底楽しそうだ。

「次はハンバーグがいい。やっぱり、翠は箸はし遣づかいが綺き麗れいだな」

「恐おそれ入ります」

　嬉き々きとして指示を出しては口を開けて待っている将哉さんを見て、横を通っていく社員たちがくすくすと笑っている。

　もう勘かん弁べんして欲しい。これではまるで罰ばつゲームのようだ。

　そうは思っても顔に出すことはできない。うんざりしながらも無心を装って将哉さんの口元に箸を運んでいた俺は、視界の端はしに映った小田桐の姿にぎくりとなった。

　顔を合わせたくなくてわざと視線を逸そらすと、将哉さんが入り口のほうへと顔を向けた。

「彼が新しく営業に配属された小田桐くんじゃないか？」

「……多分、そうだと思います」

　今朝は大して気に留とめていないふうだったのに、しっかり覚えていたらしい。小田桐のほうも俺たちの姿を見つけ、近寄ってきた。

「お食事中失礼します。今日から本社に配属になりました、小田桐と申します」

　小田桐は自分から将哉さんに挨あい拶さつをしてきた。朝、俺に見せた態度とは大おお違ちがいだ。

「君が小田桐くんか。とても優ゆう秀しゆうだと聞いてるよ。慣れるまで大変かとは思うが、大阪支社での活かつ躍やく以上を期待してる」

「はい、精せい一いつ杯ぱいがんばります。ところで社長、お怪け我がのほうはいかがですか？」

　問いかけに、将哉さんは包帯を巻いた右手をひらひらと振ふって見せた。

「不便でたまらないが、軽傷で助かった。一週間もすれば治るらしい。まあ、早く治って欲しいのは私よりも、彼のほうだろうけどね」

「……っ」

　いきなり話の矛ほこ先さきを向けられ、心臓が大きく跳はねた。思わず顔が引き攣つりそうになるのを必死に抑え、ポーカーフェイスを装う。

　平常心、平常心。

　ドギマギしながらそう心の中で唱えていたら、小田桐が先に声をかけてきた。

「秘書課の榛名さんですよね、よく存じてます。大阪支社でも有名でした」

「……恐れ入ります」

　はらはらしつつ、初対面を装うべく眼鏡めがねがずれたのを直すふりをしながら作り笑いを浮かべる。そんな俺とは対照的に、将哉さんは楽しそうに話に食いついた。

「へえ、そうなんだ。有名ってどんなふうに？」

「しゃ、社長！」

　そんな下らない噂うわさ話ばなしの類たぐいを嬉うれしそうに聞かないでもらいたい。困こん惑わくする俺をよそに、何故なぜか小田桐も得意げだ。

「若いのに遣り手だって。社長が唯ゆい一いつ頭が上がらないのが、榛名さんだって聞いてます」

「それは的確な評判だな」

　将哉さんは小田桐の明け透すけな言葉に大笑いしているが、俺は気が気ではなかった。

　誰だ、そんなバカな噂を流してるのは……。出所を見つけて絞しぼり上げなくては。

　とにかく、いつまでも話の種になっていたくはない。いい加減、自分の話題から逸れて欲しくて注意を促うながした。

「社長、笑ってないで食べて下さい。僕が食事抜ぬきになってしまいます」

「おっと、そうだったな。すまんすまん」

「お時間取らせてすみませんでした。そろそろ失礼します」

　俺の機嫌が悪くなったのを悟さとったのか、小田桐もそそくさと去っていく。

　まったく、何を考えてるんだ。

「何がおかしいんですか？」

　くすくすと笑い続ける将哉さんを睨ねめつけると、わざとらしく肩かたを竦すくめて云いった。

「やっぱり頭が上がらないな」

「無む駄だ口ぐちはいいから、早く食べて下さい」

「はいはい。しばらく面めん倒どうだと思うが、よろしく頼たのむな」

「……はい」

　医者には全治一週間と云われたそうだ。あと一週間、この生活が続くのかと思うと、気が遠くなりそうだった。










　何でもすると云った手前、プライベートでの世話役も引き受けることになってしまった。

　掃そう除じ洗せん濯たくは元々週に数回、家政婦さんに来てもらっているから問題ないが、着き替がえまで手伝ってもらうわけにはいかない。

　こんなとき妻や恋こい人びとがいれば問題ないのだろうが、将哉さんには残念ながらそういう存在はいない。そもそも、恋人がいれば俺がああいうことをする必要もないのだから、いまさら「もしも」を考えても仕方がないだろう。

　将哉さんを自宅まで送り届けた俺は着替えを手伝い、包帯を巻いた右手をビニール袋ぶくろで保護してから浴室へと放り込んだ。さっさとやるべきことを終わらせて、家に帰るために。

　以前なら幸運だったと運命に感謝していただろうシチュエーションが気まずいのは、いまの微び妙みような関係のせいだ。

　今日、ここにいるのは怪我をさせてしまった償つぐないのため。別に緊きん張ちようすることはないのだと自分にそう云い聞かせて、俺は必死に秘書の顔を作る。

「僕は食事の仕し度たくをしておきます。あとで体を流しに来ますから、温まったら呼んで下さいね」

「はいはい、わかったわかった」

「返事は一回で結構です」

　乳白色に濁にごるお湯に浸つかる将哉さんの体はどこから見ても逞たくましく引き締しまり、皮ひ膚ふはまるで鞣なめした皮のようだ。

　不自然に目を逸らしていたら意識しているのがバレてしまうと思い、平静を装いながらまっすぐ見つめ返す。入にゆう浴よく剤ざいを入れておいてよかった。

「将哉さんもちゃんと百数えて下さいよ」

　照れ隠かくしにそう厳命して将哉さんを浴室に一人残し、俺は夕食の準備を始めた。準備といっても、途と中ちゆうで買ってきた惣そう菜ざいを皿に移し、ご飯を炊たくだけだ。

　もちろん、味噌みそ汁しるもインスタント。男子厨ちゆう房ぼうに入らずな家で育ったせいで、料理はからきしなのだ。少しは練習したほうがいいと思うのだが、なかなか時間が取れないのが悩なやみの種だ。

「そうだ、スーツをかけとかないと」

　部屋の中をばたばたと動き回っていた俺は、ふと今朝交かわした約束を思い出した。

「しまった、あいつに連れん絡らくすんの忘れてた……」

　夜、小田桐を食事に連れていくことになっていたのをすっかり失念していた。そんなに遅おそい時間ではないので──怪我を理由に将哉さんごと早退させられたのだ──まだ会社にいるかもしれない。

　電話で云い訳をするのも億おつ劫くうだったので、メールですませることにした。押しつけられた名めい刺しの裏側に書かれたアドレスを入力し、メッセージを打つ。

「メシ食いに行くのはまた今度、今日は忙いそがしい……っと」

　メールを送ってから洗せん濯たく機きを回して、リビングに戻もどってくると携けい帯たい電でん話わのランプが点灯していた。ぱくんと開いて届いたメールを開いてみる。

『社長のお世話だろ？　メシはいつでもいいけど、忘れるなよ』

「何で知ってるんだよ、そんなこと！」

　思わず呟つぶやいた言葉そのままでメールを返信すると、またすぐに手の中の携帯電話が震ふるえた。

『会社のやつなら、みんな知ってるって。がんばって』

「……妙みようにむかつくな」

　一人でぼやいていたら、バスルームにいる将哉さんからお呼びがかかった。

「翠ー？　そろそろいいか？」

「はぁい！　いま行きます！」

　俺は携帯電話を自分のカバンの中に戻してジャケットを脱ぬぐと、バスルームへと急いだ。

「手は濡ぬらしてませんよね？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。百どころか五百は数えたぞ」

「えっ、本当に数えてたんですか？」

「お前が数えろって云ったんだろう」

「まあ、そうですけど……」

　本当にやるとは思わなかった。そう云うと拗すねられそうだったので言葉には出さず、代わりに事務的に告げる。

「まずは髪かみを洗いますから、頭だけこちらに出して下さい」

「こうか？」

　将哉さんは浴よく槽そうの縁へりに身を乗り出すようにして頭を下げる。年ねん齢れいも身長も差があるため、こうして頭の天辺てつぺんを見下ろすことはなかなかない。

　そういえば、幼い頃ころに将哉さんに髪を洗ってもらったことはあったけれど、逆の立場は初めてだ。珍めずらしいシチュエーションにちょっとドキドキしてくる。

「じゃあ、お湯かけますよ。目は瞑つぶってて下さいね」

　ワイシャツの袖そでとスラックスの裾すそを捲まくり上げ、シャワーのお湯の温度を調整する。美容院でしてもらうときのようにシャンプーを泡あわ立だてていく。

「痒かゆいところはありますか？」

「もうちょっと後ろ……そこより右寄りかな」

　お約束として訊たずねたのだが、細かな指示が返ってきた。

「このへんでいいですか？」

「そうそう、あと左側の耳の上辺り」

「え、ここらへんですか？」

「うん、そこそこ」

　云われるがままに一いつ生しよう懸けん命めい指を動かしていたら、将哉さんがくすりと笑った。

「何ですか？」

「まるで新しん婚こんみたいだなって思ってさ」

「なっ…何云ってるんですか！」

　俺が狼狽うろたえると、将哉さんは楽しそうに笑い声を上げる。だけど、俺は一いつ緒しよになって笑うことはできなかった。

　……新婚、か。

　あんな形で姉との結けつ婚こんが破は綻たんしたせいで、将哉さんは新婚生活に憧あこがれているのかもしれない。そう思うと、一層胸むな苦ぐるしさを感じるばかりだ。

　そんな気持ちを押し隠しながら、できるだけ素そっ気なく告げる。

「今日は早めに寝ねて下さいね。僕だって、家に戻りたいんですから」

「泊とまっていかないのか？」

「泊まりません。まだ流してないんだから頭上げないで下さい」

　驚おどろいたように顔を上げた将哉さんにきっぱりと告げ、今度は力ずくで頭を下げさせる。まだ泡あわを流していないのだ。

「夜中にトイレに行きたくなったらどうするんだ」

　将哉さんは大人おとなしく俺にされるがままになりながら、理由にならない理由で反論してくる。

「トイレくらい一人で行って下さい、っていうか、さっき一人で行ってたじゃないですか！」

「万が一酷ひどく痛んだら困るじゃないか」

「そんなに心配なら、いまからでも入院しますか？　完全看護の病室を押さえますよ」

　シャワーのお湯で髪の泡を洗い流しながら、提案をする。医者も入院は必要ないと云いっていたのだが、この調子なら病院に押し込んでおいたほうがいいかもしれない。

　むしろ、そうしてくれたほうがありがたい。将哉さんの傷にもいいし、何より俺の精神衛生にもいい。

「病院の臭においが好きじゃない」

「…………」

　頭が痛くなってきた気がする。仮にも大だい企き業ぎようの社長という立場なのだから、少しは言葉を選んで欲しい。そう説教しようと口を開きかけると、左手で濡れた髪をかき上げながら将哉さんが顔を上げた。

「お前に面めん倒どうかけてるのはわかってる。今日だけでいいから泊まっていってくれないか？」

　殊しゆ勝しような口調と真しん摯しな眼まな差ざしに、心臓が大きく跳はねる。

「頼たのむよ。今日は何もしないから」

「なっ、何もって、怪け我が人が何を云ってるんですか！」

「なあ、いいだろ今日くらい」

　こうやって頼まれると断れないのを知っててやってるんだろう。頭ではわかっていても、強く突つっぱねることはできなかった。

「……今日だけ、ですよ」

　結局は将哉さんのわがままを聞いてしまう自分自身に、俺はため息をつくしかなかった。
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　あの事件から一週間、将哉さんの怪我もだいぶよくなり、事件の余よ韻いんも社内からは消えつつあった。何だかんだと引き止められ、ほぼ毎日将哉さんの部屋から出社する生活を送っていたけれど、それももう今日で終わりにしても問題ないだろう。

　何が一番辛つらかったかと云えば、茶番としか云いようのない新婚ごっこだ。将哉さんは相当結婚生活というものに、夢と憧れを抱いだいていたようだ。

　伴はん侶りよ役としての務めは、当然ベッドの上でも求められた。傷が開くと諫いさめれば奉ほう仕しを要求され、最終的にはいいようにされるのがオチだった。

　俺たちが恋こい人びと同士だったら、呆あきれつつも楽しむことができたかもしれない。だけど、自分の立場を鑑かんがみれば虚むなしさが募つのる一方だった。

　将哉さんが憧れていた新婚生活は本来、姉と送る予定だったのだから……。

「……って、いつまでもうじうじしてても仕方ないよな」

　溜たまった雑務をさっさと片づけておかないと。反省し、無意識のうちに止まってしまっていた手を動かそうとしたら、内線が鳴った。素す早ばやく左手で受話器を取り、メモ帳を引き寄せる。

「はい、秘書室です」

『翠か？　私だ。いまいいか？』

「どうかなさいましたか？」

　内線電話をかけてきたのは義昭叔父おじだった。その口ぶりから察するに俺に用があるようだが、叔父の用事はほとんどが厄やつ介かいごとだ。

『いや、うん。この間、話しておきたいことがあるって云っていただろう？』

「ええ、そんなことを仰おつしやってましたね」

　いまのいままで、そんなことすっかり忘れていた。気のない返事をする俺を気に留とめることなく、叔父は勿もつ体たいつけた口調で云ってくる。

『やっぱり、お前には云っておいたほうがいい。こんなことをお前に云うべきじゃないとは考えたんだが、何も知らずにいるのも不ふ憫びんに思えてな……』

「はあ……」

　前置きはいいから、早く云って欲しい。だが、ここまで演技がかった態度を取っているとなると、相当大きなネタを握にぎっているということだろうか？

『できたら、私の部屋まで来てもらいたいんだ』

「いまですか？」

『ああ、できるだけ早いほうがいいな。二人で話をしたいんだ』

「でしたら、これからそちらに伺うかがいます」

　幸い、急ぎの仕事は抱かかえていないし、将哉さんの出席している会議はあと一時間は終わらないはずだ。

『ああ、待ってるよ。そうだ、このことは将哉には内ない緒しよにしておいてくれ』

「え？」

『じゃあな、待ってるぞ』

　最後につけ加えられた言葉の深意を問おうと訊きき返したけれど、慌あわただしく通話を切られてしまった。

「……何なんだ？」

　叔父が何かを企たくらんでいて、俺を自分の陣じん営えいに取り込みたいというのはわかる。だが、本気でそれが可能だと思っているのだろうか？

　客観的に見たって、兄弟のように育った俺に将哉さんを裏切らせることができるとは考えられないだろうし、いまだって忠誠心の厚い秘書だと周囲には思われている。

　何か確信の持てる材料があるとしたら別なのだが───。

「！」

　ふと思い浮うかんだ可能性にはっとする。

　叔父がもし、将哉さんの足を引っ張るようなネタを摑つかんでいたとしたら困ったことになる。

　将哉さんに限って、弱みや醜しゆう聞ぶんなんてどこを突つついても出てくるはずはないと信じているけれど、万が一ということも考えられる。

　というか、将哉さんのウィークポイントを敢あえて挙げるなら俺だ。

　秘書であり従弟いとこである立場上、一緒にいても不自然には思われないだろうけれど、いつ叔父に尻尾しつぽを摑まれるかわからない。

　もしも、叔父が俺たちの関係をどこかで嗅かぎつけたのだとしたら───いや、そんなことはありえない。人目につくところでは怪あやしまれるような行動は取っていないはずだ。

　それにそんな情報を握っていたら、叔父は俺ではなく将哉さんに直接脅おどしをかけるだろう。

　余計な心配をしておどおどとしているほうが、隙すきを与あたえることになってしまう。むしろ、こっちが叔父の企みを見み抜ぬくつもりでいないでどうする。

　俺は自分に気合いを入れる意味でネクタイを締しめ直し、専務室へと向かった。

　重厚な扉とびらをノックし、「どうぞ」という返事のあとに中へと入る。

「失礼します、翠です」

　社長室の半分ほどのこの部屋には、叔父の私物である金きん縁ぶちの額装の絵画や高価な壺つぼが飾かざってある。役員に与えられる備品はどれも同じもののはずなのに、専務室だけは趣しゆ味みの悪さが否いなめない。

「よく来たな、翠」

　呼び出しに応じた俺に、叔父は相好を崩くずす。いままででは考えられない応対が気持ち悪い。

「お待たせしました。それで、お話というのは……」

「まあ、そこに座れ。立ち話も何だろう」

「はい、失礼します」

　手前にある応接セットに座るよう促うながされる。俺の正面に腰こしを下ろした叔父は、ごほんと咳せき払ばらいをしてからおもむろに切り出した。

「いまから私が云うことにショックを受けるかもしれないが、心の準備はいいか？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです」

　前置きが大おお袈げ裟さすぎる気がしたけれど、そう云うと叔父の機き嫌げんを損そこねてしまうかもしれない。俺はわざとらしく声を潜ひそめて返事した。

「いいか、よく聞け。実はな……茜が駆かけ落ちしたのは、将哉が唆そそのかしたせいなんだ」

「……は？」

　突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、俺は眉まゆ根ねを寄せた。これはもう驚おどろく以前の問題だ。

「結けつ婚こん式当日に駆け落ちしたのは、将哉も承知の上だったってことだ。むしろ、あいつが計画を立てたんじゃないか？」

「叔父さん、何を云ってるんですか？　そんなことありえないでしょう。だいたい、将哉さんが何でそんなことしなくちゃいけないんですか」

「理由なんてわからんよ。私だってそれを知りたいくらいだ」

「…………」

「お前が信じたくない気持ちはよくわかるが、あいつが私たちに噓うそをついていることは紛まぎれもない事実だ。あいつがどういうつもりだったのかは、まだわからんがな」

　叔父の云いっていることは信じがたいけれど、根こん拠きよもなしに云っているわけでもなさそうだ。

「……何か根拠はあるんですか？」

「もちろん。だが、私の口からあれこれ聞かされるより、自分の目で見たほうがいいんじゃないか？」

　叔父の勿体ぶった口調は変わらない。俺は苛いら々いらとした気持ちを抑おさえて問いかける。

「どういうことでしょうか…？」

「お前は将哉の秘書だろう？　パソコンでも携けい帯たいでも見ようと思えば簡単だろう、将哉のいない社長室に入れるのは、お前だけなんだから」

「そんなこと、できるわけないじゃないですか！」

　叔父の云わんとしていることがわかり、思わず声を荒あららげた。プライベートなものを盗ぬすみ見みるなんて、将哉さんを裏切る以前の倫りん理り的な問題だ。

「どうやら、いまでも連れん絡らくを取り合っているらしいから、茜の居所もわかるかもしれないぞ」

「姉さんの……」

　そういえば、将哉さんはやけに親しげに電話をしていたことがあったけれど、あのときの相手は姉だったのではないだろうか。

「できないのなら別にかまわんよ。私の云うことを信じるか信じないかはお前次し第だいだ。ただ、一度生まれた疑念を抱いだいたまま将哉の傍そばにいることができるならな」

「……っ」

　いまの俺には、将哉さんを疑う気持ちは微み塵じんもないとは云いきれなかった。動どう揺ようを隠かくしきれず視線を泳がせる俺に、叔父は憐あわれみの目を向ける。

「私に話がしたくなったら、またここへ来てくれ」

　専務室を送り出され、半ば呆ぼう然ぜんとした状態で秘書室へと戻もどる。ふらふらと歩きながら、俺は迷っていた。

　あの携帯電話を見れば、このもやもやとした気分を晴らすことができるかもしれない。だけど、それだけのために盗み見をするのは気が咎とがめる。

　そもそも真実を知りたかったら、将哉さんに直接訊けばいいだけの話だ。だけど、ストレートに訊たずねて本当のことを教えてもらえるのだろうか。

　もしも、将哉さんが姉と連絡を取っているのだとしたら、俺に何も云わないのはおかしい。俺も両親も姉の行方ゆくえについて気にかけていることを知っているはずだ。

　すっかり叔父の策略にはまっていることは自覚していたけれど、いつものように自分を律することができないのは、姉のことが絡からんでいるせいだろう。

「────」

　……アドレス帳を見るだけなら。それくらいなら。

　ごくりと唾つばを飲み込み、緊きん張ちようでからからに渇かわいた喉のどを潤うるおした。

　書類を持っていくふりで社長室に入った俺は、デスクの引き出しに入っている将哉さんの携帯電話を取り出した。着信に煩わずらわされるのは嫌いやだからと、会議のときはここに置いていくのだ。

　後ろめたさを抱きつつも、ごめんなさいと心の中で繰くり返しながら急いでデータをチェックする。

「……噓、だろ……」

　アドレス帳の一ページ目には『茜』という名前が登録されていた。震ふるえる指でボタンを押し、その名前に登録されているデータを呼び出す。

　画面に現れた数字の並びから、その電話番号が海外のものだということがわかった。併へい記きされていたメールアドレスも日本のドメインではない。

　もしかしたら、同じ名前の他人なのかもしれない───一いつ瞬しゆん、脳のう裏りを過よぎったそんな期待はすぐに打ち消された。

　メールアドレスのユーザー名として使用されているアルファベットには、名前のあとに四桁けたの数字が続いている。これは姉の誕生日だ。

　やはり、将哉さんは姉の居場所を知っていて、俺に黙だまっていたということだ。あの電話のときの親しげな口調も愛いとおしむような笑え顔がおも姉へ向けられていたものだったに違ちがいない。

　叔父の云っていることが本当なら、将哉さんは何を考えて姉を送り出したのだろう？

　愛しているからこそ、彼女の願いを叶かなえようとしたのだろうか。

「まだ、好きなのかな……」

　……自分は所しよ詮せん、身代わりにすらなれないのだろうか？　一時の慰なぐさめくらいになれればと思っていたけれど、それすらおこがましい願いだったのかもしれない。

　昔から、どんなにがんばっても姉には敵かなわなかった。美しく、天てん真しん爛らん漫まんで聡そう明めいな彼女は周囲の全すべての人間に愛された。そんな姉を誇ほこりに思っていたし、大好きだった。

　だけど、それと同時に大人おとなたちにとって理想そのものである姉が羨うらやましくもあった。

　マイノリティな性せい癖へき故ゆえか、必要以上に人目を気にしてしまう自分が嫌だったし、両親の思い描えがく将来像を叶えることができないであろうことも後ろめたかったから。

　そして何より、俺がどんなに欲ほつしても手に入れられない幸せを簡単に打ち捨てていったという事実がショックだった。

　彼女なりの悩なやみや決意があったんだろうと頭では理解できる。だけど、心はどうにもならなかった。

「……っ」

　呆然としていた俺は、ポケットの中で震え出した携帯電話にびくりとなった。

　会議が終わる予定の時間をタイマーでセットしておいたのを思い出し、急いで将哉さんの携帯電話を引き出しへと戻す。

　室内を整えてから秘書室へと戻り、通常業務を再開した。

　将哉さんが戻ってくるまでに、気持ちを落ち着けておかなければ。どんなに動揺していても、俺はあの人の秘書なのだから。










「お待たせ」

　駅前のロータリーでタクシーを降り、手持ち無ぶ沙さ汰たで待っていた小田桐の許もとへ歩み寄る。声をかけると、ほっとした様子で破顔した。

「やっと来たか。また約束をすっぽかされたかと思った」

「道が混んでたんだよ。ほら、行くぞ」

　将哉さんを会食の予定が入っているレストランまで送っていったのだが、そこへの道すがら思っていたよりも時間がかかってしまったのだ。

　行きも帰りも渋じゆう滞たいに捕つかまってしまい、だいぶ時間をロスしてしまった。待ち合わせの相手が小田桐だったから、別段焦あせることはなかったけれど。

「今日は社長の世話はいいのか？」

「もう傷もほとんど治ったし、今日の仕事はもう終わりだ」

　いつもなら食事がすむまで控ひかえているのだが、今日の会食の相手であるＪ社の女社長はいつも人がいると落ち着いて話ができないと云って、自分たち以外の人間は下がらせるのだ。

　それがただの云い訳であることは、誰しも承知の上だ。人前では取り繕つくろっているけれど、将哉さんを狙ねらっているのが見え見えだ。

　毎度、そんな人と二人きりにする不安に後ろ髪がみを引かれつつ辞してくるのだが、今日に限っては都合がよかった。将哉さんに知られることなく、出かけることができる。

　出かけるといっても、この間キャンセルすることになった小田桐との約束の埋うめ合わせだから楽しいことなんて一つもないけれど、いまは将哉さんと二人きりのほうが息が詰つまる。

　そういう意味では、息いき抜ぬきになっているかもしれない。

「暗い顔してんな。仕事は終わったんだから、もっと気楽にしろよ」

　憂ゆう鬱うつな気持ちが顔に出ていたのか、横から小田桐の手が伸のびてきたかと思うと、するりとネクタイを引き抜ぬかれてしまった。

　そして、そのネクタイは小田桐のポケットに収まってしまう。

「おい、何するんだよ。返せって」

「こんなもん窮きゆう屈くつに締しめてるから、辛しん気きくさい顔になるんじゃねぇの？」

「うるさい、余計なお世話だ」

「何なら、今夜、慰めてやろうか？　俺たち、体の相性は悪くなかったと思うけど」

　不ふ機き嫌げんな顔で云いい捨てた俺に、わざとらしいほどに甘く囁ささやいてくる。だが、そんなものでトキめくはずもなく、白々しく感じるだけだ。

「お断りだ。云っただろう、俺は会社の人間とは寝ねないって。そんなことより、俺のネクタイ返せよ」

「保険として預かっておく。帰りに返してやるよ。とりあえず、美味うまい店に連れてってもらおうか？」

「だから、いまそこに向かってるんだろう。誰にも教えたことのないとっておきのところなんだから、他言するなよ」

「マジで？　期待してるからな」

「約束通りつき合ってやったんだから、会社ではもう声をかけるなよ」

「わざわざ避さけるのも怪あやしくないか？」

「誰が無視しろって云ったよ。馴なれ馴なれしくするなって云ってるんだ」

　しばらく歩き、繁はん華か街がいから外れた寂さびれた路地を入る。目的の店はその先の空き地にあった。

「ほら、着いたぞ」

「へ？」

　小田桐を連れてきたのは、赤あか提ちよう灯ちんのぶら下がった屋台のラーメン屋だった。こういうところなら、妙みような雰ふん囲い気きになることもないだろうという思おも惑わくもあったけれど、さっき云ったことも本当だ。偶ぐう然ぜん見つけたこの屋台のラーメンは抜ばつ群ぐんに美味く、他の誰にも教えたことはない。

「何このムードのなさ…」

「お前が美味い店がいいって云ったんだろ。ここならウチの社員も来ないだろうし、一石二鳥だ」

　がっくりと肩かたを落としている小田桐に淡たん々たんとそう告げる。俺はさっさと店主にラーメンとビールを二人ぶん注文し、外のテーブルについた。

　小田桐も諦あきらめたように、正面に腰こしを下ろす。

「本当にてきとうな場所に連れてきたわけじゃないだろうな？」

「しつこいな。リクエストに応えたまでだ。文句は一口食ってからにしろ。俺のほうが文句云いたいくらいだってのに」

　ラーメンの湯気で曇くもらないよう予あらかじめ眼鏡めがねを外しながら、ぶつぶつとぼやく。そんな俺に対し、小田桐は理解できないといった顔をした。

「俺の何が不満なんだ」

「ウチの社員だってことからして不満だよ。先週配属なら何でこの間はあんなところにいたんだ。お前があのバーに来なけりゃ、引っかかることもなかったのに」

　ため息混じりに告げると、ちょうどでき上がったラーメンが運ばれてきた。俺はテーブルに置いてある割わり箸ばしを二つに割り、湯気が立ち上る器を引き寄せる。

　小田桐も同じようにしながら、俺の質問への答えを口にした。

「引っ越こすマンションを見に来てたんだよ。思ってたよりあっさり部屋が決まったから、ちょっと遊んで帰ることにしたってわけ」

「さっさと帰ればよかったのに……」

　まっすぐ大阪に帰ってくれていたら、あんな失態を犯おかさずにすんだのに。小田桐の気まぐれが憎にくらしい。

「あんたみたいな美人が誘さそいに乗ってくれて最高の一日だと思ってたのに、寝たあとはあんなに冷たいんだもんな。俺の体だけが目的だったなんて」

「体が目的だったのはお前もだろう。充じゆう分ぶん楽しませてやっただろうが」

　わざとらしく嘆なげくふりをする小田桐にツッコミを入れる。

「それはそうだけど。翠だってどっかしら俺のことが気になったからついてきたんだろ？　横顔ちらちら見てたくせに」

「勝手に人の名前を呼び捨てにするな。好みかと思ったけど、明るいところで見たら違ちがったんだよ」

　俺の目から見ても、小田桐はそれなりに整った顔をしているとは思う。

　私服の着こなしも悪くなかったし、スタイルがいいためスーツもよく似合ってる。黙だまっていれば凜り々りしいし、笑え顔がおも好感が持てるけれど、決して俺の好みではない。

　だが、この小田桐のどこを将哉さんと似ていると思ったんだろう。バーの薄うす暗ぐらさがあったにしろ、酔よっていたとしか思えない。

「酷ひどいな。本気で眼中にないんだな、俺のこと」

「当然だろ」

「真しん剣けんなつき合いはしないんだっけ？　もしかして、好きなやつでもいんの？」

「……ノーコメントだ」

　将哉さんのことを考えていたせいで、返答が少し遅おくれてしまった。そのせいで、ほんの僅わずかに隠かくしきれなかった動どう揺ようを見み抜ぬかれてしまう。

「やっぱり、いるんだ。だから、遊びだけってこと？」

「…………」

　何とかごまかそうと、ひたすらラーメンを啜すする。だが、小田桐は興きよう味み津しん々しんと書いた顔で詰め寄よってくる。

「どんなやつだよ。まさか、あの社長じゃないよな」

「そ、そんなわけ───」

「うわ、図星？」

　すぐに否定しようとしたけれど、小田桐は勝手に納なつ得とくしている。感情が顔に出やすいタイプではないはずなのだが、将哉さんのことになるとてんでダメだ。

「だから違ちがうって！」

「そりゃ、諦めるしかないよな。相手は従兄弟いとこで本家の跡あと取とりだもんな。結けつ婚こんして、子供作らないとまずいだろうし」

「……っ」

　結婚も、跡取りを作ることも俺には不可能だ。自分ではどう足あ搔がいても、姉のようにはなれないとわかっていたけれど、他人に云われるとさらに深く胸に突つき刺ささる。

　途と端たんに箸はしが進まなくなってしまった。

「おい、何マジにヘコんでんだよ」

「うるさい。お前には関係ないだろ」

　頼たのんだビールを後先考えずに呷あおりながら投げやりに云うと、小田桐は真面目まじめな顔で云い返してくる。

「関係なくない。俺がお前口説いてるって忘れてないか？」

「……忘れてはない、けど……」

　どんなに真しん摯しな気持ちを向けられても困るだけだ。

　俺は将哉さん以外の誰にも、心を動かされたりしない。何度も何度も諦めようとしたけれど、この想おもいを消し去ることはどうしてもできなかった。

　それどころか、日に日に気持ちは大きくなっていく一方だ。

「いますぐにとは云わないけど、考えてみて欲しい。別に、逃にげ場にしてくれてもかまわないから」

「会ったばっかりで、何でそんなこと云えるんだよ」

「好きだからに決まってるだろ」

「俺のことなんてよく知らないくせに」

「これから知っていけばいいだろ。俺は自分の第一印象を信じてるんだ。前向きだろう？」

「自分で云うな」

　自画自賛する小田桐に笑いを誘われる。

　そのとき突然、携けい帯たい電でん話わが鳴った。

「はい？」

　相手を確かく認にんもせずに出た俺は、聞こえてきた声に心臓が止まりかけた。

『もしもし、翠か？』

「社長。どうかなさいましたか？」

『食事が予定より早く終わったんだ。お前はいまどこにいる？』

　将哉さんの問いかけにギクリとする。小田桐と一いつ緒しよにいることがバレてるわけじゃないだろうなと冷や冷やしながら答えた。

「外ですけど……」

『ちょっと会いたいんだ。いまから、お前の部屋に行っていいか？』

「え、あの、いまからって、何かあったんですか？」

『都合悪い？』

　理由を問おうとすると、逆に訊きき返されてしまった。小田桐と会っていたことが何となく後ろめたくて、返答がしどろもどろになってしまう。

「いえ、そういうわけでは……」

『じゃあ、これから向かう』

「あの！　いま、友人と食事をしていて外なんです」

『だったら、迎むかえにいくから目印になるようなものを教えてくれ』

「いえ！　この辺りはわかりにくいと思うんで、僕が伺うかがいます。自宅で待ってて下さい」

『まだ外だから拾っていったほうが早いだろう』

「じゃ、じゃあ、わかりやすい場所まで行きますから、そこで待ってて下さい」

　いつになく強ごう引いんな将哉さんにノーとは云えず、仕方なく駅の近くのシティホテルのラウンジで待ち合わせることになってしまった。

　電話を切ってため息をつく俺に、小田桐は感心したように告げる。

「社長相手だと見事に猫ねこ被かぶってるんだな。別人みたいだ」

「うるさいって云ってるだろ」

「本当の自分も出せない相手と一緒にいたって、息が詰つまるだけだろ。どうして、そんなに固こ執しつしてるんだよ。それってただの意地なんじゃないのか？」

　小田桐の問いかけは、何度も自問したものだった。報むくわれない想いを抱だき続けていることに虚むなしさを感じたことがないとは云わない。

　それでも俺は、どうしたってあの人しか好きになれなかった。

　胸が震ふるえるのも、切なさに身が引き裂さかれるような苦しさを覚えるのも、将哉さんにだけだ。どんなに考えても、辿たどり着く答えはいつも同じだった。

　俺は丸椅い子すから立ち上がりながら、小田桐に微笑ほほえんで告げる。

「───仕方ないだろ、好きなんだから」










　俺は将哉さんとの待ち合わせ場所へと急いだ。タクシーを捕つかまえたかったけれど、急いでいるときに限って逆方向へ走っている車しか見つけられず、結局ホテルまで走ることになってしまった。

　こんなに必死になって走ったのは何年ぶりのことだろう。息を整えながらホテルのロビーを覗のぞくと、すでに将哉さんの姿があった。ソファでゆったりとくつろぐ姿に通りかかる女性が皆みな一様に振ふり返っている。俺はそこへ乱れた髪かみを手て櫛ぐしで直しながら、早足で歩み寄った。

「社……将哉さん。お待たせしてしまってすみません」

「翠。いや、俺もいま来たところだ。何だ、走ってきたのか？　急がなくてもよかったのに」

　さすがに呼吸を整えるまでに至らなく、走ってきたことがバレてしまった。別に悪いことでもないはずなのに、立ち上がった将哉さんに前髪を直されるとドギマギとしてしまう。

「タクシーが捕まらなくて……あの、それで何があったんですか？」

「何って？」

「僕に何かご用があったんじゃないんですか？」

　わざわざ仕事のあとに呼び出すくらいだ。人手がなければ困るようなことでもあったのだろうと思っていたのに、将哉さんは拍ひよう子し抜ぬけするような返事をした。

「いや？　何となく翠に会いたくなっただけだ」

「は？」

「お前に会いたかっただけだって云ったんだよ。悪かったな、走らせて」

「な……っ」

　将哉さんのこういう『たらし』なところは無自覚でやっていることであって、深い意味などない。そうとわかっていても、鼓こ動どうが速くなってしまうのは仕方がないことだろう。

「せっかくだ、コーヒーでも飲んでいこう」

「は、はい」

　将哉さんは吹ふき抜ぬけの二階にあるカフェへと足を向ける。そして慌あわてて追いかけた俺に、エスカレーターに乗ったところで何気なく訊いてきた。

「今日は眼鏡めがねをかけてないんだな。それにネクタイはどうしたんだ？」

「あっ！　いや、あの、ラーメンを食べに行ってたんで外してたんです。食べるとき湯気で曇くもってしまうので……」

　将哉さんの指し摘てきに、内心で舌を打つ。眼鏡はポケットに入っているけれど、ネクタイは小田桐に取られたまま返してもらうのを忘れていた。

　明日、ネクタイを取り返さなければ。会社内では小田桐にできるだけ接せつ触しよくしたくないのだが仕方ない。

「へえ、お前もラーメンなんか食いに行くんだな」

「美味おいしいところがあると教えてもらったので……」

　遊び歩いているときに見つけたとは云えず噓うそをつく。ポケットから取り出した眼鏡をかけると、少しだけ気持ちが落ち着いた。

「今日は誰と会ってたんだ？」

「大学のときの同級生です」

　にっこりと笑って、噓を重ねる。小田桐と会っていたと云えば、その理由を追つい及きゆうされかねないからだ。会社で話す機会があって親しくなったというのも無む理りがあるし、もちろん本当のことなど云えるはずもない。

「誰だ？　岡おか島じまか？　畑はた野のか？」

　同級生という云い訳だけではごまかされてはくれなかったようで、将哉さんは知っている名前を並べ立ててくる。こういうとき、学生時代の交友関係を隅すみ々ずみまで知られていると厄やつ介かいだ。

　こうなったら、無理矢理違ちがう話題を振って話を逸そらすしかなさそうだ。

「他ほかのやつですよ。それより、先程の森山社長との会食はいかがでしたか？」

「疲つかれたに決まってるだろう。仕事の手しゆ腕わんは尊敬するが、どうもあの香こう水すい臭くささがダメだ。食事の味もろくにわからなかった」

「お察しします」

　あの女社長のキツい香水の匂においを思い出して苦く笑しようする。きっと本人はすでに嗅きゆう覚かくが鈍にぶってしまっているに違いない。

「早く口直しがしたいよ。目の保養はもうすませたがな」

「は？」

　将哉さんは意味のわからないことを云って、すたすたとカフェの中へと入っていく。コーヒーを二つ頼たのみ、さっさと空あいた席に腰こしを下ろした。

「他に何か食うか？」

「いえ、食べてきたばかりなので……」

「やっぱり、ないほうがいいな」

「あっ…ちょっ、将哉さん！」

　椅子に座ろうとした瞬しゆん間かん、かけたばかりの眼鏡を素す早ばやく外されてしまう。咄とつ嗟さに奪うばい返そうとしたけれど、将哉さんに自分のスーツの内ポケットにしまい込まれてしまった。

「やっぱり、眼鏡をかけてないほうがいい。何なら、コンタクトを買ってやろうか？」

「コンタクトは合わないんです」

　眼鏡をかけているのは素顔を隠かくすためなのだから、コンタクトにしたら意味がない。

「手入れが面めん倒どうなだけじゃないのか？　眼鏡をかけるにしたって、もっとマシなものがあるだろうに。何を好きこのんでこんなダサいのを使ってるんだ」

「それが好きなんだからいいじゃないですか。返して下さい」

「今度一緒に作り直しに行くって約束したら返してやる。ついでに髪も切ってしまえ」

「何ですか、それ。僕はいまのままでいいんです」

「じゃあ、返さない。どうせ、かけてなくたって困らないんだろう？」

「困ります！」

　視力は問題ないけれど、その眼鏡がないと将哉さんの前で平静が保てず、思うように表情が作れないのだ。いまみたいにまっすぐ見つめられると、気まずくてたまらない。

　まったく、今日はネクタイやら眼鏡やら、色んなものをよく取られる日だ。

「怒おこった顔も可愛かわいい」

「将哉さん！」

　どんなに困らされても怒りきれないのは、きっと惚ほれた弱みだろう。困こん惑わくする俺を楽しげに眺ながめる将哉さんから視線を逸らすべく、俺は唇くちびるを引き結んでそっぽを向いた。

　この顔を可愛いと云いうのは、俺の容姿に姉を重ねているからだ。眼鏡を外せと云うのも、姉の面おも影かげを損そこなうからだろう。

　将哉さんが俺を通して姉を見ている間、『俺』はいったいどこにいるんだろう？

　自分を見て欲しいなんて、おこがましい願いなのはわかってる。それでもいいと思って、この身を差し出したのだから。

　虚むなしくなるとわかっていたはずなのに辛つらいと思うのは、肌はだを重ねる温ぬくもりに幸せを感じてしまうせいだ。求められれば、『自分』を欲ほつしてくれているのだと錯さつ覚かくしてしまいそうになる。

　もう後あと戻もどりできないところまで来て、自覚していた以上に愚おろかな自分に気づくことになるなんて、思ってもみなかった。

「いつまで拗すねてるんだ、翠」

「拗ねてるわけじゃありません、呆あきれてるんです」

　恋こいに溺おぼれ、冷静な判断のできなくなった自分自身に。

　将哉さんの眼まな差ざしを戸と惑まどいながらもまっすぐ見つめ返すことのできた頃ころが、いまは懐なつかしかった。
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　……眠ねむい。

　昨夜は執しつ拗ように引き止めようとする将哉さんを云い聞かせ、どうにか自宅に帰り着いた頃には日付が変わって数時間過ぎていた。

　奪われた眼鏡は帰る寸前、何とか返してもらうことができた。

　欠伸あくびを嚙かみ殺しながら将哉さんが出社してくるのを地下駐車場の通用口の前で待っていたら、小田桐がふらりと現れて声をかけてきた。

「よう、朝から大変だな」

「……っ、何しに来たんだ。会社では声をかけるなって云っただろ」

　ぎくりとしたが平静を装い、小声で諫いさめる。小田桐と話をしているところを将哉さんに見られでもしたら、昨日あんなに必死になってごまかした甲斐かいがなくなってしまう。

「わざわざネクタイを返しにきてやったのにつれないな」

「勝手に奪っておいて恩着せがましいな。もう社長が来るんだから、さっさと行け」

「わかったよ。でも、次はちゃんと最後までつき合えよ」

　小田桐はそう云いながら、俺のスーツのポケットにネクタイを突つっ込んでくる。

「最後までって何だ。約束は果たしただろ」

「途と中ちゆうで俺を放って帰ってったじゃないか。つーわけで、次を期待してるから」

　一方的に云いたいことだけ云うと、小田桐はその場をあとにした。その後ろ姿を憎にく々にくしげに睨にらみつけていると、車が停車する音が聞こえてきた。

　はっとして振ふり返ると、ちょうど将哉さんが車から降りてくるところだった。俺は何食わぬ顔で将哉さんに近づき、笑えみを浮うかべる。

「おはようございます、社長」

　いまのはセーフだったと思いたい。話をしていたところを見られていたとしても、相手が小田桐だとバレていなけば問題はないのだから。

　だが、そんな淡あわい期待は脆もろくも崩くずれ去った。

「いまのは小田桐くんだったかな。何の話をしていたんだ？」

「あ…ええと、その、落とし物を届けてくれたんです」

　咄嗟に云い訳が思いつかず、ぎこちない返答になってしまう。とりあえず、何を落としたのか訊きかれたら定期券だとでも云えば怪あやしまれることはないだろう。

　しかし、将哉さんの次の言動に冷や汗あせをかくことになった。

「ネクタイなんかどこで落としてきたんだ？　これは昨日つけていたものだろう？」　>>>♥

「…………」

　ポケットに捩ねじ込まれたネクタイを引き出されて何も云えずにいると、将哉さんは俺の耳元に唇を寄せて囁ささやいてきた。

「今夜、じっくり聞かせてもらおうか」

「……ッ」

　笑顔を浮かべているはずなのに、目が笑っていない。こういう顔をしているときの将哉さんは怒っているのだ。

　───あれ？

　でも、どうして小田桐と食事をしていたと知って、将哉さんが怒っているのだろう？

　後ろめたいのは俺自身の都合であって、将哉さんが自分たちの関係を知ったところで軽けい蔑べつすることはあっても怒りを覚える理由はない。

　混乱してきてしまい一人で首を傾かしげていると、将哉さんのほうからいつもの確かく認にんをしてきた。

「今日のスケジュールは？」

「は、はい。本日は午前中に九時、十時、十一時と会議が三つ入ってます。午後から視察が入っておりまして───」

　俺は慌あわてて手にしていた手帳を開き、スケジュールを読み上げた。俺は将哉さんから投げかけられる質問に受け答えをしつつ、自分のタイムテーブルも頭の中で確認していく。

　今日はとくに変へん更こう点はないため、会議がつつがなく進行してくれれば比ひ較かく的てき楽に過ごせるだろう。

　午後の視察には同行しなければならないから、細こま々ごまとした雑事は昼前に終わらせておかなくては。

「昼は少し早めに出て、どこかで食べていこう」

「かしこまりました、手配しておきます」

「ゆっくり話がしたいから、個室にしてもらえるか」

「……承知しました」

　将哉さんを社長室へと送り、いくつかの報告をすませて部屋を辞する。強こわ張ばった顔を解ほぐそうと、俺はその足でレストルームへと向かった。

「はー……」

　センサーで自動で出てくる水で手を濡ぬらし、頰ほおをぱしんと叩たたいた。鏡の中の自分を見ると、まだ一日も始まったばかりだというのに、すっかり疲つかれきっていた。

　それもこれも、軽率な行動を取った小田桐のせいだ。

　いっそ社員として使えない男ならば、根回しをして地方の支店へ飛ばしてやるのだが、残念なことにあの男は優ゆう秀しゆうだ。つくづく、あの夜の自分の判断が悔くやまれる。

　あの無む闇やみに爽さわやかな笑顔を恨うらめしく思っていると、ふと背後に人の気配を感じた。

「叔父おじさん……」

「どうしたんだ、こんなところで。気分でも悪くなったか？」

「いえ…少し寝ね不ぶ足そくなもので……」

　将哉さんや小田桐のことばかり考えていて、叔父のことはすっかり忘れてしまっていた。

「まだ将哉のところに行って、面めん倒どうを見てやってるのか？　ご苦労なことだな」

「怪け我がはほとんど治られましたので、僕はもうお役やくご免めんですよ」

「───で、どうだ？　お前のことだ、調べてみたんだろう？　どうだった？」

　叔父は俺の隣となりで手を洗いながら、声を潜ひそめて訊たずねてくる。

「…………」

「その様子だと、何かあったんだろう。茜と連れん絡らくを取り合っている証しよう拠こでも見つけたか？」

「……はっきりとしたものではありませんが」

　いつまでも黙だまっていられず、やむなく口を開く。もちろん、将哉さんが不利になることのないよう、言葉は濁にごしておいた。

「そうだろう？　ここのところ、頻ひん繁ぱんに連絡を取り合ってるようだからな。茜がどこにいるのかまではまだわからないが、あの様子ならもっと他にも隠かくしてることがあるに違ちがいない」

「そうでしょうか……」

「そうに決まってる！」

　叔父が将哉さんを陥おとしいれようとしていることは、前々から感じていたけれど、最近はやけに積極的だ。きっと、姉の情報を摑つかんだことで一歩リードしたと思っているのだろう。騙だまされていたと教えることで俺を陣じん営えいに引き入れ、スパイ行こう為いをさせたいに違いない。

「翠。改めて云いうが、私に協力する気はないか？」

「え…？」

「そうすれば、お前を将哉から解放してやれる。秘書なんて雑用仕事なんかさせるものか。お前には私の跡あとを継つがせたいと思ってるんだ」

　告げられた言葉があまりに予想通りで笑ってしまいそうになる。

　何があろうと俺が将哉さんを裏切ることはありえないし、出世欲があるわけでもない。この会社に入ったのは、彼の役に立ちたい一心からだ。

　叔父の誘さそいに乗る気はさらさらなかったけれど、叔父が何を企たくらんでいるか知りたくて迷っているふりをする。

「僕にできることなんて何も……」

「お前にしかできないことだ。将哉を追いやる材料がないか探してきてくれるだけでいい。そのあとのことは全すべて私に任せなさい」

「でも、そんなもの見つかるかどうか……」

「もし、何もなければそれらしくでっちあげればいい。上手うまく利用できそうな女もいるしな」

　薄うす笑わらいを浮かべながら嘯うそぶく叔父にぞっとする。

　この人はどこまで本気なんだろう？

　元々、欲の強い人だったけれど、このところの将哉さんに対する憎にくしみは常じよう軌きを逸いつしている気がする。いささか病的な感じがするのは考えすぎだろうか？

「何かあったら、この番号に連絡しなさい」

　こちらに人が近づいてくる気配がしたため、叔父は素早く俺にメモの切れ端はしのようなものを握にぎらせると、わざとらしく咳せき払ばらいをしながら去っていった。

　叔父の足音が遠とお離ざかるのを待ってから、俺もレストルームをあとにする。

　廊ろう下かの嵌はめ殺しの窓から外に目を向けると空がどんよりと曇くもっており、それが何だか不ふ吉きつに思えた。










「うわ、すごいな……」

　昼前から降り出した雨は午後になって、雨あま脚あしを強めていた。所用でロビーに降りてきていた俺は、数メートル先も見えないくらいの土砂降りに眉まゆ根ねを寄せた。

　やがて雷かみなりも伴ともなうようになったかと思うと、外はあっという間に嵐あらしになってしまった。さっきから暗い空が光ったかと思うと、しばらくして唸うなるような音が聞こえてくる。

　この様子だと、交こう通つう網もうも一部麻ま痺ひしてしまっているだろう。帰る頃ころには落ち着いていればいいけど。

「会社に泊とまるのだけは嫌いやだよなぁ」

　周りに誰もいないのをいいことに独り言を呟つぶやきながらエレベーターに乗り、重役フロアの階のボタンを押す。

　ドアが閉まり、目的の階へと動き始めてしばらくした頃、どこかでドカンと何かが爆ばく発はつしたかのような大きな音がした。

「え？」

　照明が何度か明めい滅めつし、ふっと暗くなる。それと同時にエレベーターが中ちゆう途と半はん端ぱなところで止まってしまった。

　どうやら、すぐ近くに雷が落ちて停電してしまったらしい。少ししてから非常灯のほのかな明かりがついたけれど、エレベーター自体が動くことはなかった。

「タイミング悪いな……」

　一人きりなのをいいことに独り言をぼやきながら、管理会社に繫つながる緊きん急きゆうボタンを押してみる。何度も押してみたけれど、なかなか繫がらない。

　何度か試ためしてみたあと、ようやくスピーカーから男性の声が聞こえてきた。

『お待たせしました、どうされましたか？』

「停電でエレベーターが止まってしまって。どのくらいで修理に来ていただけますか？」

　将哉さんのスケジュールもあるため、あまり時間は取られたくない。せめて、一時間以内にどうにかここから出られればいいのだが。

『できるだけ早く伺うかがうつもりですが、この停電で同じような案件が多くてですね……もしかしたら、スタッフが伺うよりも電力が戻もどるほうが早いかもしれません』

「わかりました。一応、点検もしていただきたいので手が空き次し第だい、いらしていただけますか？」

『了りよう解かいしました。あ、念のため、お名前をお願いします』

「榛名と申します」

『榛名様ですね。ご迷めい惑わくをおかけしますが、しばらくお待ち下さい』

　管理会社への連絡を終えた俺は、次に携けい帯たい電でん話わを取り出す。

　エレベーターに閉とじ込められていることを将哉さんに伝えておいたほうがいいだろうと思ったのだが、こちらも電波が混み合っているようで繫がらなかった。

「携帯はダメか」

　連絡を諦あきらめ、メールで一報を入れると、俺はその場に座り込んだ。こういう場合、無闇に焦あせっても仕方ない。せっかく一人の時間ができたのだから、ゆっくりしていればいい。

　だが、何もすることがなくなると、自おのずと将哉さんのことが浮うかんできてしまう。とくに今日は、叔父の企みを挫くじくためにはどうしたらいいか、朝からずっと考えていた。

　俺の力では悪わる巧だくみ自体を阻はばむことができなくても、将哉さんの足を引っ張らないようにすることくらいはできるはずだ。

「……俺が一番邪じや魔まなんだよな……」

　将哉さんのウィークポイントを敢あえて挙げるなら俺だ。いま、一番近くにいるからこそ利用しようと思われるし、期せずして罠わなに引っかかってしまうこともあるかもしれない。

　その上、いまは肉体関係もある。

　秘書であり従弟いとこである立場上、一いつ緒しよにいても不自然には思われないだろうけれど、いつ叔父に尻尾しつぽを摑まれるかわからない。

　一見軽そうに見えて隙すきのない将哉さんは心配ないけれど、問題は俺自身だ。

　元々、将哉さんに関することでは舞まい上がりやすいところがある上に、体の関係を持つようになってから、それはさらに顕けん著ちよになっている。

　いつどんなヘマをしでかすかもしれないという不安が拭ぬぐいきれない。

　せめて、叔父を遠ざけることができれば話は簡単なのだが、なかなか尻尾を摑みきれないのが現状だった。

「俺って使えないよな……」

　将哉さんから過去の書類を調べるよう指示を受けているけれど、古いものと混ぜられて故意に処分されたものもあるようで、なかなか目的のものを見つけられないでいる。

　片かた腕うでとなるべく必死に努力はしてきたけれど、元々の能力はどうにもできないようだ。

「あ」

　改めて自分に失望してため息をついていたら、突とつ然ぜんパッと明かりがついた。思っていたよりも早く電力が回復したらしい。

　その直後、エレベーターがゆっくりと動き始め、乗り込んだのと同じ一階でドアが開く。ほっとしたその瞬しゆん間かん、血相を変えた将哉さんが中に飛び込んできた。

「翠！」

「社長───ちょっ、社長!?」

　目の前に膝ひざをついた将哉さんに勢いよく抱だきしめられ、面めん食くらう。

「よかった、無事で」

「あ、あの…っ」

　力強い抱ほう擁ようはなかなか解いてはもらえず、将哉さんは俺を抱きしめたまま喋しやべり続けた。

「携帯も繫がらないし、メールの返事も来ないから心配した……」

「そんな、大おお袈げ裟さですってば！」

　心配してくれたのは嬉うれしいけれど、こんなふうに人前で抱きしめられるのは困る。

　視界の端には他ほかの社員や管理会社のスタッフらしき人たちが映っている。この程度のことで狼狽うろたえる俺も悪いのだろうが、万が一関係を怪あやしまれたりしたらどうするつもりなのだ。

　別に深く考える必要はないのかもしれない。だが、こんなことが度たび々たびあったら、俺はいつかボロを出してしまう。

　将哉さんの体で遮さえぎられているけれど、いま顔を見られたら絶対に俺の気持ちはバレてしまうだろう。いや、俺の気持ちが知られるだけならまだいい。もしも、自分の会社の社長がその秘書の男と関係しているという噂うわさが立ったら、社員はどう思うだろう？

　社員だけじゃなく世間に知れたら、会社の評判にも関かかわる。最悪の事態を想像した俺は、背筋が寒くなっていくのを感じた。

　───このままじゃダメだ。

　役に立つどころか、足を引っ張ることになってしまう。

　俺は将哉さんの傍そばにはいないほうがいい。自分の迷いと欲のために思いきることができないでいたけれど、彼のためを思うなら離はなれるべきだ。

　俺は唇くちびるを嚙かみしめ、渾こん身しんの力で将哉さんを押し返した。

「翠？」

　キッと表情を引き締しめ、『秘書』の顔を作る。そして、膝を折っていた将哉さんを一緒に立ち上がらせると、何食わぬ顔で訊たずねた。

「ご心配おかけして申し訳ありませんでした。何か問題はありませんでしたか？」

　そんな俺の態度に将哉さんは一いつ瞬しゆん目を瞠みはる。だが、すぐにいつもの顔に戻り、平静を取り戻した。

「いや、停電で作業中のデータが消えたくらいで、大きな問題はとくにないようだ」

「スケジュールがずれてしまいましたね。すぐに調整します」

　抱きしめられてずれた眼鏡めがねを直し、事務的に告げる。

「先方もこの天候で私たちに来られても迷惑だろうから、視察は延期にしよう」

「かしこまりました。それじゃ、僕は先に上に戻ってますね」

「エレベーターは安全点検をすることになってるから、しばらく使えないぞ？」

「階段を使いますよ、若いですから。社長はロビーでゆっくりなさっていて下さい」

「おい、翠!?」

　冗じよう談だんめかしてそう云いうと、将哉さんをその場に残して足早に階段に向かった。このまま一緒にいたら、いつまで平静を保っていられるかわからない。

　後ろは振ふり返らない。

「あれ、榛名？」

「小田桐!?」

　まだ高鳴ったままの心臓を胸の上から押さえながら階段を上ろうとしたら、ちょうど会社に戻ってきたばかりの小田桐と鉢はち合あわせした。

「どうしたんだ、その格好！　傘かさ持っていかなかったのか？」

　見るも無む惨ざんに全身濡ぬれそぼっており、体からはぽたぽたと雫しずくが滴したたり落ちている。

「持ってったけど、途と中ちゆうで壊こわれたよ。その上、タクシーも捕つかまらなくてさ。仕方ないから歩いてきた」

「それはご愁しゆう傷しよう様さま」

「戻ってきたら今度はエレベーターが点検で使えないっていうだろ？　もう散々だよ。こういうとき、外回りは損だよな」

「俺だってさっきまでエレベーターに閉じ込められてたんだよ」

「マジで？　災難だったな」

「災難はお互たがいさまだろ」

　初めは話しながら上っていたけれど、体力不足のせいかお互いにだんだん寡か黙もくになっていく。将哉さんの云うように、少しは鍛きたえたほうがいいかもしれない。

　階段を上りながら小田桐と話しているうちに、将哉さんに抱きしめられたときのドキドキが落ち着いてきた。

　お陰かげで少し冷静になれた気がする。俺は自分にできることを考えてみよう。少しでもいいから、あの人の役に立てるように。










「社長、着きましたよ」

　車をマンションの前で停とめ、助手席の将哉さんに声をかけた。もう怪け我がもほぼ治っているのだから自分で運転できるはずなのだが、今日は疲つかれたから送っていけと云って聞かなかった。

　将哉さんを送ってくると泊とまっていくようにと引き止められるため、本当は来たくなかったのだが、「命令だ」と云われれば逆らえない。

　最近の将哉さんが何を考えているのか、俺には全然わからなかった。以前も完全に理解できたというわけではないけれど、いまはそのときの比ではない。

「…………」

「社長？　眠ねむられてるんですか？」

「……起きてるよ」

　助手席からは不ふ機き嫌げんそうな低い声が返ってくる。思い返せば、将哉さんは何故なぜか午後はずっと機嫌が悪かった。

　社員の前では普ふ段だん通りに明るく気さくに振る舞まっていたけれど、二人きりになると途と端たんに無口になる。将哉さんがこんな態度を取るのは本当に珍めずらしい。

　何か怒おこらせるような不ふ手て際ぎわをしてしまっただろうか？　そんな不安に駆かられたけれど、おどおどとするわけにもいかず、気づかぬふりでいつも通りの素そ振ぶりをした。

「でしたら降りて下さい。車は駐車場に入れておきますから」

「先に降りたら、お前はそのまま帰るんだろう？」

　将哉さんはネクタイを緩ゆるめながら、大きく息を吐はく。

「もちろんです。明日も仕事ですから」

「少し寄っていけ。話がある」

「いま伺うわけにはいかないんですか？」

「そんな簡単な話じゃない」

「でしたら、明日伺うかがいます。今日はもうお帰りになって体を休めて下さい」

　堅かたい口調でそう云うと、将哉さんは正面を向いたまま、俺に問いかけてきた。

「───あの男が好きなのか？」

「は？」

「小田桐だよ。大阪から来たばかりだってのに、やけに親しげじゃないか。昨日もあいつとメシ食いに行ってたんだろう？」

「それは……」

「別に社員同士で食事に行くくらい、おかしいことじゃない。だけど、どうしてそれを俺に隠かくした？　ネクタイなんか外して、俺に云えないようなことでもしてたのか？」

「そんなことしてません」

　昨日は何もしていない。それは本当だけれど、それ以前の過あやまちのせいで返事が弱々しくなってしまう。

「何か俺にまだ隠してるだろう」

「あなたに隠しごとをしていたらいけないんですか？　僕にもプライベートはあります」

　素そっ気なく云い放つと、将哉さんは苦く渋じゆうに満みちた表情を浮うかべた。

「俺はお前が何を考えてるかわからない。いったい、どうしたいんだ？」

「それは僕の台詞せりふです。僕のほうこそ、あなたのことがわかりません」

「俺はお前なんかより、よっぽど単純だよ」

　将哉さんは俺の首の後ろに手を滑すべらせてきた。そのまま強ごう引いんに引き寄せられたかと思うと、嚙みつくように唇を塞ふさがれる。

「ん、ぅ…んんっ、やめて下さい！」

　唐とう突とつなキスを俺は咄とつ嗟さに押し退のけた。こんな誰が見ているかもわからない場所でするなんて自殺行こう為いだ。こんなことが叔父おじに知れたら、何て云ってくるか───。

「本当は嫌いやじゃないくせに」

「……ッ！」

　俺は思わず、将哉さんの頰ほおを平手で打っていた。

「立場を弁わきまえて下さい！」

　将哉さんは目を瞠り、俺を凝ぎよう視ししている。もうこうなったら、上辺を取り繕つくろっている場合ではないのかもしれない。

　必要なのはこの体だけなのだとしても求められれば嬉うれしいし、抱だかれれば感じてしまう。

　どんなに虚むなしい関係だとわかっていても、その虚しさと引き替かえられるものは俺にとっては大きい。

　だけど、いつまでも現実から目を背そむけ続けるわけにもいかない。綺き麗れいな云い訳が思いつかないのなら、いっそ修復できないほどに壊してしまったほうが、俺自身、諦あきらめもつくのではないだろうか？

　そう考えた俺は、投げやりな気持ちで赤せき裸ら々らに告げた。

「そんなに知りたいなら教えてあげます。僕は彼と寝ねました。別に恋れん愛あい感情なんてありません。ただ後あと腐くされなく遊べる相手だと思ったからです」

　将哉さんには自分の汚よごれた部分のことなど、知られたくはなかった。けれど、これは一時の誘ゆう惑わくに負けてしまったことへの罰ばつだ。

「お前、何を……」

　予想通り、将哉さんは啞あ然ぜんとして俺を見つめている。この眼まな差ざしが呆あきれや蔑さげすみに変わるのも時間の問題だろう。

「僕がどんな人間か、薄うす々うすはわかっていたんでしょう？　だから、姉さんの身代わりにしても問題ないと思ったんじゃないですか？　物足りなさはあったかもしれませんけど」

　自じ嘲ちよう気味に笑いながら告げると、将哉さんは声を震ふるわせた。

「翠、それは本気で云いってるのか？」

「僕もずいぶん楽しませてもらいましたが、そろそろ面めん倒どうになってきました。ちょうどいい機会だから云わせてもらいますけど、実はもう終わりにしたいって思ってたんです。……だからもう、あなたの部屋には行けません」

「────」

　将哉さんはもう何も云えないようだった。

「……失礼します。もう僕の顔なんて見ていたくないですよね。あとはご自分でお願いします」

　車は自分で駐車場に入れてもらえばいい。俺はシートベルトを外して運転席から降りると、一度深く頭を下げて踵きびすを返した。










　大通りに出てタクシーを捕つかまえた俺は、自宅ではなく会社へと戻もどった。警備員には忘れ物をしたと云って通してもらい、自分のデスクのある秘書室へと向かう。

　あそこまでぶちまけてしまった以上、いままでと同じように将哉さんの秘書を続けることはできないだろう。秘書はサポートする相手に気持ちよく仕事してもらうのが第一の役目だ。

　顔を見るだけで不ふ愉ゆ快かいにさせてしまうような人間が傍そばにいるのは邪じや魔までしかないし、俺がこのままこの会社にいても事態は拗ねじれるばかりだ。

　俺は自分のデスクの引き出しから、白い封ふう筒とうと便びん箋せんを取り出し、愛用している万年筆を手に取った。

「…………」

　これから書こうとしているのは、もちろん辞表だ。

　早々に異動の命を受けるかもしれない。だけど、将哉さんの傍を離はなれてまでこの会社に拘こだわる必要はどこにもない。

　それに、俺が将哉さんの秘書じゃなければ叔父も自分を利用しようとは思わないだろうから、ある意味一石二鳥だ。

　定型文と署名をした便箋を収めた封筒を手に、社長室へと向かう。明日、直接渡わたす勇気は俺にはない。マスターキーで中へと入り、将哉さんのデスクの上にそれをそっと置いた。

　あとの判断は将哉さんに任せよう。新しい秘書への引き継つぎも必要だろうし、適当な人材がすぐに見つかるとも限らない。

「……自業自得だよな」

　暗い社長室の窓から眼下を見下ろしながら、自嘲気味に呟つぶやく。

　もっと、仕事であの人の役に立ちたかった。身内贔屓びいきだと揶や揄ゆする輩やからを見返すほどの働きを見せたかったけれど、きっとこれが俺の限界なんだろう。

「───そうだ……」

　そのときふと、ある考えが浮かんだ。

　どうせ辞やめるのだから、少しくらい職務を逸いつ脱だつしたことをやっていってもいいだろう。倫りん理り的に咎とがめられることだとしても、免めん職しよく扱あつかいになればいいだけの話だ。

　決意した俺の行動は早かった。社長室をあとにしたその足で専務室へと向かう。さっきと同じようにマスターキーを使って部屋に入り、叔父のデスク周りを捜そう索さくし始めた。

　会社を辞める前に叔父の横領の証しよう拠こを摑つかんでおこうと思ったのだ。俺が将哉さんのためにできることは、このくらいのことしかない。

　デスク上に置かれた月めくりのカレンダーを手にとって見てみると、毎月同じような頃ころに印がつけられていた。

「何なんだろ、これ」

　今月、印がつけられているのは明日だ。叔父の行動を見張っていれば、何か証拠となるものを摑むことができるかもしれない。

　次に引き出しに手をつける。両サイドには鍵かぎがかかっていたけれど、これは簡易式のものだ。将哉さんから預かっている同じ型の鍵で簡単に開く。

「何だこれ？」

　一番下の深さのある引き出しの奥に、何かの機械のようなものが入っていた。

「盗とう聴ちよう器き…？」

　この手のものには詳くわしくないけれど、イヤホンに録音機器、それに電波を受信するためらしきアンテナがついているところを見ると、俺の憶おく測そくは正しい気がする。

　一いつ緒しよに置いてあったＩＣレコーダーを再生してみたら、予想通り将哉さんの声が流れてきた。この会話には覚えがある。

　きっと、社長室のどこかに音声を拾う機械がしかけられているのだろう。

「ここまでやってたのか……」

　社長室でまずい行動や発言をしないよう心がけていてよかった。

　これだけでも叔父を追い詰つめる材料にはなるけれど、もう一押し欲しい。何かあるとしたら、このハードディスクの中だろう。俺はそう判断し、パソコンを立ち上げた。

「やっぱり、パスワードが必要だよな……」

　パソコンにはロックがかかっていたけれど、叔父のことだからどこかにメモがあるだろうとデスクの上を探す。すると、それらしいアルファベットが綴つづられたメモがデスクカバーに挟はさんであった。

「これだろうな」

　叔父おじは基本的に用心深いくせに、肝かん心じんなところが抜ぬけている。灯台もと暗しというやつだろう。まさか、誰かが部屋に忍しのび込むことがあるとは思ってもいないに違ちがいない。

　俺は無事に開いたパソコンの中を調べにかかる。何としてでも横領の証拠を見つけ出さなければ。

　いまは事細かに数字を調べている時間はない。ポケットから常に持ち歩いているＵＳＢメモリを取り出してハードディスクに差し込むと、その中へ入るだけデータをコピーし始めた。

「……よし」

　このデータは自宅でゆっくり調べてみよう。あとはメールだ。会社のサーバを介かいして遣やり取りするメールであからさまなことは書かないだろうけれど、叔父がいまどの会社と懇こん意いにしているかくらいはわかるはずだ。

　大量のメールをチェックするのに夢中になっていた俺は、廊ろう下かに人の気配がしたことにドアが開けられる寸前まで気がつかなかった。

　部屋の前で足音が止まった瞬しゆん間かんびくりとする。慌あわててＵＳＢメモリを抜いてポケットにしまい、ＰＣを落とすと同時にドアノブが回された。

　当然叔父は、血相を変えている。

「翠……お前、何をやってるんだ!?」

　しまった、と思いつつももうどうすることもできない。俺は開き直って、はっきりと告げた。

「あなたの不正の証拠を捜さがしてたんです」

「だっ、誰がそんなこと…っ！　憶測で失礼なことを云うな！」

　見つかってしまったのならば仕方ない。洗いざらい告げて、叔父のほうから自じ滅めつしてくれるのを願うばかりだ。

「叔父さんが会社の金を横領していたことは、将哉さんも会長も以前から気づいていたんですよ。僕はその調査を任されていたんです」

　叔父は憤いきどおりに震えながら、探さぐりを入れてくる。

「それで証拠とやらは見つかったのか？」

「さあ、どうでしょう？」

　俺は叔父を牽けん制せいしながら立ち上がる。だが、弾はずみでポケットからＵＳＢメモリが落ちてしまった。慌ててそれを拾い上げると同時に叔父が摑みかかってきた。

「それを寄よ越こせ…っ」

「うわッ」

　いまさらこのデータを奪うばい返したところで、あまり意味はないだろう。会社にあるものは会社の財産であるため、明確な理由があれば叔父から取り上げることができるのだから。

　叔父がこんなにも必死になっているということは、見られたくないものがパソコンに入っていたということだ。

「もう観念して下さい、叔父さん」

「黙だまれ！　お前こそ、黙って帰せると思うか!?」

「痛…っ」

　床ゆかに倒たおされ、取っ組み合いになる。揉もみ合っているうちにガツンと頭をぶつけてしまい、一いつ瞬しゆん意識が霞かすんだ。

　すっかり冷静さを失った叔父は抵てい抗こうの手を緩ゆるめた俺の上に跨またがり、憎にくしみを込めて首を絞しめてくる。

「まさか、こんな形で裏切られるとはな！　せっかく人が目をかけてやったのに……どいつもこいつも人のことをバカにしやがって！」

「叔父さん、いったい何を云いって───う、く……っ」

「将哉もあれの父親そっくりだ！　いつもいつも俺のことを見下した目で見やがって！　あいつがいなければ、俺だってもっと評価されたんだ！」

　叔父は俺の首にかけた手に力を込めながら、ひたすら恨うらみの言葉を吐はき続ける。どうやら彼はずっと将哉さんの父親にコンプレックスを抱いだいていたらしく、将哉さんに対して敵てき愾がい心を剝むき出しにしていたのはそのせいだったようだ。

　酸欠で意識が遠とお退のいていく。

　もしも、このまま助からなくても自分がいなくなれば騒さわぎになるだろう。

　そうすれば警察の手が入り、叔父の不正も明らかになるに違いない。それなら将哉さんの役に立つことができるよな……。

　抗あらがう気力を失いかけたそのとき、不意にドアがノックされる音がした。その瞬間、俺の首を絞めている叔父の手が止まる。

　俺はもう叫さけぶだけの気力が残っておらず、叔父も必死に気配を消そうとしていたが、ドアはすぐに外から開けられた。

「叔父さん、まだ残ってるんですか───おい！　何をしてるんだ!?」

「ま、将哉!?───ぐあっ」

　聞こえてきたのは、将哉さんの声だった。

　俺にのしかかっていた叔父の体はすぐに引き剝はがされ、ようやく呼吸が楽になる。げほごほと噎むせ返る中、俺は他人事のように考えていた。

　これは奇き跡せきだろうか？　まさか、将哉さんが助けに来てくれるなんて。そうでなければ、夢に違いない。

「いま、翠に何をしようとしてた!?」　>>>♥

　将哉さんは叔父の胸むなぐらを摑つかみ、物もの凄すごい剣けん幕まくで詰め寄よっている。いつにない迫はく力りよくに、俺は目を瞠みはった。

「そ、それは俺が云いたい！　お前らこそ、俺を追いやろうと画策していたくせに!!　こんなことをして、ただですむと思うなよ…！」

「それはこっちの台詞せりふだ。いま、翠に何をしようとしたのか忘れたとは云わせないぞ」

「それは翠が勝手に人のパソコンを見てるから悪いんだッ」

「どうせ、翠はあんたの不正の証しよう拠こでもないか捜してたんだろう」

「な…っ!?」

「その手にあるのは見られて都合の悪いものか？　だが、そんなものなくてもあんたの背任の証拠はきっちり上がってるんだ。次の取とり締しまり役やく会で報告する予定だよ」

　こともなげに云われた将哉さんの言葉に脱だつ力りよくする。つまり、自分のしたことは無意味だったということか……。

「何の恨みがあって、俺の邪じや魔まばかりするんだ！」

「そもそも、別段あんたに恨みがあったわけじゃない。俺はこの会社から膿うみを出そうとしていただけだ。真面目まじめにやってりゃ、いま頃ごろ社長の椅い子すに座ってたのはあんただったろうよ。けど、それなりに甘い汁しる吸ってきた自覚はあるだろう？」

　乱暴な物云いはそれほどまでに怒おこっているという証拠だろう。叔父は反論することもできず、わなわなと唇くちびるを震ふるわせている。

「……っ」

「不正に加えて暴行。文句があるなら、出るとこに出てもいいんだぞ」

「な、何がいいたい!?」

「一応、あんたは身内だからな。自分から不正を申告してケジメつける気があるなら、少しは考えてやるって云ってるんだよ。一晩よく考えるんだな」

　将哉さんに突つき放はなされた叔父は、その場にぐったりと座り込んだ。もう刃は向むかう気力もないらしい。

　そんな叔父を呆ぼう然ぜんと眺ながめていたら、将哉さんの手が伸のびてきた。俺は何も考えられずその手に摑まり、立ち上がる。

「大だい丈じよう夫ぶか、翠？」

「あ、ええと、はい」

　まだ上手うまく頭が回らないのは、酸欠の後こう遺い症しようだろうか。それとも、怒ど濤とうの展開のせいか。

「じゃあ、こっちに来い。お前にも色々と訊ききたいことがある」

　将哉さんは俺の腕うでを摑むと、引き摺ずるようにして俺を専務室から連れ出した。

「あ、あの…っ、何で会社に戻もどってきたんですか…？」

「お前が携けい帯たいにも出ないし、自宅にも戻ってないから、小田桐のところにでも行ってるのかと思って、あいつの住所を調べに来たんだよ」

「そう…だったんですか……」

「お前こそ、何でこんなところにいるんだ？　その上、あんな無茶して……万が一のことがあったらどうするんだ」

「すみませんでした……」

　辞表を置いたあとそのまま帰れば、あんな騒ぎを起こさずにすんだのに。変な欲を出すから、将哉さんにまた迷めい惑わくをかけることになったんだ。

「謝って欲しいわけじゃない。とりあえず、そこに座れ」

　社長室に連れて来られ、来客用のソファに座るよう云われる。将哉さんが部屋の内側から鍵かぎをかけているのを見ながら大人おとなしく腰こしを下ろしかけた俺は、ふとあること思い出した。

「そ、そうだ！　あのっ、この部屋に盗とう聴ちよう器きがしかけられてるみたいなんですけど！」

「ん？　ああ、そういやそんなものもあったな」

「あったなって───」

「たしかこのへんに……ほら、これだろ」

　将哉さんは自分のデスクの下に屈かがみ込むと、ガムテープでくっつけられていた小型の機械を取り外した。

「知ってたんですか!?」

「電話にノイズが入るから、一度、業者に調べてもらったんだ。電話自体に細工するほどの技術はなかったみたいで、しかけられてるのはこれだけだったよ。まあ、すぐに外して警けい戒かいさせるよりはしばらく知らないふりをしておいたほうがいいかと思って放っておいたわけだ」

「なっ……」

「でも、もうそれも必要ないな」

　そう云って盗聴器を床に放ると、綺き麗れいに磨みがかれた革かわ靴ぐつで踏ふみつける。ガシャ、と不ふ愉ゆ快かいな音がしたかと思うと、将哉さんの足の下でプラスチックと金属の破片になっていた。

　そして、将哉さんは手早く拾い上げたそれらの破片をデスクの脇わきにあるゴミ箱に捨てる。

「お前の誤解を解くために追いかけてきたんだが───その前に聞かなきゃいけないことがあるみたいだな？」

　将哉さんはデスクの上に置いておいた封ふう筒とうを摘つまみ上げ、怪け訝げんな眼まな差ざしで眺め回す。今夜は気づかれないよう心の中で祈いのっていたのだが、無理な願いだったようだ。

「…………」

　黙だまっていると、重ねて問われる。

「辞表なんてどういうつもりだ？」

「こんな時期に申し訳ありません。引き継つぎはきちんとしますし、ご迷惑はおかけしないよう努めますから……」

　深々と頭を下げたけれど、将哉さんは俺の言葉を硬かたい声で一いつ蹴しゆうした。

「お前が辞めること自体が迷惑だ。こんなものを書いた理由を話せ。さっき、ぐだぐだ云ってたことも関係あるのか？」

「……僕個人の問題です。実は前々から留学しようと思ってて。勉強するならいまのうちだろうなって思うんです。……相談もなしに申し訳ありません」

　震えそうになる声を張り、姿勢を正して急場で用意した云い訳を告げると、将哉さんはこれ見よがしにため息をついた。

「咄とつ嗟さに噓うそをつくとき、手を後ろで組む癖くせがあるだろ」

「……っ」

　無意識の癖を指し摘てきされ、ぎくりとする。きっと、隠かくしきれない気まずさをごまかすために手を隠そうとしてしまうのだろう。

「う…噓なんかじゃ……」

　口にした偽いつわりを押し通そうとしたけれど、将哉さんは聞く耳を持たなかった。

「噓までついて俺から離はなれたいのか？　俺の何が嫌いやになった？　やっぱり、小田桐のほうがいいか？　俺じゃダメなのか？」

　畳たたみかけるような問いに困こん惑わくする。むしろ、教えて欲しいのは俺のほうだ。そんなふうに訊いてくる理由がわからない。

「───どうして……」

「ん？」

「どうして、そんなに僕に執しゆう着ちやくするんですか？　秘書なんて、いくらでも代わりがきくでしょう？」

　本当はこんなこと、自分から訊たずねたくはない。だけど、もう見ないふりで逃にげることはできなかった。

「執着して何が悪い。俺はお前じゃなきゃ嫌だ。他ほかの誰も代わりになんかならない」

「────」

　何も知らなければ、素す直なおに喜べただろう。でも、俺はもう真実を知ってしまっている。思わず当て擦こするような呟つぶやきを零こぼしてしまった。

「……噓つき。俺を姉の身代わりにしてるだけのくせに」

「翠…？」

「惚とぼけないで下さい！　いまでも連れん絡らく取り合ってるんでしょう？　この間、電話で『早く会いたい』って云いってたじゃないですか！」

　怪訝そうに聞き返してくる将哉さんに苛いら立だち、つい声を荒あららげてしまう。だが、返ってきた反応はますます癇かんに障さわるものだった。

「ああ、あのときのことか。お前、あれを気にして妙みようなこと云ってきてたのか」

「妙なことって……！」

　平然とした様子にムッとする。姉と連絡を取り合っていたことを隠していたくせに、どうしてそんなにあっけらかんとしていられるんだろう。

　込み上げてくる憤いきどおりに耐たえていた俺に、将哉さんは予想外の単語を口にした。

「あれは茜に会いたいって云ったんじゃない。茜の赤ん坊ぼうに会いたいって云ったんだ。云っとくが、俺は茜に恋れん愛あい感情を持ったことは一度もない」

「こ……子供？」

　想定外の展開に、思考回路が停止する。ぽかんと口を開けて瞬まばたきを繰くり返していると、将哉さんは胸むな元もとから携けい帯たい電でん話わを取り出した。

「送ってもらった写真見るか？　今年の初めに生まれたんだそうだ。そろそろ飛行機にも乗れるようになるから、一度里帰りしてちゃんと挨あい拶さつしたいって。蒼そう一いち叔父おじさんも孫の顔見れば、許してくれるんじゃないかって期待してるんだがな」

「え、あの、いったいどういうことですか!?」

　初めて知らされた事実にぽかんとなる。さっきから、上手うまく思考回路が繫つながらない。

「ああ、いま茜はアメリカに住んでるんだ。俺の友人の会社で働きながら、旦だん那なと幸せに暮らしてるよ。お前には早く教えてやろうと思ってたんだが、なかなかタイミングが摑つかめなくてな。結果的に騙だますような形になったことは悪いと思ってる。すまなかった」

「ちょ、ちょっと待って下さい！　やっぱり、駆かけ落ちは将哉さんが唆そそのかしたんですか？」

「唆したなんて人聞きが悪いな。茜にはずっとつき合ってる恋こい人びとがいて、二人は結けつ婚こんしたがっていたんだが、蒼一叔父さんが二人の関係を認めなかったんだよ。それで昔の口約束だった俺との婚こん約やくを持ち出して、諦あきらめさせようとしたんだ。だから、茜はどうしたらいいって俺に相談してきたわけだ」

「そんな話、僕は知りません！　父が反対するなんて考えられない……」

　箱はこ入いり娘むすめだった母と恋れん愛あい結けつ婚こんをした父も、祖父の強固な反対に遭あい苦労したはずだ。そんな父が自分と同じような苦しみを与あたえるとは思えない。

「彼がイギリスからの留学生だったからだろうな。国こく籍せきや育ってきた文化の違ちがう相手と、娘が見ず知らずの土地で暮らすことに抵てい抗こうがあったんだろう。お前らは大事に大事に育てられてきたから」

「そんなこと、全然知らなかった……」

　当時、姉に恋人がいたことも、父とそんな諍いさかいがあったことも全然知らなかった。

「茜はお前を自分のことで悩なやませるのは嫌だって云って隠してたし、蒼一叔父さんも翠には知られたくないみたいだったしな」

「…………」

　一言も相談してくれなかったなんて、水みず臭くさいにもほどがある。そんなに俺は役に立たないと思われていたのだろうか？

　いまさら教えられた真相が悔くやしくて、俺は歯は嚙がみした。

「俺にもずっと好きなやつがいたから婚約は断るつもりだったんだが、駆け落ちの目くらましには結婚式までは大人おとなしくしてたほうが利口かと思って承しよう諾だくしたふりをしてたんだ。あとはお前も知ってる通りだよ」

「どうして、いままで僕に云ってくれなかったんですか？　頭ごなしに反対するほど、子供じゃありません」

　キッと睨にらみつけると、将哉さんは気まずそうに視線を逸そらした。

「……まあ、俺もそれなりに後ろめたかったからな。お前を俺の秘書にしたのは、あれがきっかけとも云えなくないし」

「は？」

「茜が駆け落ちしたあと、蒼一叔父さんが俺に詫わびてきたんだ。さすがにあの時点で、俺も手を貸したなんて云うわけにいかないだろう。どんな償つぐないでもするって云われて、咄嗟に翠を秘書にくれって云ったんだ」

「どうして、僕なんかを……」

「云っただろう、俺にもずっと好きなやつがいるって」

「………え？」

　将哉さんは照れ臭くさそうな微び苦く笑しようを浮うかべた。その表情の理由がわからなくて、俺は何度も目を瞬く。

「ったく、相変わらずヘンなとこ鈍にぶいな。お前のことだよ」

　素そっ気ない、それでいて柔やわらかな言葉に俺の頭の中はますます真っ白になった。

「いつも酔よったふりをして甘えていたのはわざとだったんだけど、全然気づかなかったか？」

「え？　え？」

「あの夜はちょっと調子に乗ってキスしてみたんだが、まさかお前があんな行動に出るとは思わなくてびっくりした」

「え？　え？　え？」

　ぽかんとしていると、逆に訊きかれる。

「お前はどうなんだ。辞やめたいって云うくらいだもんな。小田桐みたいなやつのほうがいいか？」

　悲しそうな問いかけに、俺は勢いよく首を横に振ふる。

「ちがっ……僕は、僕が辞めようと思ったのは、将哉さんに迷めい惑わくがかかると思ったから…っ───その前に一つでも将哉さんの役に立ちたいと思って……」

「それで専務室に忍しのび込んだのか。バカだな、お前は」

「すみません……」

　将哉さんはゆっくりと俺に歩み寄ってくる。

「そうじゃない、お前は充じゆう分ぶん優ゆう秀しゆうだよ。自分の価値をわかっていないところがバカだって云ってるんだ」

　込み上げてくる感情を唇くちびるを嚙かんで堪こらえていたら、伸のびてきた手がそっと頰ほおに触ふれた。優やさしく滑すべる指先に顎あごを取られたかと思うと、顔を上げさせられた。

「ずっと試ためすような真似まねして悪かった。狡ずるい男だったよな、俺は。自分のエゴで傍そばに置いてたくせに、自分の気持ちを云って拒きよ絶ぜつされるのが怖こわかったんだ」

　それは俺も同じだ。

　好きで好きでしょうがないのに、将哉さんの背中へ眼まな差ざしで訴うつたえることしかできなかった。

「好きだよ、翠。ずっと、お前のことが好きだったんだ」

「……っ」

　何か言葉を返さなければ。そう思っていたのに、俺は口を開くよりも早く将哉さんにしがみついていた。

　まるであやしてもらっていた幼い頃ころと同じように、服の裾すそを握にぎりしめる。背中に手を回すことができないのは、拒絶されたときが怖いから。

　だけど、将哉さんはそんな俺を強く強く抱だきしめてくれた。

「翠、教えろよ。俺のこと、どう思ってる？」

　優しく訊かれ、自分を覆おおっていた殻からがポロポロと剝はがれていく。涙なみだが溢あふれてくるのと一いつ緒しよに、剝むき出しの感情が吐はき出される。

「……すき、好きだよ！　俺だってずっと好きだった!!」

　しゃくり上げながら告げると、よくできましたと云いうように頭を撫なでられる。その指の感かん触しよくにますます泣けてきて、しばらく涙が止まらなかった。










「落ち着いたか？」

「……はい。すみませんでした……」

　将哉さんはなかなか泣きやまない俺を自宅に連れ帰り、ブランデー入りのホットミルクを入れてくれた。

　ほんの少しのアルコールとミルクの優しい味にほっとすることができたけれど、十数年ぶりの大泣きに頭が痛いし、ぼうっとする。何よりも将哉さんに醜しゆう態たいを見せてしまったことが恥はずかしくてたまらなかった。

「ほら、これで顔を拭ふけ」

「あ、ありがとうございます」

　手て渡わたされた蒸しタオルを目元に当てると、腫はれぼったくなった目ま蓋ぶたがじんわりと温まる。徐じよ々じよに頭の中が冷静になっていくに従って、何か云い訳をしたほうがいいような気がしてきた。

「あの、俺……あっ、ええと僕は───」

「もう無理して『僕』って云わなくてもいいんじゃないのか？」

「！」

「そんなふうに取り繕つくろう必要はないだろう。もっと自然にしてたらどうだ？　むしろ、会社の外では敬語じゃなくてもいいんだが」

「いえ、そういうわけには……でも、自分のことは『俺』にしときます……」

　猫ねこを被かぶっていたことまでバレてしまい、いたたまれなくて仕方ない。俺が小さくなっていると、将哉さんは気まずそうな顔で訊いてきた。

「一つだけ確かく認にんさせてくれ」

「はい？」

「本当にあいつと寝ねたのか？」

「……ッ」

　あいつと云うのは、小田桐のことだろう。数時間前、捨て台詞のように告げた俺の言葉が引っかかっているようだ。

　答えあぐねていると、その問いの意図を教えられた。

「別に責めてるわけじゃない。ただはっきりさせておきたいだけだ」

「……一度だけ」

　震ふるえる唇で正直に云う。

「そうか」

「でも、相手は誰でもよかったんです！　あいつがウチの社員だったのは偶ぐう然ぜんで───」

「もういい、わかった。嫌いやなこと云わせて悪かったな。俺を振るために出任せで云ったのかどうかが知りたかっただけだから」

「いえ、俺が悪いんです。……ずっと、淋さびしさの埋うめ合わせみたいに遊んでたから……」

　だから、いまになって後こう悔かいしてる。この苦しみは自業自得だ。勝手に怖おじ気けづき、気持ちを伝えずに逃にげ続けてきた自分への罰ばつなのだ。

「過去は過去だ。この先、永遠にお前が俺のものならそれでいい」

「……っ、将哉さんって本当に天然のたらしですよね……」

　衒てらいもなく告げられる言葉にドギマギする。

「そうか？　それに心の伴ともなっていないセックスなんて、自じ慰いとそう代わりないだろ。お前を抱いた男がいるのは正直腹立たしいが、そんなもの思い出せなくなるくらい可愛かわいがってやるよ」

　空になったマグカップと冷めた蒸しタオルをテーブルに移され、肩かたを抱き寄よせられる。目を瞑つぶると、柔らかく唇を啄ついばまれた。

「緊きん張ちようしてるのか？」

「だ、だって……」

　何度も抱かれたけれど、今日の胸の高鳴りはいつもと少し違ちがう。気き恥はずかしさは変わりないけれど、どうしようもないほどのいたたまれなさに落ち着かない。

　いまさらながらに将哉さんの告白が俺の中で現実味を帯びてきていて、動どう揺ようを抑おさえきれないのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ。ちゃんと優しくするから」

「ちゃんとって、いままでは違ちがったんですか？」

「まあ、焦じらして苛いじめてた部分はあるな」

「なっ……」

　ぎりぎりの状態でなかなかイカせてもらえないことが多々あったけれど、あれはわざとだったのか。

「泣きそうな顔でせがんでくるのが可愛くて、つい」

「つい、じゃないで───んむっ、んんん」

　俺の文句はキスで封ふうじられ、唇の隙すき間まからはするりと舌が忍び込んできた。

　初めのうちは反応を楽しまれていたことへの怒いかりを表すために抗あらがっていたけれど、口こう腔こうでいやらしく蠢うごめく舌に翻ほん弄ろうされてしまう。

「はっ…ぅン、ん……」

　宝物のようにそっと抱き寄せられた体は、すでに熱に浮うかされたように昂こう揚ようしていた。

　絡からみ合う舌同士が擦こすれ、ぞくぞくと背筋が震える。その震えは尾びてい骨こつの辺りまで下りてきて、下腹部に疼うずきを生んだ。

　一回意識してしまえば、もう後あと戻もどりはできない。理性で体の生理的な反応を抑えることなどできるわけがなく、中心部が熱を集めていく。

「んん、ん、ふっ……」

　キスの快感に支配されていく体が心こころ許もとなくて、俺は将哉さんのワイシャツを握りしめる。その動作のせいか、将哉さんの唇が離はなれていった。

「将哉…さん……？」

「また体が硬かたいな」

「すみません……何だか、その……」

　何と云うか、勝手が違うのだ。体だけを求められていると思っていたときは、どんなに恥ずかしくても気持ちが割りきれたのに、両りよう想おもいだとわかったらどこをどうやって力を抜ぬけばわからなくなってしまった。

　───両想いって単語もかなり恥ずかしいよな……。

　柄がらにもなくもじもじとしていたら、肩をぽんと叩たたかれた。

「別に焦あせらなくていい。まあ、体が温まれば緊張も解ほぐれるだろ」

「え？　うわッ」

　将哉さんの言葉の意図を摑つかみかねていたら、いきなり体が宙に浮いた。正しくは浮いたわけではなく横向きに抱き上げられたのだが、急に不安定な体勢になった俺は身み動じろぎすらできなくなる。

「ど、どこ行くんですか!?」

「温まるっつったら、風呂ふろに決まってるだろう。また隅すみ々ずみまで洗ってやるよ」

　ホテルで過ごした夜のことを思い出してしまい、顔が熱くなる。あれは本当に恥ずかしかった。ある意味、セックスをするより恥ずかしい。

「そんなことしないでいいです…っ」

　逃げ出したくても、できなかった。

　俺は標準の成人男子の中では軽いし、将哉さんも体力には自信があるほうだとは思うけれど、この状態で暴れたら悲ひ惨さんなことになりかねない。

「遠えん慮りよはいらん。好きに甘えてくれていいんだぞ」

「遠慮してるわけじゃありません！」

　そうこうしている間に脱だつ衣い所についてしまった。下ろされた隙すきに逃げ出そうと思っていたら、それよりも早くドアに鍵かぎをかけられ、退路を塞ふさがれた。

「俺と一いつ緒しよに風呂に入るのが嫌なのか？」

「嫌なわけじゃ……」

「それなら、さっさと脱ぬぐ。それとも、俺に脱がして欲しいか？」

「い、いえっ、自分でします！」

　素面しらふの状態でそこまでされるのは抵てい抗こうがある。俺は背中を向けて、渋しぶ々しぶと自分の服に手をかけた。躊躇ためらっていればいるほど、恥ずかしさが増してくる。

　ちらりと背後を見てみると、将哉さんも同じようにしてワイシャツを脱いでいるところだった。俺が握にぎりしめて皺しわになったそれが取り去られると、鍛きたえられた背中が目に入ってくる。

「……っ」

　思わず息を吞のみ、ぱっと視線を逸そらした。

　綺き麗れいに筋肉のついた広い背中に、赤い筋がうっすらとついていた。あれは間ま違ちがいなく、自分のつけたものだろう。また余計なことを思い出してしまい、変な汗あせが浮いてくる。

　見なければよかったと後悔しながら、外しかけのボタンに再び手をかけようとしたら、それよりも早く大きな手が伸のびてきた。

「何をちんたらやってるんだ」

「ま、将哉さん！」

「俺の体に見み蕩とれてないで、早く脱げよ」

「気づいてたんですか!?　って、ちょ、ちょっと、自分でやりますから！」

「もう観念しとけ」

　抵抗も虚むなしくあっという間に着衣を剝はぎ取られ、俺は戸と惑まどっている間に浴室へと押し込まれてしまった。所在なく立ち尽つくしている俺に、将哉さんは温度を調節したシャワーのお湯を頭から浴びせてくる。

「わ…っ」

「洗ってやるから、もう逃げるなよ」

　将哉さんは子供を宥なだめるような口調でそう囁ささやいてくる。そして、お湯を出したままのシャワーヘッドを壁かべのフックにかけると、ボディソープを手に取り、それを泡あわ立だてる。

「ひゃっ」

　泡を背中に塗ぬりつけられ、くすぐったさに変な声が出てしまった。大きな手の平は背中を滑すべったあと、肩を撫なで下ろすように動く。

　また変な声が出てしまわないよう唇くちびるを嚙かみしめていたら、背後から抱だき竦すくめるような体勢で体の前側に手が伸びてきた。

「……っ、……」

　触ふれられているだけでもぞわぞわと皮ひ膚ふがざわめくのに、将哉さんの手は平らな胸を滑すべり、二つの尖とがりを掠かすめてきた。洗うと云いっておきながら、その指の動きはやけに卑ひ猥わいだ。

「んっ、ヘンなとこ触さわらないで下さい…っ」

「洗う『だけ』なんて云ってないだろ」

「あ…っ」

　抗こう議ぎしたら、指先でキツく抓つままれた。痛みと快感に、ぴくりと肩が跳はねる。

「感じやすいよな、お前。もうこっちだってこんなだ」

「や…っ、そっ……だって…っ」

　泡にまみれた指で勃たち上がりかけていた自身を撫でられる。やんわりと包み込まれただけで、ぐんと質量が増したのがわかった。

「や、待っ…あ、んん…っ」

　将哉さんは俺の昂たかぶりに指を絡め、ぬるぬると擦こすってくる。淫みだらに動く指から、何故なぜか目が離せない。

　触れられる感覚と視覚の両方から煽あおられ、抑えようとしていた声が零こぼれてしまった。

「ひぁ…っ、あ、ん……っう」

　湯気の立ち籠こめた浴室は音が大きく反はん響きようする。シャワーの音に交じっていつもより大きく聞こえる自分の声が恥はずかしい。

　唇を嚙んで堪こらえるけれど、どうしても吐と息いきが漏もれてしまう。

「ン、く…ぅん……っ」

「我が慢まんするな。声、聞かせろよ」

「あぁあ…っ」

　後ろから耳を舐なめられ、さらに強く扱しごかれる。反射的に背中が撓しなった弾はずみに、髪かみから滴したたり落ちていた雫しずくが飛び散った。

　将哉さんは仰のけ反った首筋に吸いついてくる。そのとき、腰こしの辺りに熱いものが触れた。

「んぁっ、あ、あの……っ」

「ん？　どうかしたか？」

「俺も、何かしたほうが……んんっ」

「いいよ、翠が感じてくれてるだけで」

「あっ、ぅん、そ…じゃなくて、俺ばっか、やだ……っ」

　一方的な行こう為いは好きじゃない。どうせ抱き合うのなら、一緒に気持ちよくなりたい。

「わかった。じゃあ、こっち向いて」

　体の向きを変えられ、向かい合う形になる。すでに張り詰つめていた将哉さんの欲望を目にし、俺はごくりと喉のどを鳴らす。

「触って、いいですか…？」

「好きなようにすればいい」

　俺はドキドキしながらそっと手を伸ばし、その屹きつ立りつに触れた。思った通りの熱さと硬かたさを感じながら、表面を撫でる。ゆるゆると擦ると、手の中のものはまた少し大きくなった。

　感じてくれているのかと思うと嬉うれしくて、愛あい撫ぶに夢中になっていると、足の間にぬるりとした感かん触しよくがした。

「ひゃ…っ、な、何!?」

「ベビーオイルだから痛くはないだろ。石せつ鹼けんは滲しみるだろうからな」

「ぅんっ、痛くはって───あ、あぅっ」

　俺が夢中になっているうちに何やら準備をしていたらしい。将哉さんの指は何の抵抗もなく、俺の中へと埋うめ込まれた。

「んん、んっ、何でそんなものが、こんなとこに……っ」

「いつか使うかと思って用意しておいたんだ。役に立ってよかったよ」

「なっ…！　ぁあっ、あっあ、や…っ」

　入り口付近をぐるりと搔かき回され、思わず力が入る。それでも将哉さんは強ごう引いんに指をさらに奥へと押し込んだ。

「ほら、手が止まってるぞ」

「んぁ…っ、なこと云われたって…！　あっ、んー…っ」

「何もできないんなら、俺の首に摑つかまっとけ」

「んぅ、ん…っあ、はっ……」

　二本、三本と増やされた指で忙せわしなくそこを解ほぐされたあと、壁に押しつけられた状態で両足を抱かかえ上げられた。

「え…っ？」

「ちゃんと摑まっておけよ」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろいていたら、指を引き抜ぬかれて疼うずいていた場所へもっと熱いものが宛あてがわれた。息を吞むのと同時に、それの先せん端たんがめり込んでくる。

「う……っ」

「力抜ぬいとけよ」

「……っ、あ、ぁあ……ッ」

　最さい奥おうまで一息に穿うがたれた。その衝しよう撃げきに、目の前がチカチカと明めい滅めつしたようになる。頭の中は真っ白になったけれど、それで終わりになどなるわけはない。

「あン、あっ…あ、あ…！　んんん…っ」　>>>♥

　将哉さんは、隙すき間まなく繫つながり合った体を揺ゆさぶってきた。擦られる内ない壁へきはジンと痺しびれ、ひくひくと痙けい攣れんする。

　激しく突つき上げられながら口づけられ、舌を捩ねじ込まれる。口こう腔こうを同時に犯おかされ、頭の中が煮にえたぎった。

「んん、ん……っは、あぁあ…っ」

　俺はしがみつく腕うでに力を込め、自分からも舌を絡からめる。口づけが解けた瞬しゆん間かん、いままでよりも高い声が上がった。

　自分でも信じられないほどの甘ったるい声に、将哉さんは嬉しそうに微笑ほほえむ。

「翠、気持ちいい？」

「あ…っ、いい、気持ちい……っ、将哉さん、は…？」

「俺も最高に気持ちいいよ」

　潤うるんだ瞳ひとみで見つめたら、目め尻じりにキスを落とされた。

　───ずっと、知らなかった。

　気持ちが通じ合った相手とするセックスがこんなに気持ちいいなんて。快楽としてだけではなく、肌はだを寄せ合っているだけで心ここ地ちいい。

　こういう気持ちが幸せというのかもしれない。

「どうした、翠？」

「何でもありません」

　そう云って、俺が自分から口づけたら将哉さんは驚いた様子を見せたけれど、それも一いつ瞬しゆんだけのことだった。

　口元が綻ほころんだ気配がしたあと、口づけはゆっくりと深くなっていった。







　　　　◇




「いま？　将哉さんちに来てるんだ。明日、車出してくれるって云うから。成なり田たまで姉さん迎えに行ったら、そのままそっちに向かうよ。うん、うん、楽しみにしてる。積もる話はまた明日……うん、それじゃあね」

　名残惜しそうな母を宥め、何とか電話を切り上げることができた。苦く笑しようしながら受話器を戻もどしていると、風呂ふろ上がりの将哉さんが素す足あしでぺたぺたと歩み寄ってきた。

「電話、終わったのか？」

「ええ、何とか。いまから緊きん張ちようしてるみたいで、すごくおろおろしてますよ」

「蒼一叔父おじさんはどうだ？」

「まだ怒おこってるふりしてるみたいですけど、こっそり赤ちゃん用のおもちゃを買ってきてるって」

「はは、叔父さんらしいな」

「でも、本当に楽しみだな。きっと、写真よりも大きくなってますよね。っていうか、俺も『叔父さん』なんだ。うわ、どうしよう」

　明日、初めて顔を合わせることになる姪めいに想おもいを馳はせると、俺までそわそわしてきてしまう。

「気持ちはわかるが、あんまりはしゃぐな。俺が妬やける」

　将哉さんは背後から腕を俺の腰に回し、ぺたりと体をくっつけてきた。肩かたに顎あごを載のっけられると、愛用のシャンプーの香かおりがふわりと鼻び孔こうをくすぐり、濡ぬれた髪が頰ほおをくすぐる。

　俺は将哉さんの拗すねた口調に苦笑した。

「赤ちゃんにヤキモチ焼いてどうするんですか」

「明日は大目に見てやるから、二人のときは俺のことだけ考えてろ」

「もう……わがままだなぁ……」

「当然の心理だ」

　将哉さんは自信満々にそう告げる。そんな態度に呆あきれつつも、わがままを云いわれるのは好きだった。

　ともすれば自分のことに関しては後ろ向きになりがちな俺としては、赤せき裸ら々らに見せられる独どく占せん欲よくに安あん堵どする部分がある。

　きっと、この人もそれをわかっていて甘えてくれるのだろう。困ったふりをしながら、実際に甘えているのは俺のほうなのだ。

「まあ、これで一つ問題は片づいたし、次は俺たちの番だな」

「え？」

　何が『俺たちの番』なのだろう？

　首を傾かしげていると、将哉さんは嬉き々きとして計画を語り出す。

「結けつ婚こんが無む理りでも、同どう棲せいくらいできるだろう。いい加減、ウチに越こしてこい。指輪くらいは揃そろいのを買いたいよな」

「ちょ、ちょっと待って下さい！　無理ですよ、同せ、同居なんて!!」

「何でだ？　簡単じゃないか。ベッドはいまのままで充じゆう分ぶん広いし、食器はもう揃ってるし、身一つで来てもらってもかまわんぞ」

　一いつ瞬しゆん冗じよう談だんか何かかと思ったけれど、将哉さんは至って真面目まじめに云っているようだ。軽い目め眩まいを感じながら、どう諭さとそうかと頭を絞しぼる。

「そういう問題じゃ───だいたい、周りに何て云うんですか？」

「そうだな……社長の生活がだらしないから、秘書として公私にわたって監かん督とくすることにしたってのはどうだ」

「そんな社長嫌いやです！」

　目眩が頭痛に変わるのを感じながら、提案を却きやつ下かする。わがままも少し加減してもらったほうがいいかもしれない。

　だけど、こんなふうに頭を抱えるのも幸せに思えるのだから、俺も重じゆう症しようだ。そんな自分に俺は込み上げてくる笑いを堪こらえきれなかった。







　あとがき




　初めましての方もそうでない方もこんにちは、藤崎都です。

　毎日毎日寒いので、いっそ冬とう眠みんしてしまいたいくらいです……。




　今回のお話は会社社長×社長秘書ということで、リーマン同士のカップリングになりました。やっぱり、秘書といったらスーツに眼鏡めがねですよね！

　社長×秘書は主従関係的なところも萌もえますが、秘書が普ふ段だんは自分を律してクールに振ふる舞まっているのに心の中では……というギャップが堪たまりません。そういった部分が上手うまく書けているといいのですが。




　素す敵てきな挿さし絵えを描えがいて下さいました水名瀬雅良先生、ありがとうございました！　水名瀬先生に挿絵をつけていただけると知ってから、スーツを描いてもらえるようにリーマンものにしようと秘ひそかに決めておりました。表紙や口絵も華はなやかで色っぽくて眼福ものです。本当にありがとうございました！

　今回も担当様にはお世話になりました。すみません……。今年こそはもっと一人で何でもできるようになりたいです……。




　最後に、拙せつ作さくをお手に取って下さり最後までおつき合いいただきました皆みな様さま。本当にありがとうございました!!　少しでも楽しんでいただけていたら幸いです。もしよろしければ、ご感想などお聞かせ下さいね。

　それでは、またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇〇八年二月


藤崎　都　　
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